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PART1 結貴ちゃんの誕生 

 

私達の次女である結貴（ゆき）ちゃんが、

2018 年 10 月 2 日の 16 時に誕生いたし

ました。 

陣痛が始まってから 5 時間の超スピード出

産でした。 

「６大天使による光のピラミッド」のセッシ

ョンを 9 月末まで行い、その終了直後に生

まれてきた結貴（ゆき）ちゃん、さすがに責

任感が半端ではありません。 

 

結貴（ゆき）ちゃんは、実はお腹の中にいる

時から、この地球とアセンションのために大

活躍してくれていました。 

生まれてきた結貴（ゆき）ちゃんは「守護の

創造主」の系列にあるスピリットを持ってい

ますので、お母さんの体に宿った時から、ス

ピリチュアル・レベルで、地球の人々を守護

するために活躍していました。 

 

そして結貴（ゆき）ちゃんは、シェンロンと

しても大きな力を持っていますので、日本を

台風や地震などの自然災害から守る働きも

していたようです。 

 

前回は、様々な問題があり帝王切開で美輝ち

ゃんは生まれたのですが、今回は始めから通

常の出産を行いたいとの思いがあり、

VBAC（帝王切開での出産のあとに、経膣

分娩を行う事を VBAC といいます。）に挑

戦する事にしたのです。 

第 1 章 多彩な能力を持つ創

造主と地球の行方 
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それには、とても大切な理由があります。 

私達は、4 人の子供を作る予定にしているの

ですが、帝王切開では 3 人が限度とされて

いるからです。 

私達と創造主達の計画では、どうしても 4

人の子供達が必要なので、大きなリスクがあ

る事を承知の上で、VBAC に挑む事にした

のです。 

 

幸い私達が住む家からさほど遠くない場所

に、VBAC に関しては日本でも有数の実績

を持つ伊集院産婦人科病院があり、その病院

の先生達と協力しながら妊娠を見守る事に

しました。 

 

妊娠の中期より「6 大天使の光のピラミッド」

が始まり、恵理さんの妊娠をよく思わない存

在達から大変なサイキック・アタックを受け、

恵理さんは毎日体に痛みやしびれが走った

り、お腹が張って苦しい状況におかれながら

も耐えてここまで来ました。 

 

そして 9 月末日「6 大天使による光のピラ

ミッド」をどうにか終え、私達が光の保護区

に入ったところで、陣痛が始まり、すぐに入

院しました。 

そして、2 日の 16 時に、多くのスターピー

プルやシェンロン達に守られながら、次女の

結貴を出産したのです。 

 

出産は分娩室に入ってから、さほど時間をか

けずに 2900g の元気な赤ちゃんが生まれ

ました。 

本当は 10 月中旬の予定だったのですが、

VBAC は子供があまり大きくなりすぎると

子宮に負担がかかり破裂する恐れがあるの
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で、早い時期に産もうという事でこの時期に

生まれたようです。 

 

結貴（ゆき）ちゃんもその事が分かっていた

ようで、ベストなタイミングで生まれてきて

くれました。 

以前からお腹が理由もなく張ったり、体の異

常が出ていたので、先生達もかなり心配して

くれていたのですが、VBAC が無事成功し

た事に、先生達も大変な喜びを持ってくださ

いました。 

 

地球も大きな節目を迎えた今日から、美輝ち

ゃんと結貴（ゆき）ちゃんのパワフル姉妹の

活躍が始まります。 

 

 

PART2 突然の闇に落とされた私達 

 

10月2日に私達の次女である結貴が生まれ

てから、また状況が少しおかしくなりました。 

本来ならば私達は 10 月から光の保護区の

クリアリングルームに入り、私達にまとわり

つく様々なエネルギーや他の人の感情など

を払い落として、光の多い世界へと入る予定

でした。 

そして、私達の活動も、これからは光の多い

世界に行く方を対象にアチューメントやセ

ッションを行っていく予定です。 

 

しかしながら結貴が生まれてから、2 日後に

長女である美輝の体調がとても悪くなりま

した。 

それまでは 10 月から幼児園に行き、幼児園

の友達と一緒に過ごしていたのですが、熱が

出たりお腹をこわしたりして幼児園に行く

事ができなくなりました。 
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恵理さんは産後ケアの施設に入り体を休め

ていますので、私と美輝は２人で、自宅で暮

らす事になりました。 

そして子供の風邪が移ったのか、私も体調が

悪くなりました。 

 

しかしながら、それは単に私達が風邪をひい

たという事ではなく、第 21 評議会に潜んで

いた偽りの創造主による攻撃を受けて、私達

のみならず光の保護区のクリアリングルー

ムにいる人達が闇のエネルギーに惑わされ

て体調悪くしているようでした。 

 

私達は光の保護区のクリアリングルームで、

今までのネガティブなエネルギーや感情を

払い落とす予定だったのですが、闇の創造主

が、光 40％前半のエネルギーをクリアリン

グルームに流し込んだために、私達は心や体

のクリアリングをする事ができずにいまし

た。 

 

しかしながら、第 21 評議会の偽の創造主は

光に返され、その後始末も進んでいるようで

すので、すぐに状況はよくなると思っていま

した。 

 

そしてある時の事、私達は急に大きなサイキ

ック・アタックとともに 40％台前半の世界

へと落とし込まれてしまいました。 

それまでも度々夢の中で光40％台前半の光

景を見ていたのですが、第 21 評議会にいた

偽物の創造主を処理してからは、そのような

夢も見る事がなくまた平穏なクリアリング

ルームに戻ったのかと思われていたのです。 

 

その時、私達家族は殺伐とした薄気味の悪い

世界に急に落とされ閉じ込められたようで

す。 
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私達は一体何が起きたのか、理解ができませ

んでした。 

創造主やスターピープル達を呼び出しても

答えはありません。 

おそらく彼らも私達の姿が急に見えなくな

ったので、私達を探している事でしょう。 

 

私達が光40％台前半の世界に閉じ込められ

た時に、私達を嘲笑うような声が聞こえまし

た。 

「この地球に創造主のスピリットを持って

生まれた者達にしては力がないものだ。 

このくらいの事を跳ね除けるだけの力がな

ければ、創造主として地上に生きて行く事は

できないのだぞ。」 

というようなとても冷たい後味の悪い声が

響いてきたのです。 

 

私達は光40％台にいるスターピープルやこ

の世界の創造主に助けを求め祈りました。 

そして、その時かつて私達が、「紫ピラミッ

ド」から助けだしたスターピープル達が、私

達を取り囲んでいる壁を取り払い、私達を助

けに来てくれたのです。 

 

そのグループはシリウス大戦争の時に地球

に逃れてきたスターピープルの種族でした。 

彼らはどのような世界にもゲートを作り入

れるという特殊な能力を持っていたのです。 

そのために私達がいなくなった事を心配し

て探しに来てくれたようです。 

 

私達はこの種族によって無事光40％台前半

の世界を抜け出す事ができました。 

そしてすぐにスターピープルや創造主達を

集めて一体何が起きたのか、誰がこのような

事を企てたのか、調べる事にしました。 
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フレッド達がいうには、光の保護区のクリア

リングルームも、今大きな闇のエネルギーに

襲われて正常に機能していないという事で

した。 

大天使や不動明王達も、自分達の力が創造主

によって制限されたために、私達を守る事が

できなかったといってきました。 

 

またアシュタールのエレナさん達は、スター

ピープル達もすべて動きが封じられて、地球

の分離作業が一時止まってしまい、地球の物

理世界のエネルギーが混沌としたものにな

ったという事を報告してきました。 

つまり私達のアセンションは妨害されて後

戻りしてしまったのです。 

 

私はホーリーやクリスタルピープルに私達

の中にあるエネルギーを調べてもらいまし

た。 

そして私達のエネルギーを通じて今回この

ような事を計画した創造主を探す事にしま

した。 

 

ホーリーはこのように言いました。 

「TAKESHI さんや恵理さんの体の中に黒

い闇の渦巻きが出来上がっています。 

この黒い闇の渦巻きを通して、皆さんは光

40％台前半の世界と関わり、そしてその世

界に連れ去られていたのだと思われます。」 

 

私は創造主に頼んで、この黒い闇の渦巻きの

エネルギーを私達から分離してくれるよう

にお願いしました。 

しかし、物理世界に近いところにいる創造主

ではうまくいかないようです。 

この渦巻きは、相当高いレベルの創造主が行

ったようです。 
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通常の創造主では分離する事ができず、第

24評議会の創造主によって初めてこの闇の

渦巻きは分離されました。 

という事は今回の事を計画した創造主は第

24評議会に近いレベルの力を持っている創

造主だという事になります。 

 

私達はすぐに、どの創造主がこのような事を

したのかと高次の創造主達を調べてもらう

事にしましたが、今私達の宇宙にいる光の創

造主ではこのような事をするものはもうす

でにいなくなっていました。 

 

私に繋がっていた闇の渦巻きのエネルギー

を遡って、誰がこのエネルギーを繋げてきた

のかを調べてもらいました。 

そうすると一人のとてもパワフルな力を持

った創造主へとそのエネルギーは繋がれて

いたのです。 

 

私はこの創造主が見つかるとすぐに第 24

評議会の創造主に言いました。 

「この創造主はわたし達の宇宙の創造主で

はないのに、勝手に私達の宇宙やアセンショ

ンに関わって妨害をしています。 

第 24 評議会の「全ての公正さを司る創造主」

よ、すぐにこの創造主を光に返すか私達の宇

宙から分離してください。」 

 

私がそのように言うと、私達の前に姿を現し

た創造主は嘲り笑うようにいいました。 

「私の力にかなう創造主等いるはずもない。 

お前達の宇宙の創造主は、みんな弱気で未熟

者ばかりだからな。 

私の前では、何もできない者達ばかりだ。」 

 

余りにも第 24 評議会の創造主を馬鹿にし

た言葉に、私も怒りを覚えます。 
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「何を言っているのですか、私達の宇宙の創

造主を馬鹿にするような者は、光に返される

事になりますよ。 

さあ、第 24 評議会の創造主よ、お願いしま

す。」 

 

すると第 24 回評議会の創造主はとても弱

気な事を言いました。 

「いえ、TAKESHI さん、私の力ではこの創

造主を分離する事も光に返す事もできませ

ん。 

彼らは私達よりも力のある創造主です。 

私達は彼が言うようにまだまだ未熟で力も

弱く十分に成長していない創造主なのです。」 

 

私はこの 24 評議会の創造主の言葉に驚き

ました。 

「創造主よ、今は、そんな事を言っている状

況ではないのです。 

私達の宇宙にいない創造主が私達の宇宙を

荒らしまわっているのですよ。 

その事にしっかりと対処できなくてどうす

るのですか。 

この創造主の言うとおりに皆様は本当に力

の弱い情けない創造主なのですか。」 

第 24 評議会の創造主は黙っています。 

 

 

 

PART3「多彩な能力を持つ創造主」の復讐 

 

私達がそのような会話をしているとすぐに

第 25 評議会の創造主が私達の前に現れま

した。 

「TAKESHI さん、この創造主は私達が処理

しますので、どうかここからすぐに立ち去っ

てください。」 
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第 25 評議会の創造主が慌てたような表情

でそのように言いましたので、私達はすぐに

撤退しました。 

 

そして、しばらくしてから第 25 評議会の創

造主が私達のもとに報告に来ました。 

「TAKESHI さん本当に申し訳ありません

でした。 

このような事が起きたのも私の責任です。 

この創造主が、皆さんの宇宙で何を起こした

のか、あるいはどのような問題が起こってい

るのかを調査しております。 

事態の収拾はもうすぐつきますのでそれま

でお待ちください。」 

 

私は第 25 評議会の創造主に尋ねました。 

「この創造主はどのような創造主ですか。 

今まで私達が見た創造主とは異なるようで

すが、」 

 

「TAKESHI さん、実はこの創造主は、私達

の評議会から追放された創造主です。 

この創造主は非常に優秀で様々な能力を持

ち、何人もの創造主の働きを一人で行う事が

できる創造主です。かつて私達がそのような

創造主を作り出したのです。 

 

しかしながらこの創造主は、全ての事を自分

１人でやろうとするために、他の創造主達の

成長を邪魔してしまいました。 

そして宇宙の創造に関しても１人で暴走し

てしまい、他の創造主と協調関係を取らない

ので、他の創造主から大きな不満が出てしま

ったのです。 

 

彼は確かに素晴らしい能力や叡智そしてパ

ワーを全て持ち合わせています。 
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しかしながら私達の宇宙は創造主達の協力

関係で出来上がっていますので、この創造主

の存在は私達の宇宙にとってはとても厄介

なものとなってしまいました。 

 

そのために他の創造主が誰もいない世界へ

と彼は送られ、そこで自由に宇宙の創造を行

う予定だったのですが、どうした事か皆さん

の宇宙に舞い戻ってしまったのです。」 

 

「そうだったのですか、よく分かりました。 

彼は私に対してとても力がないやつだ、創造

主としての実力や能力がない者だ、という風

に言いましたが、よくそのような事を彼は言

っていたのですか。」 

 

「実はそうなのです。 

自分が一番力を持っている創造主であると

いう事を彼は得意げにいつも話をしていま

した。 

そしていろんな事が自分一人でできるため

に、他の創造主を嘲笑いそして貶めていたの

です。 

私達にとってはそのような態度が最も問題

だったのです。 

そのために彼は私達の宇宙から追放された

のです。」 

 

「その彼が戻ってきたというのは、どのよう

な理由があっての事ですか。」と私は尋ねま

した。 

 

「おそらく、彼は私達に復讐をしたいのだと

思います。 

自分が誰もいない世界に追放されてしまっ

た事に対して怒りや憎しみを持っています。 

そしてそれを TAKESHI さんや地球の人達

へとぶつけてしまったのです。 
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彼はこの地球のアセンションに対してもあ

まりよく思っていませんでした。 

このようなやり方ではなく、もっと自分なら

上手にできると私達に言ってきたのです。 

しかし彼のやり方というのは非常に独断的

で不要なものを全て簡単に切り捨ててしま

うやり方ですので、そのやり方ではこの地球

のアセンションはうまくいかないのです。 

 

では私達はここで失礼します。 

まだこれからやらなければならない事がた

くさんありますので終わったらまた報告い

たします。」 

そう言って第 25 評議会の創造主は私達の

元を離れていきました。 

 

私達はこの「多彩な能力を持つ創造主」の攻

撃によって体調が悪くなっていました。 

たとえ第 25 評議会の創造主がこの創造主

を捕えたとしても、この創造主が行ったサイ

キック・アタックは私達の現実世界をとても

重苦しいものにしていたのです。 

私や美輝の体調はどんどん悪化していくば

かりです。 

 

そして 2 日ほど経った頃、第 25 評議会の

創造主が行っている処理もだいぶ終わった

ようです。 

今まで体調が悪くて食事をろくに取れなか

った美輝が、ようやくご飯を食べるようにな

りました。 

この間も第 25 評議会の創造主は、地球で暮

らしている私達の体や意識を使って、ずっと

この「多彩な能力を持つ創造主」が行った事

を調べていたようです。 
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そして 10 月 15 日の夜になると、私は急に

眠くなって夜 9 時ぐらいからバターンと寝

てしまいました。 

そして6時間ぐらいして目を覚ました時に、

私の心の中に第 25 評議会の創造主の言葉

が響いてきました。 

 

「TAKLESHI さんようやくわかりました。 

あの「多彩な能力を持つ創造主」は皆さんの

光の度合いを変更してしまったのです。」 

私は「それはどういう事ですか？」と聞きま

した。 

 

「皆さんのように創造主やスターピープル

のスピリットを持つ人達が、地球上に生まれ

活動する時は、この地球上で活躍できるよう

に、皆さんのスピリットの光の度合いが調整

されます。 

つまり皆さんが活躍しようとする世界の光

の度合いよりも、スターピープルであれば約

10％程度、創造主であれば 15％から 20％

程度、大きな光を持って生まれる事になりま

す。 

 

この光の度合いが、皆さんが生きる世界と同

じ分量の光だと、皆さんは創造主やスターピ

ープルとして活躍する事もできませんし、そ

の能力も発揮できず人の注目を集める事も

ありません。 

 

しかしながら、その世界よりも 10％か

20％も大きな光を持つ事によって、スター

ピープルや創造主としての働きをこの地上

で行う事ができるのです。 

また多くの人達が皆さんに注目する事がで

きます。 
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あなたの場合は光50％台の世界で活躍する

事が目的とされていますので、光の配分は光

60％から 70％となります。 

そして闇が 30％から 40％です。 

それが、光と闇の配分が逆にされて、皆さん

が落とされた光40％台の光の配分と同じに

されていたのです。 

 

皆さんは、光が 40％しかなければ、十分な

働きをする事もできず、またスピリットとの

アンバランスが起こってしまいます。 

その為に、体調を壊したり不要な感情が浮か

び上がってきて、自分の体を傷つけるような

事が今まで起きていたのです。」 

 

私は、第 25 評議会の創造主の言葉を聞いて、

今私達に起こっている事柄が、一つにつなが

っていくような気がしました。 

第 25 評議会の創造主は、さらに続けて話し

ます。 

 

「そしてこれは皆さんだけでなく、彼は過去

にさかのぼって、地球に降りてきた創造主の

スピリットを持つ者達や偉大なるスターピ

ープルのスピリット持つ者達の光の配分も

変えてしまいました。 

 

そのためにイエスキリストのように十分な

働きをする前に殺されてしまう者もいまし

た。 

あるいは少数民族のシャーマン達のように、

その力を奪われ十分な仕事ができなくなる

というような事が起きていたのです。 

 

そのために、皆さんも、この創造主によって

変えられてしまった光の配分に見合った世

界へと閉じ込められてしまったわけです。 
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しかしながらその光の配分をまた元に戻し

てありますので、この一週間ぐらいであなた

方は元の状態に戻る事ができると思います。」 

 

そのように言うと第 25 評議会の創造主は

消えていきました。 

それからもしばらくは、私の体を使って「多

彩な能力を持つ創造主」が、この地球や私達

の宇宙で起こした事をいろいろ調べている

ようです。 

その間は、私の体はだるくてぼっーとするよ

うな事が続きます。 

 

しばらくして、第 25 評議会の創造主が、私

達の元にやってきました。 

「TAKESHI さん、やはり私が考えていたよ

うに「宇宙に闇をもたらす創造主」や「全て

の闇を生み出す創造主も「多彩な能力を持つ

創造主」によってコントロールされていたよ

うです。 

彼は、自分自身が、皆さんの宇宙や私が作っ

た多くの宇宙の中でも、一番優秀な創造主で

あるという事を証明したかったようです。 

 

そのために「闇の働きをする創造主」達に力

を与え、その判断力を狂わせてしまい、光の

創造主を弾圧するように仕向けてしまった

のです。 

「すべての闇を生み出す創造主」も、彼の犠

牲者と言っても良いかもしれません。 

本来彼は、あのような考え方をする創造主で

はなかったのですが、この「多彩な能力を持

つ創造主」に影響されて、とても傲慢になっ

てしまい、そして自分自身がこの宇宙を支配

できるのだという風に思わされてしまった

のです。 
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そのために「すべての闇を生み出す創造主」

が生み出した「闇の働きをする創造主」達は、

自分自身が宇宙を支配できる、という考えに

とりつかれて光の創造主と対立するように

なってしまいました。 

 

私達がそれをしっかりと抑えきれなかった

事も事実です。 

「多彩な能力を持つ創造主」はその事を嘲笑

っていました。 

「やはり私がいなければ、あなたがたは何も

できない、」という事を私達の宇宙の創造主

達に突きつけてきたのです。 

 

しかしながら私達はその言葉に負ける事な

く戦ってきました。 

そして今、彼を私の元に返しました。 

彼は光となってこの宇宙から消えていきま

した。 

私達は今、彼が行ってきた事を全て調べ、も

とに戻す予定にしています。 

そしてこの地球が本来の素晴らしいアセン

ションを迎える事ができるように私達はサ

ポートする事にいたします。」 

 

と言って第 25 評議会の創造主はその場を

去りました。 

おそらくこれで、闇の創造主達による妨害は

無くなり、地球のアセンションもスムーズに

進む事と思われますが、あまり強い期待を持

たない事にしておきましょう。 
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PART1「多彩な能力を持つ創造主」の分身

達 

 

「多彩な能力を持つ創造主」が第 25 評議会

の創造主に捕われたので、私達の状況も良く

なるかと思いましたが、やはりこの宇宙でナ

ンバー１の実力を持つ「多彩な能力を持つ創

造主」は、様々な仕掛けを残していました。 

 

翌日から 私達に対してのサイキック・アタ

ックが様々な形で起こるようになりました。 

そのエネルギーの出所を調べて創造主やス

ターピープル達が動き始めると、恵理さんに

対して痛みや体の麻痺を起こしたりして、私

達の探索ができないように、妨害が常に起こ

るようになりました。 

 

しかしながら、私達はなんとか一人の創造主

を見つけました。 

その創造主は「紫ピラミッド」の一番奥深い

所に隠れていたのです。 

すぐに、第 25 評議会の創造主がやってきて、

この創造主は「多彩な能力を持つ創造主」の

分身であるという事が分かりました。 

 

第 25 協議会の創造主はこのように言いま

した。 

「やはり「多彩な能力を持つ創造主」だけに

様々な事を考え、仕掛けを作っています。 

私達も「多彩な能力を持つ創造主」を調べて

いく中で、彼がいく人かの分身を作っていた

事が分かりました。 

第 2 章 「多彩な能力を持つ

創造主」の分身達 
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そして分身達は、闇の創造主や「紫ピラミッ

ド」のダークピープル達と協力し合って、皆

さんのアセンションを妨害していたという

事もわかったのです。 

 

おそらくこの「紫ピラミッド」の奥で見つか

った「多彩な能力を持つ創造主」の分身は、

「紫ピラミッド」に沢山の力を与え 様々な

能力を持つダークピープルを作り上げてい

たのだと思われます。」 

 

私は第 25 協議会の創造主に尋ねました。 

「創造主よ、あなたは「多彩な能力を持つ創

造主」の分身がどれくらい作られたのかわか

りますか。」 

「おそらく 5 人はいるでしょう。 

このピラミッドの奥に見つかった創造主は

１人目ですから、あと残り４人はいるかと思

われます。」 

 

私達もスターピープル達も大きくため息を

つきました。 

このような創造主が 5 人もいたのでは、ア

センションの仕事がはかどらないのも当た

り前です。 

私達は、残り４人の創造主の分身を第 25 協

議会の創造主と共に見つけ出す事にしまし

た。 

 

私はピカフラッシュを呼び出して、全てのピ

カフラッシュにこの「多彩な能力を持つ創造

主」の分身の探索をする事を命じました。 

ピカフラシュ達が各評議会から集まってき

て「多彩な能力を持つ創造主」の分身のエネ

ルギーを分析しそして探索に走りました。 
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しかしながらピカフラッシュの動きは混乱

させられ、ピカフラッシュが思うように創造

主を探す事ができなくなりました。 

おそらく「多彩な能力を持つ創造主」の分身

によって、ピカフラッシュの能力は狂わされ

たのだと思います。 

 

第 25 評議会の創造主が、その様子をみて言

いました。 

「「多彩な能力を持つ創造主」は、皆さんの

宇宙のスターピープルや創造主の働きも熟

知していますので、この宇宙のスターピープ

ル達では探索は難しいかと思います。 

「愛で統一された宇宙」のスターピープル達

や高次元のスターピープル達にお願いして

探してもらいましょう。」 

 

「愛で統一された宇宙」のスターピープル達

が、私達の手助けをするためにたくさん来て

くれました。 

「「愛で統一された宇宙」のスターピープル

の皆さん、私達の手助けに来てくださりあり

がとうございます。 

それでは「多彩な能力を持つ創造主」の分身

を探しましょう。 

おそらくこれまでさまざまな問題が起きた

場所に、分身達も隠れている可能性がありま

すので、まず黄泉の世界で、分身を探す事に

しましょう。」 

 

私達がそう言うと「愛で統一された宇宙」の

スターピープルや高次元のスターピープル

達が黄泉の世界にすっと入っていき「多彩な

能力を持つ創造主」のエネルギーを探し始め

ます。 

 

そうすると黄泉の世界の一番奥深いところ

に分身の一人が隠れていました。 
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黄泉の世界は、非常に闇が深く、肉体を失っ

た人間達が、生きていた時の感情を捨て去る

事ができずに、うごめいている場所です。 

 

この黄泉の世界からは、常にゲートが開かれ、

私達に対して黄泉の世界の闇のエネルギー

が流されて、私達をいつも困らせていたので

す。 

それもこの「多彩な能力を持つ創造主」の分

身が、様々な存在を利用して行っていたよう

です。 

 

次に私達を困らせている場所は、人間の集合

意識の場所です。 

地球に生きる人間は、常に感情エネルギーを

噴出させていますので、いくら処理しても処

理してもその感情のエネルギーをきれいに

する事が出来ないのです。 

 

そしてその感情は、地球のコアにも影響を与

え、地震や火山噴火を引き越す原因にもなり

ます。 

また時として、潜在意識が持つ怒りや憎しみ

の感情が私達に向けられ、私達の活動の大き

な妨げにもなっています。 

アセンションを進めるスターピープルや私

達にとっても、ここが一番問題の多い場所な

のです。 

 

「愛で統一された宇宙」のスターピープル達

が人間の集合意識の中に入りました。 

そして人間の様々なエネルギーをかき分け

ながら探していくと、やはりここにも「多彩

な能力を持つ創造主」の分身が隠れていまし

た。 

この場所から地球人の集合意識を操って、地

球人が意識を成長させないように物理的な

欲望を掻き立てていたようです。 
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また愛を深く持たないように怒りや憎しみ

や苦しみの感情をここで作り出していたの

でしょう。 

この分身も捉え、第 25 評議会の創造主に引

きわたしましたので、これで 3 人目の分身

を捕まえた事になります。 

 

あと 2 人の分身はどこに隠れているのだろ

うと考えていると、地球のコアはいつもブラ

ックドラゴン達に襲われている事を思い出

しました。 

そしてブラックドラゴン達が数限りなく生

み出されてきたのは、おそらくこの地球のコ

アではないかと思います。 

スターピープル達と私達は、地球のコアに入

りました。 

 

地球のコアは、本来は、地球に生きる多くの

生命を支える美しいクリスタルがある場所

です。 

私達の仲間のドラゴン達が、地球のコアを守

っているはずですが、今はブラックドラゴン

達の巣窟のような場所になっていました。 

 

本来であれば、地球を支える光のエネルギー

が満ち溢れていなければならないのに、今は

ブラックドラゴン達の闇のエネルギーで覆

われています。 

 

そしてこのブラックドラゴン達の奥にひと

きわ大きなブラックドラゴンがいました。 

スターピープル達が光を当てると、それは

「多彩な能力を持つ創造主」の分身である事

がすぐにわかりました。 

第 25 評議会の創造主もすぐにやって来て

くれて、このブラックドラゴンを光に返しま

した。 
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するとコアにうごめいていた多くのブラッ

クドラゴン達も一緒に光になって消えてい

きました。 

やはり地球のコアを狂わせ、地震や火山噴火

を起こさせていたのは、「多彩な能力を持つ

創造主」の分身だったのです。 

 

 

 

PART3 創造主を操っていた分身とパラ

レルワールド 

 

残りは１体の分身となりました。 

その分身がどこに隠れているのか、私達もみ

んなで考えていました。 

そうしたら１人のスターピープルが、「もし

かしたら創造主達の評議会の中にいるので

はないか。」と言いました。 

 

考えてみれば、いつも創造主達は、闇の創造

主達にコントロールを受けて、予想もしない

ような事を行います。 

中には評議会の決定に逆らって、評議会が認

めていない行動をしたり、あるいは私達を守

護している大天使や明王の力を制限して、私

達に直接サイキック・アタックが行われるよ

うにしていた創造主もいます。 

 

私達は多くの創造主と協力して、各評議会を

くまなく探しました。 

そうすると第 1 評議会から第 4 評議会とい

う物理世界にとても深く関わっている評議

会の奥に別の空間が作られ、そこに分身が隠

れている事が分かりました。 

 

「多彩な能力を持つ創造主」の分身はこの場

所から、第 1 評議会から第 4 評議会の創造
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主達を操って、アセンションの活動を妨害し

ていたのです。 

特に彼らは「闇の働きをする創造主達」をコ

ントロールして常にアセンションの妨害を

行っていました。 

 

そして時には、私の系列や恵理さんの系列の

創造主もコントロールして、私達が行ってい

る活動をとても危険なものにしていた事も

ありました。 

 

私達が、創造主の提案により「6 大天使の光

のピラミッド」を行っている時もそうでした。 

このアチューメントは、スピリットが光の世

界に行く事を決めている人達のために行う

アチューメントだったのですが、そのような

人達よりも、とても深い闇を持っている人達

や「紫ピラミッド」と深くつながっている人

達がたくさんアチューメントを受けに来た

ために、私達はいつも大きなダメージを受け、

自分達の体調を崩してしまいました。 

 

そのような事も、この「多彩な能力を持つ創

造主」の分身達が、私達の宇宙の創造主や大

天使達利用して行っていたのです。 

 

創造主達の連合体である各評議会の裏に「多

彩な能力を持つ創造主」の分身が隠れて、光

の創造主達にわからないように操っていた

のでは、光の創造主もかなうわけがありませ

ん。 

すぐに第 25 評議会の創造主によってこの

分身も捕えられていきました。 

 

これで 5 人の「多彩な能力を持つ創造主」

の分身を見つける事ができました。 
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そして第 25 評議会の創造主は、それ以外の

場所も探しているようですが、今のところ見

つかっていません。 

 

その代わり、「多彩な能力を持つ創造主」と

この分身達がひとつになって、私達の宇宙の

新しいパラレルワールドを作っていたとい

う事がわかりました。 

 

そのパラレルワールドではアセンションが

失敗し、現在の第 24 協議会の創造主が失脚

して、そしてその代わりに「多彩な能力を持

つ創造主」が創造主達のトップに立っている

パラレルワールドです。 

 

それは「多彩な能力を持つ創造主」が、自分

自身がやはりこの宇宙の創造主の中では一

番偉いのだ、一番能力が高く、そして役に立

つのだという事を、第 25 評議会の創造主に

見せつけるために作られたパラレルワール

ドです。 

 

もし私達が、この創造主の存在に気付かずに、

この創造主やその分身を放置していたなら

ば、今の私達の宇宙はこのアセンションが失

敗したパラレルワールドに結びつけられて

いた事でしょう。 

 

あるいは、私達の宇宙は一瞬のうちに消され

てしまい、このパラレルワールドの宇宙だけ

が残ったかもしれません。 

そう考えれば私達はとても危険な状況を迎

えていたのだという事がわかりました。  

 

創造主やスターピープル達のおかげで「多彩

な能力を持つ創造主」とその分身達は光に返

されました。 
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彼らがやってきた事を考えれば、私達のアセ

ンションを最初から最後まで妨害していた

最高の支配者はこの「多彩な能力を持つ創造

主」だったという事がわかりました。 

 

第 25 評議会の創造主は、彼らが行った事を

全て調べて処理をして、そこからまた新しい

アセンションへの道が始まるのだと言いま

した。 

 

私達もまた気を取り直してクリアリングル

ームで光の世界に向かう人達のクリアリン

グを行ったり、この物理世界の分離をしっか

りと行なって、私達にとって本当に素晴らし

いアセンションの世界を作り上げていかな

ければなりません。 

 

しかしながら、私達の行く手を阻むものは、

「多彩な能力を持つ創造主」の分身だけでは

ありませんでした。 

もっと厄介な存在達も、もうすでに私達の宇

宙に入り込んでしまっていたのです。 

 

 

 

PART3 「多彩な能力を持つ創造主」が作

った宇宙からやってきた者達 

 

「多彩な能力を持つ創造主」が作り上げた 5

人の分身を、私達は無事捕まえる事ができま

した。 

 これで「多彩な能力を持つ創造主」が仕掛

けた罠が全て終わったのかと思っていたら、

決してそうではありませんでした。 

その翌日からとても大きなネガティブなエ

ネルギーが、また私達を襲ってきました。 
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何が起こっているのか調べてもらうために

大天使ミカエル達を呼び出そうとしたら、大

天使ミカエルと光の天使軍団が、たくさんの

黒い存在やネガティブなエネルギーをまと

った多くのダークピープル達と、一生懸命戦

っているのです。 

 

一体何が起きたのかと問いただしたら、私達

の家に向かってとても大きなゲートが開き、

そこから今まで見た事もないような沢山の

ダークピープル達や闇の存在達が溢れ出る

ようにやって来ているという事でした。 

 

すぐにスターピープルと創造主達を呼び出

して、その存在達は一体何なのか、どこから

来ているのか、調べてもらう事にしました。 

そして、この存在達をどうにか処理してくれ

るようお願いしました。 

 

第 25 評議会の創造主は、その状況を見ると

慌てた顔で言いました。 

「これは「多彩な能力を持つ創造主」が作っ

た宇宙のダークピープル達のようです。 

彼は、自分が作った宇宙のゲートを皆さんの

世界に開いていたという事がはっきりとし

ました。 

今までは 5 人の分身達によってこのゲート

は制御されていたので、ダークピープルや闇

の存在達が少しずつ出てきていたようです

が、あの 5 人の分身がいなくなった事で、

このゲートを制御する者がいなくなり、一気

にその宇宙からダークピープル達や闇の存

在達が流れ込んできたようです。」 

これはとんでもない事になった、と私は思い

ました。 

 

第 25 評議会の創造主は、状況を調べながら

私に言いました。 
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「今は、大天使達だけでなく、すぐにスター

ピープルや創造主達も、皆さんの宇宙に入り、

ダークピープル達を抑え込むために働いて

います。」 

 

ダークピープル達は、まだ入ってきたばかり

ですので、人と一体化していないダークピー

プル達も多く、そのような者達はすぐに創造

主によって光に返されました。 

 

しかしながら既にこの地球のダークピープ

ルや地球人と一体化している悪賢いダーク

ピープル達も出始めているようです。 

そのような者達はすぐに光が返す事ができ

ないので、しばらく対策を練るためにこのダ

ークピープル達を調べる事になりました。 
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PART1 いなくなった創造主 

 

「多彩な能力を持つ創造主」が作った宇宙か

ら流れ込んできた存在達を処理している間

に、私達は不思議な事に気づきました。 

それは上の評議会の創造主は下の評議会の

創造主達の事がよく見えていないという事

です。 

通常は、一つ上の評議会の創造主達が、その

下の創造主の事を見守っているのです。 

 

私は自分達が物理世界で繋がっている第 1

評議会の創造主を呼び出しました。 

それは「輝きの創造主」や「陰陽を統合する

創造主」達なのですが、その創造主達が出て

こないのです。 

 

私達の物理的な世界をしっかり守護するは

ずの創造主が、私達の呼びかけに応えられな

いっていうのは何か問題が起きている証拠

です。 

それはその創造主が存在していない、もしく

はどこかに捕らわれているという事を意味

しているのです。 

 

私は第 1 評議会のリーダーである「虹彩の

創造主」を呼び出しました。 

「「虹彩の創造主」よ、「輝きの創造主」や

「陰陽を統合する創造主」達が、私の呼びか

けに答えないようですが、彼らは一体どうな

っているのですか。 

第３章 分断された創造主の

絆 



 
 

30 

私達と深く繋がっているはずの創造主が現

れないというのは何が起きているのですか。」 

 

「虹彩の創造主」も焦っているようです。 

「私達も第 1 評議会の創造主の中でいなく

なっている創造主がいる事に気づきました。 

私の所からは問題がないように見えていた

のですが、この 5 人の「多彩な能力を持つ

創造主」の分身達が捕えられた頃から、どう

も第１評議会の創造主達の様子がおかしい

という事が分かり始めたのです。 

そして何人かの創造主がいなくなっている

事が判明しました。」 

 

どうやら 5 人の分身の１人が、創造主達の

評議会の後ろに隠れていたのは、このように

創造主達の異変を、他の創造主達に気づかせ

ないようにするためだったようです。 

 

そして、私達と関わりのある創造主達をコン

トロールして、私達の活動を妨害したり、直

接創造主達を捕えて私達と創造主のつなが

りを分断していたという事もわかりました。 

 

私達は、すぐにいなくなっている創造主達を

探し出す事にしました。 

多くの創造主やスターピープル達が、注意深

く様々な世界を探し始めました。 

 

ある者は「紫ピラミッド」の奥に隠されたり、

ある者は時と空間の狭間に堕とされたり、あ

るいは別空間を作ってそこに閉じ込められ

ていた創造主達もいました。 

 

助け出された創造主は、どの創造主達も深く

傷つき十分な仕事ができる状態ではありま

せん。 
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そして調べていくと、第 1 評議会の多くの

創造主達が同じように傷つき、そしてその光

も十分ではない状態になっているのです。 

 

私は第2評議会の創造主を呼び出しました。 

あなた方は第 1 評議会の創造主達がこのよ

うな状態になっている事に気づきませんで

したか、通常であればあなた方が第 1 評議

会の創造主達の管理を行う立場にありなが

ら、第１評議会の創造主に何も変化を感じな

かったのですか。」 

 

第 2 評議会の創造主達はこのようにいまし

た 

「私達には第 1 評議会の状態は決して悪い

ものではないように見えていました。 

皆さん一生懸命仕事をしている様子でした

ので、物理世界の運営を問題なく行っている

ように見えていたのです。」 

 

「しかしながら、実際はいなくなっている創

造主も多く、ほとんどの創造主が傷つけられ

光も十分ではない状態になっているのです。 

なぜその事が見えないのですか。」 

第 2 評議会の創造主達は黙り込んでしまい

ました。 

どうやら第 2 評議会の創造主達は、第 1 評

議会の創造主達が順当に動いていたように

見えていたのです。 

 

私は第 1 評議会の創造主達に言いました 

「皆さんは、自分達の評議会の創造主に問題

が起こっているという事が分かっていなが

ら、どうして上の創造主に報告を行ったり助

けを求めなかったのですか。」 

 

そうすると第 1 評議会の創造主達はこのよ

うにいました 
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「私達は上の評議会に報告をしようにも、ど

ういうわけか上の評議会の創造主に繋がり

が持てなくて困っていました。」 

 

おそらくこれは「多彩な能力を持つ創造主」

の分身によって、下の評議会の創造主の事が

正しく見えないようにされていただけでな

く、下の評議会の創造主が上の評議会の創造

主と連絡を取る事ができないようにされて

いたようです。 

 

そのために第 1 評議会で何が起こっている

のか、また私達が住む地球の物理世界で何が

起こっているのか分からなかったようです。 

 

私は第 3 評議会、第 4 評議会の創造主にも

聞きました 

そうすると彼らも第 2 評議会の創造主と同

じように、自分達には下の評議会の創造主達

に問題がないように見えていた、と答えたの

です。 

 

私は第21評議会から第24評議会の創造主

達も呼び出しました。 

「あなた方には下の創造主の様子はどのよ

うに見えていましたか。 

あるいは、私達の物理世界の様子をどのよう

に聞かれていましたか。」 

 

第 21 評議会の創造主が答えました。 

「私達には下の創造主達が順調に仕事して

いるように見えていました。 

TAKESHI さんがおっしゃるように、時々下

の創造主の事が見えづらい時もありました

ので、私達も下の創造主が、見えないような

仕組みを作られていた可能性もあると思い

ます。」 
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上の評議会の創造主達も下の創造主の様子

がほとんど見えていなかったようです。 

 

私は各評議会の創造主達とスターピープル

達を呼び出しました。 

「皆さんの評議会と評議会の間には、下の評

議会や創造主の事が見えないような仕組み

が出来上がっていたようです。 

そしてまたその仕組みのために、下の評議会

も上の評議会と連絡が取れないようになっ

ているのです。 

 

これがどのような理由でそうなってしまっ

たのか、徹底して調べたいと思います。 

この事を調べる事ができるスターピープル

達はいますか。 

ホーリーエレメント族やクリスタルピープ

ル達はどうですか、調べる事ができますか。」 

 

第 2 評議会に属するロッド星人が私達の前

に来ました。 

「TAKESHI さん、今回は本当に厄介な問題

が浮かび上がってきました。 

私達のようなクリスタル系のスターピープ

ルであれば、各評議会の間に仕組まれた問題

を調べる事ができると思いますので、すぐに

各評議会のクリスタル系のスターピープル

にお願いして調べる事にしましょう。」 

私は各評議会のクリスタル系のスターピー

プル達にお願いして、各評議会の間に何か特

別な仕組みやエネルギーがないか調べても

らう事にしました。 

 

そして創造主にもこのようにいました。 

「皆さんの各創造主の系列のラインがとて

も乱れているようです。 

「愛の創造主」や「光と闇を統合する創造主」、

「守護の創造主」など、それぞれの働きを持
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っている創造主達のラインをもう一度しっ

かりと組み立ててください。 

 

各評議会の創造主は、それぞれの創造主が第

１評議会までしっかりとつながり、第 23 評

議会、第 24 評議会の創造主がこの物理世界

の事まで見渡す事ができるように、自分達の

系列の再構成を行ってください。」 

創造主達は頷くとそれぞれ自分の持ち場へ

と戻ってきました 

 

私は、各評議会の創造主に指示を出し終わる

と、第 25 評議会の創造主を呼び出しました。 

「あなたはずっと私達の宇宙に異常がない

か、念入りに調べていたようですが「多彩な

能力を持つ創造主」の宇宙との間にゲートが

開いていた事や「多彩な能力を持つ創造主」

達の宇宙からダークピープル達や様々な存

在が来ていた事に気づかなかったのですか。」

と尋ねました。 

 

第 25 評議会の創造主も困ったような顔を

しています。 

「TAKESHI さん、大変申し訳ありませんで

した。 

私も物理世界に関わりが持てる創造主達を

使って、いろんな世界を探索していたのです

が、その創造主達の繋がりが崩れていて、下

の評議会の創造主が見ている事、調べている

事が上の評議会の創造主にまったく伝わっ

ていないという事が今わかりました。 

 

「多彩な能力を持つ創造主」は、この宇宙の

事を知り抜いていますので、どこをどのよう

に妨害すれば私達の宇宙が混乱するのかよ

くわかっていたようです。」 
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「創造主がいなくなるという事は大変な出

来事ですが、それも分からなかったという事

ですか。」 

 

「その通りです。 

第１評議会のリーダーでさえも、自分達の評

議会の創造主がいなくなっている事に気づ

いていなかったようですので、私はなおさら

気づく事ができません。」 

「わかりました。 

それでは各創造主がしっかりとしたライン

を作る事をサポートしてあげてください。」 

 

 

 

PART2 評議会を遮っていたスクリーン 

 

私は第１評議会のアセンションの実行部隊

のリーダーであるアシュタールのエレナさ

んを呼び出しました。 

「エレナさん皆さんの状態はどうですか。 

皆さんはお互いの事がよく見えていたので

すか。」 

 

「いえ、TAKESHI さん、今となって考えれ

ば、私達もお互いの行っている事が十分に見

えていなかったようです。 

そして、お互いの仕事がうまくできているよ

うに私達には見えていましたので、創造主達

と同じように私達にもお互いが見えなくな

るような仕組みが作られていたのだと思い

ます。 

 

そして今になって調べてみると、私達第一評

議会のアセンションの実行部隊の中でもい

くつかのスターピープル達がいなくなって

いる事が分かりました。」 

エレナさんはとても残念そうに言いました。 
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「特に TAKESHI さんや地球の人々を守護

するスターピープル達、あるいは地球の人々

をアセンションした世界に誘導する役目の

者達、クリアリングルームで人々のクリアリ

ングを行うようなとても大切な立場にいる

スターピープル達がいなくなっているので

す。」 

 

私も、その事を聞かされて大変ショックです。 

私達の守護をするスターピープルは、一体ど

こに行ってしまったのでしょうか、気になり

ます。 

 

「それは大変な事になっていました。 

そのために私達の守護や地球人の守護が十

分に行われていなかったという事ですか。」 

「その通りです。 

私達にはしっかりと仕事しているように見

えていたのですが、それはまるで映画を見て

いるかのように私達には見せられていたよ

うです。」 

 

私達がそのような話をしている時にロッド

星人やクリスタルピープル達が戻ってきま

した。 

 

「TAKESHI さん、やはりそうでした。 

各評議会と評議会の間には、まるでエレナさ

んが言うように映画のスクリーンのような

ものが張り巡らされていました。 

そしてそのスクリーンによって、下の評議会

の創造主達が、順当に機能して仕事をしてい

るように見えていたのです。 

 

各評議会の創造主はそのスクリーンを見せ

られていたために、下の評議会に問題が起き
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ているという事に全く気付かなかったよう

です。 

特に第一評議会には細かくこのスクリーン

が張り巡らされ、同じ第１評議会の中でも下

部の創造主がやっている事が見えていない

という状況にされていました。 

 

私達は創造主の力を借りて、このスクリーン

を全て撤去する予定になっています。 

しかし、まだどのような仕組みが残っている

のか十分にはわかっていません。」  

 

「分かりました。 

これは時間がかかる事かもしれませんので、

十分に時間を取って丁寧に行ってください。」 

私がそのように言うとクリスタル系のスタ

ーピープル達はまた元の場所に戻っていき

ました。 

しかしながら「多彩な能力を持つ創造主」が

行う事はとても計算されつくしています。 

このアセンションを妨害するために必要な

事を全て行っていたと言っても過言ではな

いでしょう。 

 

私は夜になって各評議会の創造主達を呼び

出しました。 

「皆さんどうですか。 

下の評議会の創造主の様子がよく見えるよ

うになりましたか。 

また創造主は、上の評議会の創造主と繋がり、

自分達の問題や自分達の事を上の創造主に

報告する事はできるようになりましたか。」 

 

第１評議会の創造主のリーダーである「虹彩

の創造主」が、私の問いに答えました。 

「私達も第１評議会の創造主の様子がよく

見えるようになりました。 
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そうすると創造主達の状態が思ったよりも

大変な状態になっており、みんながとても苦

しんでいる事がわかりました。 

今は第 2 評議会、第 3 評議会そして第 4 評

議会の創造主の皆さんが私達に光を送り、私

達を助けてくださっています。」 

 

「第１評議会でいなくなった創造主達はみ

なさん戻ってきたのですか。 

「はい第 2 評議会、第 3 評議会の創造主も

手伝ってもらい探し出す事ができました。 

今は無事全員元に戻っています。」 

第１評議会の「虹彩の創造主」は、自分達の

仲間が戻ってきてくれた事をとても喜んで

います。 

 

「第 8 評議会の創造主はどうですか。 

あなたは物理次元とスピリチュアル次元の

両方が見えているはずですが、」 

私は、私のスピリットの系列にある創造主に

尋ねました。 

 

「はい、私も下の創造主を使って物理世界ま

で無事に見渡す事ができるようになってい

ます。 

TAKESHI さんや恵理さん達、そしてスター

ピープル達の仕事も見る事ができるように

なりました。 

これで私は物理世界に関わる創造主と物理

世界に関わる事はできない創造主達の間を

しっかりとつなぐ事ができると思います。」 

 

「第 21 評議会から上の評議会の創造主は

どうですか、 

創造主の系列は無事機能していますか。」 

私が問いかけると、上位の評議会の創造主達

も姿を現します。 
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「TAKESHI さん、今回はありがとうござい

ました。 

各評議会の間に作られたフィルターやスク

リーンが全て取り除かれたおかげで、各系列

の創造主達がしっかりと繋がっているよう

です。 

そして創造主達の間のラインが正常に働く

事によって、上位の評議会にいる創造主達の

光がこの物理世界にまでしっかりと流れ込

んで行く事ができるようになりました。 

私達もこの事に気付かず全く申し訳ありま

せんでした。」 

創造主達は、自分達の力の無さを深く悔やん

でいるようです。 

 

「第 24 評議会の創造主よ、これで皆さんの

創造主の系列も元に戻り、各評議会の創造主

の連携もしっかりと取れていくのではない

かと思います。 

これからもう一度地球や私達の宇宙の物理

世界を立て直し、遅れていたアセンションを

急いでやらなければなりません。 

あなたがリーダーとなってしっかりと指示

を出してあげてください。」 

 

私は、創造主達のリーダーである第 24 評議

会の「すべての公正さをつかさどる創造主」

に言いました。 

 

「わかりました。 

私も「多彩な能力を持つ創造主」にコントロ

ールを受けてとても弱気になっていたよう

です。 

そして私にもこの地球のアセンションの様

子が見えておらず、皆さんの苦しみや皆さん

が抱えている大きな問題を理解する事がで

きずに大変申し訳ありませんでした。 
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これからは創造主の系列を通して下の物理

世界までしっかりと見て正しい判断を下し

たいと思います。」 

 

それぞれの評議会の創造主達が、今は系列ご

とにしっかりと繋がっていったようです。 

第 24 評議会から各評議会に向けて順当に

光が流れていっているようです。 

 

 

 

PART3 闇のエネルギーをクリアーにす

る存在 

 

各評議会の創造主達は自分達の持ち場に戻

り仕事をはじめ多様ですが、私達にはまだ大

きな問題が残されています。 

 

「さて第 25 評議会の創造主よ、問題は「多

彩な能力を持つ創造主」が作った宇宙が、私

達の宇宙にゲートを開いて、その宇宙から 

ダークピープル達や多くの闇の存在達が流

れ込んできた事です。 

光に返す事ができる者達は光に返したよう

ですが、もうすでに人やダークピープル達と

一体化したダークピープル達に対する処理

をどうしますか。 

 

彼らは地球のダークピープル達に比べると

桁違いに強い力や能力を持っているようで

す。 

このままでは、また再び私達の地球が混乱さ

せられクリアリングルームや光の地球さえ

も大きな影響を受けてしまう可能性もあり

ます。」 

 

「確かにそうです。 
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人と一体化したダークピープル達はもう光

に返す事ができないので、私達にできる事は

「多彩な能力を持つ創造主」から受け取った

力や能力を全て剥ぎ取る事しかできません。 

しかしながらそれを行えばこのダークピー

プル達も地球にいるダークピープル達と同

じ程度の能力になるのでさほど大きな問題

は起きないかと思います。」 

 

「分かりました。 

しかし何が起きるかわかりませんので私の

系列である「光と闇を統合する創造主」の系

列の創造主は、この「多彩な能力を持つ創造

主」が作った宇宙からきたダークピープルや

まだ私達が知らない存在達等、地球に脅威を

もたらすような者達の管理を行う仕事を行

ってください。 

 

彼らがもし何か隠された能力を持っている

とすれば、今の「紫ピラミッド」や他のダー

クピープル達を取り込んで地球をさらに悪

い状態にする可能性も大きいと思われます。 

その管理を怠りなく行ってください。」 

 

私は第１評議会のエレナさんに尋ねました。 

「地球の物理世界のクリアリングルームや

光の保護区の様子はどうですか？」 

 

エレナさんはとても困った顔をして答えま

した。 

「確かに地球の物理世界に流れ込んでくる

大きな闇のエネルギーの流れは止まったよ

うですが、私達のクリアリングルームや光の

保護区は、その闇のエネルギーによって大き

く汚染されてしまいました。 
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今この汚染を取り除くために新しいスター

ピープル達が私達を手伝いに来てくれてい

るようです。 

しかしながらこの状況が改善するためには

あと一週間程度は必要なようです。 

私達の予定は大幅に遅れてしまいました。」 

 

第 25 評議会の創造主が少し顔を曇らせま

した。 

この責任は自分にあるという事を感じてい

たようです。 

 

私はエレナさんに尋ねました。 

「地球の浄化をするために助けに来てくれ

ているスターピープルとはどのような存在

ですか？」 

 

「それはアルクトゥールスから来てくれた

スターピープルですが、スターピープルとい

うよりも精霊あるいはエネルギーといった

方がいいかもしれません。 

特に TAKESHI さんの家にはたくさん配置

してもらいました。」 

 

「そういえば、大きな黒い背の高い存在が、

私達の家を取り囲み、あるいは私達の家の中

をウロウロとしているのを数日前から感じ

ていましたが 

その存在の事ですか？」 

 

「そのようです。」とエレナさんはにっこり

と笑いました。 

アルクトゥールスから来たという事ですの

で、私は、アルクツールス星の出身であるマ

ーリンを呼び出してこの存在の事を聞きま

した。 
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マーリンは私達のもとにすぐに現われ、答え

てくれました。 

「TAKESHI さん、確かにこの存在はアルク

トゥールスの者達です 

アンドロメダの１人の艦長の要請によって、

地球のエネルギーの浄化のために、地球に連

れてこられました。 

そして、一番闇のエネルギーによって狙われ

る事が多い、TAKESHI さん達の家にも配置

されたようです。」 

 

「アンドロメダの艦長と言うと誰の事です

か？」と私は聞きました。 

 

マーリンが笑って言いました 

「それはあなたのお父さんのスピリットで

すよ。」 

確かに私の父のスピリットはアンドロメダ

の艦隊の艦長していたようです。 

そして太陽種族の子供を生み出すために、自

らも肉体を持ってこの地球に降り、私を産ん

でくれたのです。 

 

私の父はもう死期を迎えていますが、アセン

ションが完了するまでは地球に残り、私達の

事を様々な面で助けてくれています。 

私はこの父の計らいを思うと涙が出そうに

なりました。 

 

「皆さんありがとうございます。」と私の口

から言葉がこぼれ落ちます。 

この存在は私達の家の中を歩き回り、私達の

家の中にあるネガティブなエネルギーや感

情を光に変換しているようです。 

私達から見ると、黒いエネルギーを食べてい

るように見えます。 
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しかしながら彼らの働きにも関わらず、それ

を上回るサイキックエネルギーが私達の元

に送られてきます。 

今までは、「多彩な能力を持つ創造主」の分

身達によって隠されていたために、気づく事

ができなかったようなエネルギーも、彼らが

光に返された事で分かるようになってきま

した。 

 

「闇のエネルギーを食べてくれる精霊」は、

私達の家をぐるりと取り囲むように守って

います。 

そして特に美輝や結貴の周りのエネルギー

をきれいにするように働いているようです。  

 

私はエレナさんに、「この存在にもっとたく

さん来てもらって地球の浄化をすすめたら

どうですか。」と尋ねました。 

エレナさんは、地球の浄化を早く済ませたい

と思う私の気持ちを感じ取っているようで

す。 

 

「TAKESHI さん、皆さんの気持ちも分かる

のですが、やはりエネルギーにはバランスと

いうものがありますので、あまりたくさんこ

の存在を呼んでも地球の光と闇のバランス

が壊れてしまいますので、適切な状態を保ち

ながら働いてもらっています。 

しかしながらあの分身達がいなくなった事

で、仲間達の連携もしっかりと取れるように

なりましたので私達の仕事もしやすくなり

ました。」 

 

地球の浄化に関しては、あまり急いで行って

もよくないようです。 

しかし、アセンションした世界へ行く予定の

人達を集め、クリアリングルームで彼らを守

りながらエネルギーの浄化を行っていこう



 
 

45 

という計画は、最初から大きな妨害を受けて

しまいました。 

それだけ、地球のアセンションを好ましく思

っていない存在達がまだ残っているという

事です。 
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PART1 支配されていた「愛の創造主」 

 

私達は「多彩な能力を持つ創造主」の分身達

を発見し、光に返す事ができました。 

しかし 5 人の分身によって地球人の潜在意

識がコントロールされ、地球人が進化とは程

遠い生き方をさせられていた事も事実です。 

そのような生き方をしていた人間達がアセ

ンションへの道に気づき、そして自ら努力し

てアセンションしていくのかと言うとこれ

はなかなか難しい問題があります。 

 

地球人は長い間、光 40％台の世界にいまし

たので、その習慣から抜け出す事が、アセン

ションそのものであるとわかっていても、実

際その習慣を抜け出していく人達は本当に

少ないようです。 

いえ、地球人の多くが、今までと同じ世界に

残る事になりますので、アセンションの事さ

えも知らずに生きていく事になります。 

 

また地球人だけでなく創造主達さえも「多彩

な能力を持つ創造主」の分身によって、お互

いの絆を断ち切られ、自分達の光も奪われて

しまっていたようです。 

 

確かに「多彩な能力を持つ創造主」はとても

大きな力と能力を持っていますが、やはり彼

のやる事はとても独断で自分にとって利益

をもたらさないものは簡単に切り捨てると

いうような考え方で行動しているようです。 

 

第 4 章 支配されていた創造

主 
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私達は「多彩な能力を持つ創造主」の分身達

を片付ける事で、ようやく彼の支配から逃れ

られるのではないかと考えていました。   

しかしながら「多彩な能力を持つ創造主」が

仕掛けた罠はこれだけでは終わりません。 

彼が作った宇宙から、私達の宇宙に入り込ん

できたダークピープル達は、私達の宇宙のダ

ークピープル達を超える様々な能力を持っ

ています。 

ダークピープルの中には「多彩な能力を持つ

創造主」の力を実際に受け取って、その力を

行使しようとしていたダークピープル達も

たくさんいました。 

 

さすがに「多彩な能力を持つ創造主」のパワ

ーを身につけているダークピープル達は、見

つけ次第光に返すという処置を取りました

が、すでに私達の宇宙のダークピープルや地

球人と一体化している者達は、光に返す事も

できないので、「多彩な能力を持つ創造主」

の力を削減するという事だけに留まってい

ました。 

 

しかしながら、新しくこの地球にやってきた

ダークピープル達の能力やパワーは、私達の

宇宙のダークピープルを超えるものだとい

う事が分かっていましたので、そのようなダ

ークピープル達の力をどのように抑えてい

くのかという事が問題として残りました。 

 

そして地球人の中でも、もうすでに「多彩な

能力を持つ創造主」によって作られたダーク

ピープル達から特別な能力を与えられたり、

自分と一体化しているダークドラゴンを強

化してもらった者達もいます。 

 

そのような地球人によって、光の保護区やク

リアリングルームにもネガティブなエネル
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ギーや光40％前半のエネルギーが流れ込ん

できますので、クリアリングルームや光の保

護区が正常に機能していない事も分かって

きました。 

 

私達は、この新しいダークピープルから「多

彩な能力を持つ創造主」の力を削減するだけ

でなく、ダークピープルとしての能力を削減

したり、ダークピープルから与えられた能力

や力を地球人から分離する事ができないか

と考えていました。 

つまり、私達の宇宙の創造主ではない創造主

によって与えられた力なので、力そのものが

無効ではないかと私達は考えたのです。 

そして創造主達の評議会でその事について

検討してもらう事にしました。 

 

「多彩な能力を持つ創造主」によって生み出

されたダークピープルを、地球人や私達の宇

宙のダークピープルから分離したり、創造主

から与えられた能力やパワーを全て地球人

から奪い去るという事を私達は話し合って

もらおうとしたわけです。 

 

それを行う事ができれば、私達の宇宙から

「多彩な能力を持つ創造主」が作り上げたダ

ークピープルを追放する事ができるからで

す。 

 

しばらくして創造主の一人が私の元に来ま

した。 

「TAKESHI さん、私達創造主は TAKESHI

さん達の意見をもとに話し合ったのですが、

TAKESHI さんの意見に賛成する創造主も

いれば、反対する創造主もいて、意見を統一

する事ができませんでした。 

そのために、現時点では、TAKESHI さんが

おっしゃるように地球人から、「多彩な能力
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を持つ創造主」が作ったダークピープルやこ

の創造主の力を分離する事ができせん。」 

 

おそらく私達の意見に反対している創造主

には「多彩な能力を持つ創造主」の影響が何

らかの形であるのではないかと私は考えま

したので、創造主達にこのように言いました。 

 

「多くの創造主の意見が一致するという事

は、それは不可能だと思います。 

しかしながら私の意見に反対している創造

主達が誰なのか教えてもらっていいですか。 

では私の意見に反対している創造主よ、私の

前に来てその理由を私達に教えてください。」 

 

そのように呼びかけると出てきてくれた創

造主は愛の系列の創造主です。 

私はまさか愛を司る創造主が、地球人にダメ

ージを与えるような事に賛成しているとは

思ってもいませんでした。 

 

しかも「愛の創造主」の系列は、恵理さんの

直系の創造主なので、自分達のスピリットを

地上に降ろして生み出した恵理さんが、これ

ほど傷つけられている様子を知りながら、私

が求めているルールの変更に反対するとは

驚きです。 

 

「「愛の創造主」よ、あなた方が出てこられ

た事は、私にとってはとても意外な事です。 

あなた方のスピリットを地上に降ろして生

み出した恵理さんがこれほど傷つけられて

いる様子を見ていながら、なぜあなた方が私

達の意見に反対するのか教えてもらえませ

んか。」 

 

愛の創造主のリーダーの１人が私の問いに

答えてくれました。 
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「TAKESHI さん達がおっしゃる事は、良く

分かるのですが、たとえ私達の宇宙の創造主

ではない創造主であったとしても、地球人が

その力を得られたという事を尊重しなけれ

ばなりません。 

彼らがその力を使いたいと思えば使わせて

あげるべきなのです。 

それが地球人の進化にとって必要な事であ

ると私達は考えます。」 

 

「それではその力によって傷つけられ自分

の進化の道を妨害される地球人達もいるの

ですが、その人達に対しては何も考えていな

いのですか。」 

「それも進化のために必要な事であると私

達は考えています。」と「愛の女神」は答え

ます。 

 

この「進化のためには必要な事だ。」という

のは、「闇の働きをする創造主達」がよく使

う理論なのです。 

全てが進化のために必要だと言って、その人

達の魂を支配してその人達に特別な力を与

え、自分にとって有利なように利用するのが

彼らのやり方なのです。 

 

私は「愛の創造主」の答えにとても大きな違

和感を覚えました。 

そしてスターピープル達に、「愛の創造主」

に何か問題が起きていないか「多彩な能力を

持つ創造主」のコントロールチップなどが入

っていないか調べてもらいました。 

 

するとやはり「愛の創造主」の系列にいる創

造主の中に、「多彩な能力を持つ創造主」が

彼女達をコントロールするためのコントロ

ールチップが深い場所に隠されていました。 
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そのコントロールチップによって「愛の創造

主」は、自分達らしくない考え方や行動を行

っていたようです。 

私はスターピープル達にお願いしてそのコ

ントロールチップを取り除いてもらいまし

た。 

 

そして取り除いた後に、私は再び愛の創造主

に尋ねました。 

「「愛の創造主よ、私達の宇宙の創造主では

ない「多彩な能力を持つ創造主」の力を得た

ダークピープルや、彼らによって強化された

ダークドラゴン達に、私達は大変辛い思いを

させられています。 

 

クリアリングルームも壊され、光の多い世界

に行く人達の精神的な進化も邪魔されてい

るのです。 

そのために私達は「多彩な能力を持つ創造主」

から作られたダークピープルや闇のドラゴ

ンを地球人や地球のダークピープルから分

離したいと考えています。 

 

そして「多彩な能力を持つ創造主」が作った

ダークピープルから与えられた特別な力や

能力は、地球人が使ってはいけない力だと考

えていますので、その力を分離したいと考え

ています。 

皆さんはどのようにお考えですか。」 

「愛の創造主」は、私の言葉に頷きます。 

「私達もそのように思っています。 

今の地球の現状を見ると、私達と関わっては

いけない創造主が深く関わり、その創造主に

よって作られたダークピープルやダークド

ラゴン達が、地球の人々の愛を奪い苦しめて

いるように思います。 
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私達は「多彩な能力を持つ創造主」のエネル

ギーを、地球人から分離すべきだと考えてい

ます。」  

 

私は心の中で、やはり先ほどの「愛の創造主」

の言葉は、コントロールされてしゃべった言

葉だったと確信しました。 

「しかし「愛の創造主」よ。 

私がそのような改革案を出した時に、その事

に反対していたのは、まさにあなた方なので

すよ。」 

 

「愛の創造主」は、自分達が今までコントロ

ールを受けていた事に気づいたようです。 

 

「TAKESHI さん申し訳ありませんでした。 

私達は「多彩な能力を持つ創造主」達によっ

て何か精神的にコントロールを受けていた

ようです。 

自分がやっていた事が、今考えると自分では

ないような、自分達の意思に全く反するよう

な事を行っていたような気がします。 

どうかお許しください。」 

そういって「愛の創造主」の系列にある創造

主は、私の前から引き下がりました。 

 

 

 

PART2 「時間に関わる創造主」の秘密 

 

そして次に「愛の創造主」だけでなく、他の

系列の創造主達も私の意見に反対する事を

述べてきました。 

それは「時間に関わる創造主」です。 

彼らは、この物理世界やスピリチュアルの世

界の時間を管理し、全ての生命の存在を時間

と結びつけてくれる創造主です。 
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彼らが私達の意見に反対している事は、私に

とってとても意外な事です。 

「時間に関わる創造主」の系列の中でも、第

4 評議会に属する「流れをつくる創造主」と

はとても仲が良く、様々な問題が起きた時、

その問題が起きた時間にまでさかのぼって

解決するために、「流れをつくる創造主」と

はいつも一緒に仕事しているのです。 

 

私は「時間に関わる創造主」に向かって問い

ました。 

「あなた方が私の意見に反対しているとい

う事も驚きですが、なぜ私の意見に反対され

るのですか。」 

 

「時間にかかわる創造主」の一人が私の前に

出てきました。 

「地球人が、一度受け取ったものを取り上げ

たり、地球人と同化したダークピープル達を

地球人から分離するのは、良い方法とはいえ

ません。 

これも全て時の流れの中で、起こっている事

です。 

それを変える事は、時の流れを大きく変える

事になってしまいますので、私達としても賛

成はできません。」 

 

しかしながら、この「時間に関わる創造主」

達の意見には大きな矛盾があります。 

「それでは「時間に関わる創造主」よ、お尋

ねしますが「多彩な能力を持つ創造主」やあ

るいはその影響を受けた「宇宙に闇をもたら

す創造主」達が、地球や私達の宇宙の遠い過

去に戻って活動した事で、私達の宇宙や地球

に大きな影響をもたらした事をあなた方は

どのように考えていらっしゃるのですか。 
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その事によって地球人は進化の道を閉ざさ

れ、このような争いの多い闇の深い宇宙を生

きる事になったのです。 

この事に関しても、あなた方は深く関わって

いるはずです。」 

 

「それは、「多彩な能力を持つ創造主」達の

意思で行われた事です。 

私達はその意思に関わってはいません。」 

と「時間に関わる創造主」は言いました。 

しかしながらそれも納得できない事です。 

 

私は「時間に関わる創造主」に「多彩な能力

を持つ創造主」のコードや何かが入っていな

いかどうかを調べてもらう事にしました。 

スターピープルがそれを調べていましたが、

格段彼らをコントロールしているようなコ

ードは見当たりませんでした。 

とすればこれが彼らの本当の意志なのかと、

私は考えていました。 

 

その時に第 25 評議会の創造主が私の元に

現れました 

「TAKESHI さん、「時間に関わる創造主」

達は、「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子

をたくさん組み込まれて生み出された創造

主です。 

コントロールチップがなかったとしても、彼

らの意思は「多彩な能力を持つ創造主」と繋

がりやすいのです。 

 

「時間に関わる創造主」にそのような気持ち

がなかったとしても、「時間に関わる創造主」

はその遺伝子によって「多彩な能力を持つ創

造主」と同じように考え行動する事がありま

す。」 

 

私はその言葉に納得しました。 
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「では「時間に関わる創造主」よ、皆さんが 

考えている事はよくわかりました。 

一つ教えてもらいたい事があるのですが、よ

ろしいですか。 

私は、最近よく様々な世界に行ったり、時間

や空間を超えて何かをしているような夢を

よく見るのですが、その事に皆さんは何か関

わっていませんか。」 

 

「時間に関わる創造主」は沈黙しています。

私は第 24 評議会の創造主にお願いして、

「時間に関わる創造主」が私の夢に関わって

いないかどうか調べてもらう事にしました。 

 

その時、先ほどの「愛の創造主」のリーダー

が私の前に走り出てきました。 

「TAKESHI さん、その事については、私か

ら話をさせてください。」 

私は「愛の創造主」に話をするように言いま

した。 

 

「私達「愛の創造主」は、まだ光 40％台に

残る人達を助けるために、「時間に関わる創

造主」にお願いして時間をさかのぼり、光

40％台に生きる人とTAKESHIさんをつな

ぐゲートをいくつも開いてもらいました。 

そして私達は、光 40％台の世界に入り、こ

の時期に間に合うように、人々の意識と

TAKESHI さん達を繋げていったのです。」 

 

そのために私が、光 40％台の世界と深く関

わり、大きな闇のエネルギーに影響されて体

調を壊したり、朝起きるとぐったりと疲れて

いるような事が起こっているようです。 

 

「「愛の創造主」よ、もうすでにそのような

事を行う時期は終わっているにも関わらず、
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なぜ過去に戻ってそのような事をしたので

すか。 

私はそのために、闇のエネルギーと深く触れ、

体調を崩してしまったようです。」 

 

「愛の創造主」は少し困惑したような表情を

浮かべます。 

「それは、今考えると評議会の決定にも逆ら

う事にもなりますので、行うべき事ではなか

ったと思います。 

しかし、その当時の私達は、１人でも多くの

人を救い出さなければならないという気持

ちだけで動いていたような気がします。 

 

過去と繋がるゲートを開いてはいけない事

も十分に知っていたはずなのに、その時は、

何も考える事ができずに、光 40％台の世界

のゲートを TAKESHI さん達に開いてしま

ったのです。」 

 

「愛の創造主」達は、私達に対して謝罪する

ような気持ちで話を続けます。 

 

「私達は、「時間に関わる創造主」の皆さん

にお願いして、私達を過去にまでつれていっ

てもらったのです。 

今となってはもちろん、そのような事はして

はいけなかったと深く反省しています。 

私達が、過去とのゲートを繋げた事で、

TAKESHI さんや恵理さん、そして生まれた

ばかりのお子様達まで、大きな闇のエネルギ

ーに影響される事になってしまいました。 

 

皆さんの体調が悪くなったのも、おそらく私

達が行った事が原因だと思っています。 

本当に申し訳ありません。 

「愛の創造主」達は、すべてのメンバーで、

TAKESHI さんのご家族から、ネガティブな
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エネルギーが浄化されるまで、絶え間なく愛

の光を送りたいと願っています。」 

「愛の創造主」達は、自分達が行った事を思

い涙しているようでした。 

 

「「愛の創造主」よ、あなた方が行った事は

よくわかりました。 

そしてそれは、皆さんの意志ではなく、あな

た方をコントロールしていたコードによっ

て、あなた方がそのような行動をとっていた

という事も理解できましたので、私達は皆さ

んを咎めるつもりは一切ありませんのでご

安心ください。」 

「愛の創造主」達は、私達に向かって一礼す

ると引き下がりました。 

 

私は「時間に関わる創造主」に向かって言い

ました。 

「「時間に関わる創造主」よ、「愛の創造主」

は、自分達が行った事を正直に話してくれま

した。 

それで、あなた方はいったい私を使って何を

しようとしていたのですか、あなた方も正直

に話してください。」 

 

「私達は「愛の創造主」のお手伝いをしてい

ただけです。」と「時間に関わる創造主」は

言い放ちました。 

私はこの「時間に関わる創造主」の答えが本

当であるかどうか疑いました。 

 

確かに「愛の創造主」の手伝いをしていた事

は、間違いはないようですが、彼ら自身の目

的が他にもあったのではないかと考えてい

るのです。 
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「あなた方は私達と光40％台前半のエネル

ギーを繋いでアセンションを妨害する事を

考えていたのではないですか。 

この私達の世界に、現在多くの光 40％台の

闇のエネルギーがたくさん流れ込んできて

います。 

 

そのために「多彩な能力を持つ創造主」が作

った宇宙から、たくさんのダークピープルや

闇の存在達が流れ込みやすい環境になって

いるのは、あなた方がそれを分かって光

40％台のエネルギーを私達の世界に流し込

んでいるのではないですか。」 

 

「時間に関わる創造主」はおそらく隠す事が

できないと思ったのか、「はい、そうです」

と小さく答えました。 

 

私は第 25 評議会の創造主に言いました。 

「第 25 評議会の創造主よ、彼らは「多彩な

能力を持つ創造主」の遺伝子によって作られ

た創造主であるようですが、その遺伝子を修

正する事はできないのでしょうか。」 

 

第 25 評議会の創造主はこの創造主達の様

子を見てこのように言いました。 

「かつて彼らは「多彩な能力を持つ創造主」

をモデルにして作られた創造主達です。 

「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子や働き

をいくつもの創造主に分離して彼らの系列

が作られたと言っても過言ではありません。 

そのために、彼らが「多彩な能力を持つ創造

主」が現れた時に、彼に同調していくのも不

思議ではないのです。 

 

私達の方で彼らの遺伝子や「多彩な能力を持

つ創造主」との関係をなんとか修正するよう

に努力したいと思います。」 
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「わかりました。 

それでは「時間に関わる創造主」の意見はこ

の件に関しては無効だという事でもよろし

いですか。」 

第 25 評議会の創造主は頷きました。 

 

私は各評議会の創造主に呼びかけました。 

「「愛の創造主」も「多彩な能力を持つ創造

主」達の力を地球人から分離する事を認めて

くれました。 

これで「多彩な能力を持つ創造主」の力を地

球人から分離する事に反対する創造主はい

ないと思いますので新しいルールとして私

達の宇宙以外の創造主である「多彩な能力を

持つ創造主」が生み出したダークピープルや

ダークドラゴンを地球人と分離し、そして与

えられた力や能力を地球人から取り去る、と

いう事を決めたいと思います。 

 

これは主に第 1 評議会、第 2 評議会が中心

となって行うべき事だと思いますので、どう

かその方法について話し合ってください。」 

 

私が、そのように言うと、創造主達は、私の

元からすっと消えていきました。 

もちろんこの事が物理世界で実行できるか

どうかはわかりませんが、私達としては「多

彩な能力を持つ創造主」の影響を少しでも減

らす事ができればと考えています。 

 

そうでなければ、11 月 15 日から始まる新

しいアチューメントでも、ダークピープル達

に操られた人々が私のアチューメントを受

ければ、その人達を通して、多くの闇のエネ

ルギーが私達に流れ込んでくる事は明らか

です。 
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PART1 悪用された創造主の光を降ろす

ためのルール 

 

しかしながら「多彩な能力を持つ創造主」が

作ったダークピープルと元からいたダーク

ピープル達は、すでに手を組み、私達への攻

撃をさらに強めてきました。 

 

生まれたばかりの結貴が家に帰ってきた10

月の末頃から、彼らからのサイキック・アタ

ックは激しくなり、子供達の体調も思わしく

ありません。 

美輝は咳き込む事が多くなり、結貴は母乳性

の黄疸や貧血気味の症状で私立病院へと通

う事になりました。 

 

彼らのサイキック・アタックは、地球人の潜

在意識の中にある怒りや憎しみの感情や私

達に対する依存心や助けてほしいという気

持ち、あるいは自分が見捨てられたのではな

いかというような怒りの感情を使って、私達

を攻撃してくるのです。 

 

私達は、このようなサイキック・アタックに

対して、長い間辛い思いをさせられています。 

例えば、誰かにアチューメントを行うと、相

手の人が繋がっている闇のエネルギーが流

れ込んできて、恵理さんや子供達が体調を崩

す事がよく起こりました。 

あるいは妊娠中に胎児に影響が出るほどの

大きなアタックを受けた事も何度もありま

した。 

第 5 章 多彩な能力を持つ創

造主の遺伝子 
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もちろん私の体調も悪くなり、私の会社もス

タッフが急にやめたりして、トラブルが起き

る事も増えてきました。 

それは、ダークピープル達の操作によって、

アチューメントを受ける人を通して闇のエ

ネルギーが私達を襲ってくるからです。 

 

それがここ数日、今までよりも強いサイキッ

クなエネルギーが送られてきたのです 

私は、サイキックな攻撃が続けば、これから

私達が行う新しいアチューメントに対して

とても大きな影響を与えるのではないかと

考えていました。 

 

今回行われるアチューメントでは、地球の

人々の遺伝子の修復や活性化なども行うた

めに、地球を支配したいと考えるダークピー

プル達からすれば、行なってはもらいたくな

いアチューメントです。 

 

私達はアチューメントを始める時のために、

人々を通じて送られてくるネガティブなエ

ネルギーや様々なヒーリングを行っている

存在達のエネルギーだけはもう受け取りた

くないと考え、その事を第 25 評議会の創造

主をはじめ、この事に関わる創造主達に相談

しました。 

 

「創造主よ、地球の人々の潜在意識や個人的

な意識を利用してダークピープルやダーク

ドラゴン達が私達を攻撃してくる事をなん

とか防ぎたいのですが方法はありませんか。 

地球の人々の意識をダークピープル達が勝

手に利用する事はよくない事だと思うので

すが、それが今までの地球では認められてい

たのでそのルールを何とかしてもらいたい

のです。」 
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「わかりました。TAKESHI さん。 

しかしこれは遠い昔に作られ、守られ続けて

いるルールです。 

そしてそれは地球だけではなく、他の星々や

他の宇宙にも共通しているルールなので、地

球だけのルールを変えるというわけにも行

きません。 

このルールに関しては私達も簡単に変更す

る事ができないのです。」 

 

私は、このルールを誰が作ったのか知りたい

と思いました。 

「このルールは誰が作ったのですか。 

皆さんが作ったルールではないのですか。」

と私は尋ねました。 

 

第 25 評議会の創造主が私に答えてくれま

した。 

「いえ、このルールは私よりもさらに上位の

第 26 評議会の創造主が、まだ宇宙の創造や

運営に関わっていた時期に作られたルール

なのです。 

本来このルールは、その星に生きる人達がよ

り良い進化を行うために、スターピープルや

光の創造主達がその人達を通して、星に光を

降ろすために作られたルールでした。 

 

それは、TAKESHI さんと私達が現在行って

いるように、あなたの意識やあなたの潜在意

識を通してスターピープルや創造主が、地球

に生きる人々に働きかける事を可能とする

ためのルールだったのです。 

 

しかし現在はダークピープルや闇の創造主

達の方がこのルールを利用して、地球の人々

をコントロールするようになってしまいま

した。 
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皆さんにネガティブなエネルギーを送って

いるのも、このルールを悪用して行っている

のです。」 

 

「そうだったのですか、そういう目的のため

に作られたルールだったとは、私は知りませ

んでした。 

もともと私達のような存在が、地球や宇宙の

進化のために、創造主やスターピープル達と

共に働くためのルールだったのですね。」 

 

「そうなのです。 

もともとはそのようなルールだったのです。 

このルールを作った創造主達と協議して、こ

のルールを変更できるのか、できないのか相

談しますのでしばらくお時間をください。」 

そう言って第 25 評議会の創造主は私達の

元から消えていきました。 

 

私は、私の考えを各評議会の創造主に話をし

て、それぞれの系列にいる創造主が、私の意

見に対して、どのように考えるのか知りたい

と思いました。 

私は各系列の創造主に集まってもらいその

事を話しました。 

 

「創造主達よ。 

私達がアセンションを進めるにあたってと

ても大きな障害があります。 

私だけでなく光を持った地球人達が進化す

るためには、早急に解決しなければならない

問題です。 

 

それはダークピープルや闇の創造主達が、地

球人の意識や潜在意識を通して、他の人達に

働きかける事ができるというルールです。 

元々はスターピープルや光の創造主が、その

星の進化や人々の成長のために、特定の人間
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を通して、その星の人々に光を送り指導する

ためのルールだったのですが、それが今はダ

ークピープルや闇の創造主に利用されてい

るのです。 

 

私達は、地球の人々の個人的な意識や潜在意

識をダークピープル達が勝手に利用して、他

の人達に攻撃を行う事を禁止する事を考え

ているのです。 

皆さんはそれぞれどのように考えていらっ

しゃるか教えてください。」 

 

愛の創造主の系列と守護の創造主の系列の

創造主はこのように答えました。 

 

「私達は地球の人々を守護するために愛の

光や守護の光を送っています。 

しかしながら、それがダークピープル達や闇

の創造主によっていつも遮られ、人々を守護

する事ができないのです。 

私達はそのようなルールを撤廃していただ

き、ダークピープルや闇の創造主が多くの人

達に影響を与えないようにしていただきた

いと思いますので、このルールを変える事に

関しては賛成です。」 

 

 

 

PART2「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝

子の秘密 

 

しかしながら、私の意見に反対する創造主の

系列もいました。 

それは「パワーの創造主」と呼ばれる創造主

の系列の者達です。 

彼らはこのように考えていたようです。 
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「創造主のスピリットを持った者や優秀な

スターピープルのスピリットを持った地球

人は、この地球の物理世界で大きな苦労を味

わって成長し進化する事が当然だと、私達は

聞いています。 

そのために今回のルールがあっても構わな

いと私達は考えているのです。 

 

創造主はそのくらいの事を跳ね返すだけの

力がなければ、創造主として立派な成長はで

きないのです。 

私達の宇宙における偉大な創造主の多くが、

そのような経験をして成長していったので

す。 

私達はこのルールを変更する必要はないと

考えています。」 

 

私は「パワーの創造主」に言いました。 

「それでは皆さんは、私達がダークピープル

や闇の創造主の攻撃を受けて苦労している

事に対しては当たり前だとおっしゃるので

すか。 

私達が創造主として成長するためにそれが

必要な事だと考えているのですね。」 

 

「パワーの創造主」は、「はい、そうです。」

と答えました。 

おそらく「パワーの創造主」の系列の者達は、

「多彩な能力を持つ創造主」の影響が強いの

かもしれません。 

 

私は、戻ってきたばかりの第 25 評議会の創

造主に尋ねました。 

「「多彩な能力を持つ創造主」は、このよう

に地球に降りて苦労しながら自分の能力を

勝ち得たのですか。 

第 25 評議会の創造主よ、私達に教えてくだ

さい。」 
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第 25 評議会の創造主は、苦笑いをしながら

答えました。 

 

「いえ、「多彩な能力を持つ創造主」は

TAKESHI さん達のように、星々に降りた事

はありません。 

彼の能力は本来元からあるのです。」 

 

「という事は、創造主であれば地球に降りて

様々な苦労を体験して成長していかなけれ

ばならないという事は、根拠がない事なので

すね。 

この事は「多彩な能力を持つ創造主」が「パ

ワーの創造主」に与えた間違えた情報だとい

う事でしょうか。」 

第 25 評議会の創造主は、私に向かって頷き

ました。 

 

「TAKESHI さん、「パワーの創造主」達は、

「多彩な能力を持つ創造主」の小型版とでも

言える創造主達なのです。 

この「パワーの創造主」達は宇宙を創造する

パワーや運営するパワーにとてもたけてい

ます。 

それは「多彩な能力を持つ創造主」の力を他

の創造主達よりも多く得ているからなので

す。 

彼らは「多彩な能力を持つ創造主」と同じよ

うな考え方、あるいは彼の意思を受け継いで

いると考えても間違いではありません。」 

 

確かに第 25 評議会の創造主の言う事には、

納得させられます。 

「パワーの創造主」には、「多彩な能力を持

つ創造主」にも似た傲慢さや人の意見を受け

入れない頑固さがあるようです。 
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これは、コントロールチップや意識のコント

ロールという問題ではなく、彼らの本質のよ

うです。 

 

「第 25 評議会の創造主よ、私達は「多彩な

能力を持つ創造主」の影響を受けた創造主を

どのように扱っていけばよいのでしょうか、

教えてください。 

「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子を取り

除き、彼らの考え方を変えてもらうような事

はできないのでしょうか。」 

私も少し弱気になりました。 

 

すると、第 25 評議会の創造主は、私に向か

って大切な秘密を教えてくれました。 

「TAKESHI さん、実を言うと皆さんの宇宙

の創造主のほとんどが「多彩な能力を持つ創

造主」の遺伝子を持っているのです。 

皆さんの宇宙の創造主を作る時には「多彩な

能力を持つ創造主」は、それほど独断的で自

己中心的な創造主ではありませんでした。 

 

全ての創造主の見本となるようなすばらし

い創造主だったのです。 

そのために、私達は彼の光や彼の能力をいく

つもの系統に分けて皆さんの宇宙の創造主

を作り上げたのです。 

その中でも「パワーの創造主」や「時間に関

わる創造主」達は、最も多く「多彩な能力を

持つ創造主」の遺伝子を使用して作られてい

ます。 

 

「愛の創造主」や「守護の創造主」は「多彩

な能力を持つ創造主」の能力とは少し異なる

働きをしていますので、彼の遺伝子や光はさ

ほど多く入っていません。 
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そのために「愛の創造主」や「守護の創造主」

をコントロールするためには、「愛の創造主」

につけられたようなコードが必要なのです。 

 

しかしながら「時間に関わる創造主」や「パ

ワーの創造主」達のような創造主には、「多

彩な能力を持つ創造主」の遺伝子がより多く

組み込まれていますので、彼らをコントロー

ルする事は決して難しくないのです。 

 

おそらく彼が光に返されると分かった時に、

自分の遺伝子が皆さんの宇宙の創造主の中

で大きく発動するようにして自分の意思を

受け継ぐように彼が仕向けたのだと思いま

す。 

そのために「パワーの創造主」や「時間に関

わる創造主」は、自分達の意思で「多彩な能

力を持つ創造主」と同じような事を行おうと

していたのです。」 

 

私は、第 25 評議会の創造主の説明を聞いて、

多くの事がすべて関連付けられ、それが「多

彩な能力を持つ創造主」によって仕組まれて

いた事が理解できました。 

 

そして、私がこの数日、悩んでいた事にも回

答を得たいと思いました。 

「第 25 評議会の創造主よ、教えていただき

たいのですが、私の創造主の系列の中にも

「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子が組み

込まれていたという事ですか。」 

 

「残念ながらそうです。 

あなたにとって最高レベルの創造主は第24

評議会の「すべての公正さを司る創造主」で

すが、彼も「多彩な能力を持つ創造主」にと

っては子供のような存在なのです。 
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しかし、彼の立場や役割と「多彩な能力を持

つ創造主」の考え方は大きく異なっています

ので、彼はいつも「多彩な能力を持つ創造主」

によって、自分の仕事を邪魔され、貶められ

ていたようです。 

 

しかし「すべての公正さを司る創造主」は、

そのような妨害にも負けず、自分の責任をい

つも貫こうとしていました。 

しかし、彼自身も「多彩な能力を持つ創造主」

から生み出されたという負い目を払しょく

する事はできなかったようです。」 

 

第 25 評議会の創造主の言葉で、私はこのと

ころ、私の心の中で起こっていた事が納得で

きました。 

 

「第 25 評議会の創造主よ、実を言うと「多

彩な能力を持つ創造主」が光に帰ってから、

私の心の中で「多彩な能力を持つ創造主」を

復活させなければならない、「多彩な能力を

もつ創造主」とひとつになれば、この現実世

界を支配する事ができる、というような声が

頻繁に聞こえてくるようになったのです。 

それも、私の中に「多彩な能力を持つ創造主」

の遺伝子があるためなのでしょうか。」 

 

「それはあなただけでなく、皆さんの宇宙の

上位にいる創造主達は、皆そうなのです。 

あなたと同じように「多彩な能力を持つ創造

主」の誘惑と戦っているのです。 

しかし、多くの創造主が、その誘惑に負けた

り、心をコントロールされたりして、皆さん

の宇宙は大きな混乱の中にあったのです。」 

 

私は現在、自分の会社の経営に対して、とて

も大きな不安がありました。 
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そしてアセンションが進まず、自分や自分達

の家族がどんどん体調を崩したり、精神的に

追い込まれていく様子を見て、不思議な事に

「多彩な能力を持つ創造主」と一体になれば、

そのような不安や悩みは全て消え去ってし

まうというような気持ちに時々させられて

しまったのです。 

 

さすがに「多彩な能力を持つ創造主」の復活

に手を貸そうとは思いませんでしたが、その

ような気持ちが終始湧いてくる事に不思議

な感じを覚えていたのです。 

 

しかしながら、それは私と深くつながる創造

主に組み込まれた「多彩な能力を持つ創造主」

の遺伝子を通して、私に呼びかけてくる声だ

ったのです。 

そして、全ての創造主が私と同じように「多

彩な能力を持つ創造主」の声を聞き、自分自

身がどうしたらよいのかという事を迷って

いた事を知りました。 

 

「パワーの創造主」や「時間に関わる創造主」

達は「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子が

大きく組み込まれていたために「多彩な能力

を持つ創造主」の意見に同調し、彼と同じよ

うな事をしていたようです。 

 

「パワーの創造主」を調べてみると、彼らは

人々を通して私達に送られてくる感情のエ

ネルギーやアチューメントを行う時に、アチ

ューメントを受ける人と繋がるダークピー

プルやダークドラゴンのエネルギーを私達

にぶつけていくサポートを行っていたよう

です。 

 

彼らとしては、地上に降りた創造主を鍛える

ために、正当な事を行っているという気持ち
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があって行なっていたようですが、それも

「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子による

ものでした。 

 

 

 

PART3 「多彩な能力を持つ創造主」遺伝

子の変更 

 

私達と各系列の創造主達の話がひと段落つ

いた様子を見て、第 25 評議会の創造主が、

創造主を集めて口を開きました。 

「皆さん、TAKESHI さんから求められたル

ールの変更について、第 26 評議会の創造主

様の意見を聞いてきましたのでお話ししま

す。 

第 26 評議会の創造主様は、私達がこのルー

ルに関して作り変える事を望むのならば、作

り変えても良いと言う意見を言われました。 

 

しかしながら作り変えるにあたっては慎重

に物事を考え、このルールを変える事でどの

ような影響が出るのか、何が変わるのかとい

う事をよく考えて作り変えてくださいと言

われました。 

 

しかしながら本来作った目的とは異なる目

的で、現在このルールが使用されているよう

なので、皆さんの宇宙に関してはこのルール

に関して若干の変更は認めてもよいと、私も

考えています。」 

 

私は第 25 評議会の創造主の話を聞いて、私

達はとても安心しました。 

新しいアチューメントに入って、また光のピ

ラミッドと同じように、私達が大きなダメー

ジを受けてしまっては何にもなりません。 
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人々をアセンションに導くどころか、私達が

深い闇の中に落とされてしまっては、このア

チューメントをやる意味がないのです。 

 

私は第 25 評議会の創造主にこのように答

えました。 

「私達の創造主の中でも「パワーの創造主」

の系列や「時間に関わる創造主」の系列がこ

のルールを変える事に対して反対している

ようです。 

しかし他の創造主に関してはこのルールを

変更する事を認めているようです。 

ただ「闇の働きをする創造主」に関しては、

この事に関して私達の前に出てこようとし

ません。」 

 

第 25 評議会の創造主は笑っていました。 

「それはそうでしょう。 

「闇の働きをする創造主」は、人々を攻撃す

る事が彼らの役目なので、このルールを変更

されると彼らの仕事ができなくなります。 

変更しないように考えても仕方がない事で

す。 

これは私や他の創造主達の中で検討してい

きましょう。」 

 

「闇の働きをする創造主」はまさに「多彩な

能力を持つ創造主」の遺伝子や闇の部分を最

も多く受け継いでいる創造主です。 

彼らは、このルールを使って様々な障害やダ

メージを皆さんに与えているのでこのルー

ルを変更されると一番困るのは「闇の働きを

する創造主」なのです。 

 

私は、話を少し変えます。 

「第 25 評議会の創造主よ、今のままでは

「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子が活発
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に動き始めて、私達のアセンションを邪魔す

る創造主が現れるか分かりません。 

私達の宇宙の創造主から「多彩な能力を持つ

創造主」の遺伝子を除去して異なる遺伝子に

変えるという事はできないのでしょうか。」 

 

「私達は皆さんの宇宙にいる全ての創造主

から「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子を、

できる限り抜き取り、新たな遺伝子を入れ込

みたいと考えています。 

しかしその事は時間をかけて、しっかりと考

えてからでないと実行するわけにはいきま

せん。 

この事に関して第 25 評議会の創造主であ

る私は責任を持って取り組みたいと考えて

います。」 

 

「それでは創造主の遺伝子を組み替えるの

にどのくらいの時間が必要なのですか。」 

「皆さんの時間で言うならば、少なくとも一

週間程度の時間はかかると思います。 

彼らがどのような事を考え、どのような働き

をするのか、という事を調べながら、それに

ふさわしい遺伝子を与えていかなければな

らないからです。」 

 

「わかりました。 

それではその事は皆さんにお任せしたいと

思います。 

どうかよろしくお願いいたします。」 

私がそのように言うと全ての創造主は私達

の前から消えていきました。 
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PART1 「時のゲート」からあらわれた創

造主 

 

11 月 6 日の朝、急に美輝が高熱を出してぐ

ったりとしてしまいました。 

そして恵理さんに対しても大きなエネルギ

ーが襲いかかり、腰の痛みがひどくなったよ

うです。 

私は、美輝を子供クリニックに連れて行った

のですが、様々な感染症を調べても問題がな

く、美輝が熱を出し原因がお医者さんにも分

からないようです。 

 

おそらく、感染症などの問題でないとすれば、

その原因は、私達の家の周りのエネルギーが

おかしくなっているか、ダークピープル達に

よるサイキック・アタックである事も考えら

れます。  

私達は、美輝や恵理さんに襲いかかってきた

エネルギーがどこから来ているのか、スター

ピープル達にお願いして調べました。 

 

そうすると恵理さんのビジョンの中に、「時

間に関わる創造主」達が時間をさかのぼって

移動し、アセンションが始まる前の時代のダ

ークピープルや地球人に「闇の創創造主」達

の力を与えている様子が映し出されてきま

した。 

 

「時間に関わる創造主」は、それらのダーク

ピープルや「闇の創造主」達との間にゲート

を開き、私達やアセンションを望んでいる人

第 6 章 新たに生み出された

闇の創造主 
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達に闇のエネルギーを流し込んでいたので

す。 

 

「時間に関わる創造主」は「多彩な能力を持

つ創造主」の能力をとても多く受け取ってお

り、時間を遡ったり、未来に行ったりする事

ができる能力を持っていますので、非常に重

要視される創造主でもあります。 

「時間に関わる創造主」というのは他の創造

主とは異なるエネルギーや能力、資質に満ち

溢れている特別な創造主なのです。 

 

その創造主達が「多彩な能力を持つ創造主」

の意思によって動かされていた事で、この宇

宙で大変な異変が起きていないか調べなけ

ればなりません。 

私達はこの「時間に関わる創造主」が、過去

にさかのぼって開いたゲートがいくつもあ

る事を知りました。 

 

もしかしたら、私達が受けているサイキッ

ク・アタックは、この「時間に関わる創造主」

がつくったゲートと深い関わりがあるかも

しれません。 

私達は創造主やスターピープルを動員して

「時間に関わる創造主」がつくったゲートを

調べる事にしました。 

 

「時間に関わる創造主」達は、いち早く第

25 評議会の創造主によって、その遺伝子を

組み替えられ「多彩な能力を持つ創造主」の

意思が反映しないようにされています。  

そうしなければ「時間に関わる創造主」達が

「多彩な能力を持つ創造主」を復活させる事

は目に見えているからです。 

 

私達の前に「時間に関わる創造主」達が数名

降り立ってきました 
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私は彼らがそろうと「皆さんが過去に戻って、

過去の時代と現代をつなぐために作ったゲ

ートをもう一度調べたいのです。 

どうか私達に協力していただけませんか。」

とお願いしました。 

 

新しく生まれ変わった「時間に関わる創造主」

は、私の求めに応じて、自分達が行った事を

明らかにする事を約束してくれました。 

彼らが作ったゲートは主に５つあるようで

す。 

私達は「時間に関わる創造主」に、最初のゲ

ートのところまで案内してもらう事にしま

した。 

「時間に関わる創造主」は時間を遡り、私達

を最初に作られた「時のゲート」のもとに連

れて行きました。 

 

私はこの「時のゲート」から何が起こったの

か、このゲートから出入りしている存在がい

ないか、時間の流れを追って調べるように言

いました。 

私達の前で、まるで映画が早送りされるよう

に映像が流れ出して行きます。 

多くのダークピープルやダークドラゴン達

が出入りしているのが見えます。 

そしてその中に見かけない創造主の姿が見

えました。 

 

私を通してその映像を見ていた第 25 評議

会の創造主がその映像を止め、創造主の事を

調べ始めました。 

 

「TAKESHI さん、これは皆さんの宇宙の創

造主ではないようです。 

おそらく「多彩な能力を持つ創造主」が新た

に生み出した創造主ではないかと思います。 
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彼の事ですから、おそらく自分の分身もやが

ては見つかるだろうと考え、その次の手を打

っていたようです。彼は新しく創造主を生み

出し、その創造主に様々な任務を与えていた

のではないかと思われます。」 

 

それは大変な事になりました。 

スターピープルや創造主達のため息が聞こ

えそうです。 

「多彩な能力を持つ創造主」の分身によって、

地球はとても大きな闇の中に巻き込まれる

ほどのコントロールを受けていたのですか

ら、彼が作った新たな創造主がいるとすれば、

早く見つけて処理しなければ、私達のアセン

ションはさらに大きな妨害を受ける事にな

るでしょう。 

 

今朝、急に美輝が高熱を出してぐったりとし

ているのも、この創造主達によるサイキッ

ク・アタックが原因かもしれません。 

彼らは、仲間の創造主達が見つかり、光に返

された事で危機感を抱き、私達に攻撃を行っ

てきたようです。 

そうなれば、私達家族の生命の危機を新たに

迎える事になるのです。 

 

私達は、私達の宇宙の創造主だけでなく「愛

で統一された宇宙」の創造主や強い守護力と

探査力を持つスターピープル達と共に「時間

に関わる創造主」が生み出した創造主を見つ

ける事にしました。 

 

最初のゲートに関わっている創造主は 3 人

いるようです。 

しかし彼らがどこにいるのか手がかりさえ

もありません。 
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私は自分自身の意識を拡張し、私が持ってい

る全てのゲートを開いて、新たに作られた創

造主が隠れている場所を見つけ出す事にし

ました。 

全ての創造主やスターピープルも私の意識

と同調します。 

 

しばらく地球上のさまざまな場所を探索し

ていると、１人目の創造主が、時の流れの中

を動き回り、様々な世界に関わっている様子

が映し出されました。 

私達は、見つかった創造主のエネルギーをも

とに、そのエネルギーの出所を多くの創造主

が一体となって探し回りました。 

すると最初の創造主が、時間の狭間の中に隠

れているのを見つけました。 

 

彼は主に時間の中を自由に動く事ができる

創造主のようです。 

様々な時間に入っていき、この地球のアセン

ションが失敗するような仕掛けを作る事を

行っているようです。 

 

あるいは、地球の平行世界（パラレルワール

ド）を作り出し、私達が望む未来とは異なる

未来を、今の地球につなげる事を企んでいる

ようです。 

私達はすぐにこの創造主を捕まえ、第 25 評

議会の創造主に引き渡しました。 

 

 

 

PART2「多彩な能力を持つ創造主」によっ

て作り出された創造主 

 

さらに、私は自分の意識を拡張して探索を続

けると、２人目の創造主の手がかりが見つか

りました。 
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それは、地球の海の中に漂う小さなゲートで

す。 

波で揺れて海の光を反射しているために、そ

れがゲートだとは分からないほど小さなゲ

ートです。 

 

私達はその中に入って行き、しばらく探索を

続けると、ゲートのさらに奥深い場所に、１

人の創造主が見つかりました。 

 

第 25 評議会の創造主に捕らえられたその

創造主も、やはり「多彩な能力を持つ創造主」

によって作られた新しい創造主でした。 

彼は地球人の集合意識や潜在意識を利用し

て、地球人が進化しないように様々な欲望や

ネガティブな感情を地球の人々に送り込ん

でいました。 

 

そして私達だけでなく光を持った人達に対

して、ネガティブな感情のエネルギーをぶつ

けて精神的な成長を行う事を妨害していた

ようです。 

またダークピープルやダークドラゴン達を

使って、光を持っている人達から、光を奪う

事も行っていたようです。 

 

そして３人目の創造主も見つかりました。 

彼は驚いた事に大天使達の集合意識の中に

隠れていました。 

今まで私達が危険に遭遇した時や守護が必

要な時に、大天使達がその力を制限され、私

達を十分に守る事ができなかった事がよく

ありました。 

 

それはこの「多彩な能力を持つ創造主」によ

って作られた創造主によって、大天使達が力

を制限されていたためだったようです。 
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そして大天使達は、この創造主の妨害により、

私達だけでなく地球の人達を守護する事が

できないようにされていたようです。 

 

また、ダークエンジェル達は本物の天使達に

成りすまし、多くのヒーリングやスピリチュ

アルな活動に関わる人々のスピリットを捕

え利用していますが、ダークエンジェル達を

生み出し、地球の人々の欲望を掻き立て、

人々を支配していたのもこの創造主のよう

です。 

 

私達が、２つ目のゲートと３つ目のゲートも

開くと、そのゲートに関わっていた新しい創

造主達も見つかりました。 

4 番目に見つかった創造主は、主に地球のア

センデットマスターや地球の神々の意識の

中に隠れていました。 

そしてアセンデットマスターや地球の神々

を裏で支配しコントロールしていたのです。 

 

今までの事を考えてみれば、私と仲が良いサ

ナートクマラ達も、すぐに闇の存在につかま

って自分達の行動を制限されてしまう事が

良くありました。 

きっと、サナートクマラもそのスピリットを

この創造主に支配されていたので、自分が思

うように動く事ができなかったのでしょう。 

 

そして他のアセンデットマスターもこの創

造主に支配されて、地球人に間違えた情報を

教え、闇が深い世界へと導く指導をさせてい

た事も分かりました。 

この新しく作り出された創造主は、人々のマ

スターや神々に対する依存心あるいは服従

心を利用して地球の人々を支配していたよ

うです。 
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地球の物理世界に降りた神々は、さらに大き

な問題を抱えていました。 

それは地球の人々が、自分の利益や自分の個

人的な願いばかりを神々に叶えてくれるよ

うに求めてしまったために、神社などに鎮座

する神々も少しずつ自己中心的な存在にな

ってしまったのです。 

そして、本来の目的である「地球人を成長さ

せ進化させる」と事を忘れてしまいました。 

 

その結果、自分自身も欲望や支配欲の虜とな

り、本来の神々の働きを忘れて、地球人を支

配するための宗教教団や組織を作るように

なってしまったのです。 

これも「多彩な能力を持つ創造主」が作り上

げた創造主によって、地球の神々が支配され

ていた結果です。 

 

そして最後に見つかった創造主は、やはり私

達の宇宙の創造主の集合意識の中に隠れて

いました。 

それも今回は第１評議会から第 20 評議会

までの創造主達の意識の中に隠れていたよ

うです。 

 

おそらく「パワーの創造主」や「時間に関わ

る創造主」達がアセンションを妨害していた

のは、遺伝子だけの問題ではなく、この創造

主が働きかけていた事も原因のようです。 

 

「多彩な能力を持つ創造主」は、地球と私達

の宇宙を支配するために、5 人の創造主を新

たに生み出してそれぞれの場所へと配置し

ていた事がわかりました。 

 

そして、地球のアセンションを徹底的に妨害

し、私達の宇宙の創造主が未熟である事を、
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第 25 評議会の創造主に示したかったよう

です。 

私は第 25 評議会の創造主に「このような事

が行われている事をご存知なかったのです

か。」と尋ねました。 

 

第 25 評議会の創造主は、困り顔で答えまし

た。 

「私も「多彩な能力を持つ創造主」が新たな

創造主を生み出していた事には気づいてい

ませんでした。 

しかし彼は全ての創造主の英知を超えた存

在です。 

彼が行う事は誰も予測できません。 

そして彼は、皆さんの宇宙を叩き潰すために

様々な仕掛けを残していったのです。 

私達も、彼の計画を予測し、皆さんを守る事

は不可能なのです。 

 

しかし今回「多彩な能力を持つ創造主」が作

り出した 5 人の創造主が明らかになったと

いう事は、とても重要な事です。 

まだ何があるかわかりませんが、彼が作った

仕掛けをひとつずつクリアーにしていかな

ければ、皆さんのアセンションは終わらない

のです。」 

 

私達が新しく生み出された創造主達を全部

捕まえ終わった頃、ようやくぐったりとして

いた美輝も元気になり、起き上がってみかん

やご飯を食べ始めてくれました。 

 

彼らの力によって一番ダメージを受けてい

るのは、実は美輝であり結貴のようです。 

早く私達の子供達にダメージが来る事がな

いように「多彩な能力を持つ創造主」の仕掛

けを全て明らかにして地球のアセンション

を進めていきたいものです。 
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PART1 紫ピラミッドの闇の女神 

 

2018 年の 11 月に入ると私達もとても忙

しくなりました。 

恵理さんは次女の結貴と共に家に戻った事

で、勇気を含め子供達の育児に日々追われて

います。 

私も子育てを手助けしながら、11 月 15 日

から始まる「新聖なる宇宙の光」のアチュー

メントに向けての準備を進めています。 

 

私は「神聖なる宇宙の光」の専門のホームペ

ージサイトを作る事に時間をかけるように

なりました。 

私のサイトを見る人達はパソコンだけでな

くスマホで見る方が多いので、私が作っ達ュ

ーメントのテキストを十分に読む事はでき

ません。 

 

そのためにアチューメントを受ける人達が

十分な情報を得られるように、スマホ用のホ

ームページを充実したサイトを私はいつも

作っているのですが、どうした事かいくつも

の不具合が起きてうまく作る事ができませ

ん。 

 

私は以前あった「レムリア」のサイトに何度

も修正を加え作り変えたのですが、一つのパ

ソコンでは綺麗に見えても他のパソコンで

は形が崩れているというとても不思議な現

象が起こるようになりました。 

 

第 7 章 紫ピラミッドの女帝

の復習 
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そのために私の疲労は高まり、目も痛くなり

イライラが募ってしまったのです。 

私はレムリアのホームページをリニューア

ルする事を諦めて、デザインも変えて新しい

サイトを構築しました。 

 

そうすると今度はホームページも正しく表

示され、情報も問題なく読む事ができるよう

になりました。 

スターピープル達に、この事を聞いたらやは

りインターネットを介してダークピープル

達がこの「神聖なる宇宙の光」のサイトを作

る事を邪魔していたようです。 

 

そして彼らはサイトを作る事を邪魔するだ

けでなく、私に対して大きな目の疲労と自律

神経の異常をもたらしてきました。 

私はホームページが作り終わった頃から目

の異常を感じるようになりました。 

 

部屋の中では何ともないのですが、車を運転

する時に周りの光や車のライトが眩しくて

車の距離感がつかめないのです。 

特にカーブを曲がる時などは一瞬視界が見

えなくなるような時がありました。 

そして私の中の精神的なイライラも高まり

ます。 

 

これは医学的に言うと、パソコンを使いすぎ

た事による VDT 症候群のようですが、おそ

らくその原因はダークピープル達による私

の活動の妨害である事は間違いないようで

す。 

彼らが、パソコンを通して私の目から入り込

み、眼神経や脳神経にダメージを与えたよう

です。 
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私達の体をメンテナンスしてくれるクワト

ロ星人やホーリー達にお願いしてこの症状

を取り除いてもらう事にしたのですが、パソ

コンやインターネット、IT などを通して、

私達に働きかけてくるダークピープル達は

除去できたとしても、私の体の中に残ったエ

ネルギーの除去にはしばらく時間がかかる

ようです。 

 

彼らとしてみれば「神聖なる宇宙の光」はも

っとも行ってもらいたくないアチューメン

トのようです。 

それは人々の中から、ダークピープルや不要

なエネルギーとの繋がりを切り離す事で、ダ

ークピープル達が人々をコントロールでき

なくなるからです。 

 

そして、人間の遺伝子を修復しスターピープ

ルとして活性化させると言う目的を持っ達

ューメントですから、このアチューメントを

受ける事によって多くの人達が、ダークピー

プル達の支配から逃れて新しいアセンショ

ンへの道を歩む事が可能となります。 

 

そしてそのような中 11 月 8 日の事、私達

にとても大きなサイキック・アタックが襲っ

てきます。 

前回は、私の長女である美輝に襲い掛かり、

美輝は大きな発熱を起こしたのですが、その

事によって「多彩な能力を持つ創造主」が新

しく生み出した創造主達を見つけ出し捉え

る事ができました。 

 

そして今回は、恵理さんと結貴を襲ってきた

ようです。 

恵理さんはサイキックなエネルギーを敏感

に感じますので、そのエネルギーによって腰

の痛みや体の不調を感じているようです。 
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結貴も何か怖いものが見えるようで、一向に

泣き止む気配がありません。 

私も目の調子が今まで以上に悪くなりパソ

コンを見る事さえもできなくなりました。 

 

私達を襲っているエネルギーをスターピー

プル達にお願いして調べてみると、とても大

きな闇をまとった女神のような存在が浮か

び上がってきました。 

 

今までのダークピープルや闇の女神とは異

なり、とても大きな憎しみや怒りのエネルギ

ーを持っており、他人に恐怖を与える事を何

とも思わないような強い威圧感が備わった

女神です。 

 

私はすぐにスターピープルと創造主にこの

女神を捕えてもらい調べました。 

そうするとこの闇の女神は、「多彩な能力を

持つ創造主」の力を受け取っていたのです。 

多くのダークピープルや闇のマスター達か

ら「多彩な能力を持つ創造主」の能力を全て

剥ぎ取っていたと思っていたのですが、まだ

「多彩な能力を持つ創造主」の力を持ってい

た者がいたようです。 

 

私は創造主にお願いしてこの闇の女神から

「多彩な能力を持つ創造主」の力を抜き取っ

てもらう事にしました。 

 

しかし、この闇の女神は「多彩な能力を持つ

創造主」だけでなく、今まで私達が処理して

きた「宇宙に闇をもたらす創造主」達などの

能力も合わせて持っていたようです。 

 

この闇の女神は、創造主達の力を背景に、多

くのダークピープルや闇の存在達を支配し

ているようにも見えます。 
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このような力を持った女神が一体どこに隠

れていたのだろうと私達は不思議に思いま

した。 

 

するとスターピープルの１人が私のもとに

来て言いました。 

「TAKESHI さん、この闇の女神は「紫ピラ

ミッド」の中心部にいる存在のようです。 

今までは隠れてダークピープル達を操って

いたようですが、多くのダークピープルやあ

るいは「多彩な能力を持つ創造主」の分身や

彼が作った新しい創造主達が光に返された

事によって、TAKESHI さん達に強い恨みを

持って攻撃を仕掛けてきたようです。」 

 

まさにそのように大きな怒りや憎しみの感

情が、私達の体にぶつかってきました。 

彼女は自分が持っていた能力を、創造主から

削減された事で、とても怒って忌々しそうに

言いました。 

 

「お前達に絶対に復讐してやるから見てい

ろ。」 

まるで私達の背筋が凍らんばかりの怒りを

込めた言葉を残して帰っていきました。 

 

 

 

PART2 捕らわれていたファラオ達 

 

そしてその夜、昔一緒に活動していた鳳凰族

やバード族が私達のもとにやってきました。 

鳳凰族は、第 1 評議会の中でも、物理世界

に近い場所に存在する創造主で、物理世界の

運営を担当しています。 

そしてバード族は、鳳凰族を手伝って宇宙の

運営に関わる様々な問題を処理するスター

ピープルです。 
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彼らは、私達の宇宙に生きる人々を守護し導

く存在達で、私とも仲が良い存在達です。 

私達が、星のツアーで使っていたスピリチュ

アル・レベルの宇宙船フェニックス号は、こ

のバード族によって作り出されたものです。 

 

私は急に彼らが現れてきた事に驚きました

が、彼らはこのように言いました。 

「私達は今まで「紫ピラミッド」の女王によ

って捕えられていたのです。 

TAKESHI さんや創造主様達によって、「紫

ピラミッド」の女王の力が削減されたために、

私達は捕えられていた場所から逃げ出す事

ができました。 

本当にありがとうございます。」 

  

彼らは、物理世界にとても近い次元を守って

いる創造主とスターピープルですから、その

ような存在が「紫ピラミッド」に捕まえられ

ていたのでは、地球人の浄化や物理世界の分

離が進まないのは仕方がない事です。 

 

そして彼らが私のもとを去った後に、エジプ

トのファラオ達もやってきました。 

エジプトのファラオ達は、以前東京で「エジ

プトのファラオ展」が開催されていた時に、

ファラオ達が閉じ込められていた世界から、

私達が解放してあげたのです。 

 

それから、ファラオ達は、現実世界に関わる

事ができるようになり、私達と共にアセンシ

ョンの活動を担ってくれるようになったの

です。 

しかし、最近姿が見えないな、と思っていた

ら、どうやら「紫ピラミッド」につかまって

いたようです。 
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「TAKESHI さん、私達を助けてくださって

ありがとうございます。 

私達も「紫ピラミッド」の女王のもとに閉じ

込められていました。 

一度皆さんから解放してもらったのですが、

今年の始めぐらいにまた私達は捕えられて

しまいました。 

そのために、私達は自由に活動する事ができ

なくなってしまったのです。 

 

しかし皆さんが、女王の力を削減してくれた

おかげで、彼女のもとから逃げ出す事ができ

ましたので、私達は自由に活動する事ができ

るようになりました。」 

ファラオ達はとても嬉しそうにしています。 

 

ファラオ達は、古代エジプトの時代に地球の

アセンションを試みて働いていました。 

その当時は多くのスターピープル達も地上

に降り、古代エジプトは飛躍的な発展を遂げ

ました。 

 

そして、古代エジプトにおいて地球人は進化

し、アセンションをやり遂げ、スターピープ

ルの仲間入りをする予定でしたが、闇の創造

主によりスターピープルと地球人の意識が

混乱させられ、地球人やスターピープル達は、

お互いの仲間を憎み合って争いを始めてし

まいました。 

 

そのために古代エジプトはアセンションを

果たす事なく壊滅してしまったのです。 

古代エジプトのファラオ達は、その当時から、

地球人を進化させて、地球のアセンションを

実現する事を夢見ていました。 

しかし、地球のアセンションを妨害する「紫

ピラミッド」や闇の創造主に捕えられ、自分

達の願いを果たす事ができなかったのです。 
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私は、ファラオ達に紫ピラミッドの女王と呼

ばれる存在について尋ねてみました 

「皆さんが「紫ピラミッド」の女王と呼んで

いる存在について、私は詳しい事を知らない

のですが教えてもらえませんか。」 

 

私が尋ねると一人のファラオが私の前に出

てきて答えてくれました。 

「はい、「紫ピラミッド」の女王というのは

残酷で悪賢い存在です。 

その本体については私達もよく分りません

が、その一部がエジプトのファラオ達の時代

に降り立った事があります。 

 

その時の彼女の一部はファラオの妻として

活躍していたのですが、自分の夫であるファ

ラオを毒殺しただけでなく、ファラオの兄弟

達も殺害して、自分が女王としての絶対な権

力を持つようになったのです。 

 

そして彼女はエジプトの近隣の諸国も戦争

で打ち破り、とても大きな国を作り上げまし

た。 

彼女は独裁的なやり方で多くの人達に恐怖

を与え、その国を支配していたのです。 

その女王がなくなるまでその恐怖の政治と

独裁的な支配は続きました。 

 

彼女は、魔術師や薬を調合する者達を集めて、

自分が長生きするように様々な事を行った

ようです。 

そして彼女は闇の力を得て、通常の人間より

もはるかに長く生き延びましたが、彼女が死

ぬ事によって国民達はその恐怖の支配から

逃れる事になったのです。 
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もちろん女王が死んだ後、その後継者をめぐ

って多くの者達が争い、お互い殺し合いまし

た。 

そして国はいくつもの小さな国に分裂する

事によってその争いは終わったのです。 

しかし、彼女の本体はもっと恐ろしい力を持

っています。 

そして「紫ピラミッド」をとおして遠い昔か

ら、地球全体を支配していたようです。」 

 

私は、そのファラオに尋ねました。 

「彼女も多くの者達のスピリットを捕らえ

たりしていたのですか？」 

 

「もちろんそうです。 

特に彼女は皆さんが言うアセンデットマス

ター、つまりスターピープルとして地球に降

り達、地球人を進化させようと考えている者

達や優秀なスターピープル達のスピリット

を捉えています。 

そしてそれだけでなく、地球に生きている人

間の中でも、特に権力や財力を持った女性政

治家や女性経済家、あるいは女性宗教家など

と一体化して多くの人達を現実世界で支配

しているのです。」 

 

「それはとんでもない存在が隠れていたも

のですね。私も知りませんでした。」 

 

「彼女が表に出る事はあまりありませんの

で、この事実を知る人達は、さほど多くあり

ません。 

いつも他のダークピープルや魔導師達を裏

で操って、彼女自身は表に出る事なく活躍し

ているのです。」 

そう言うとファラオ達は、私達にお礼を言っ

て戻っていきました 
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PART3 仕掛けられた罠 

 

翌日、私達に対するサイキック・アタックが

さらにひどくなってきました。 

どうやらあの闇の女王が魔導師達を使って、

私達にサイキック・アタックを行なっている

ようです。 

私はファラオやスターピープル達を呼び出

してこの女王達の攻撃になんとか立ち向か

えないかと言いました。 

 

するとファラオの一人が言いました 

「TAKESHI さん、実はまだ多くのファラオ

達が闇の女王に捕らえられたままなのです。 

戻ってきたファラオ達に聞いてみても、実際、

ファラオの全体の数からすると半分以上の

者達がまだ残っているようです。 

TAKESHI さんのスピリットと関係が深い

「隻眼のファラオ」も戻ってきていません。 

どうかファラオ達を助け出してもらえませ

んか。」 

 

私にとってファラオはとても大切な仲間で

す。 

特に「隻眼のファラオ」は、私のスピリット

の一部でもあります。 

私は、ファラオとスターピープルに向かって

言いました。 

「もちろんすぐに救出に向かいましょう。 

スターピープル達も準備ができていますか。」 

 

スターピープル達は「もちろんです」と答え

ました。 

この時のために多くのスターピープル達が

集まり、ファラオ達を救出する準備は、もう

すでに出来上がっているようです。 

逃げ出してきたファラオは、どこに残りのフ

ァラオ達が捕らえられているか知っている
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はずですから、道案内をお願いする事にしま

した。 

 

ファラオ達とスターピープル達が動き始め

ました。 

創造主によって光40％台の世界のゲートを

開いてもらい、私達は紫ピラミッドの中に直

接入り込みました。  

 

「紫ピラミッド」はいつ来ても不気味なもの

です。 

そしていろんな世界が入り組んでいますの

で、どの道がどこに繋がっているのか、私達

には見当もつきません。 

しかしファラオ達は様々な道を通り抜けな

がら、紫ピラミッドの奥へ奥へと進んできま

した。 

 

私達とスターピープル達が一緒に歩いてい

る姿を見て、多くのダークピープル達が驚い

て逃げ隠れしています。 

これだけ多くのスターピープル達が入って

くるのも彼らにとっては珍しい事です。 

手出しをしようにもスターピープル達の光

によって自分達が反撃されてしまうのは目

に見えているので隠れてしまったようです。 

 

私達はいくつもの道を通り抜けそしてとて

も闇の深い場所へと入っていました。 

ここはどうも「紫ピラミッド」の女王達の専

用の場所のようです。 

今までよりも濃厚な闇のエネルギーが私達

に襲いかかってきましたが、私達はファラオ

達のいる場所を見つける事ができました。 

 

しかし不思議な事に「紫ピラミッド」の女王

達が現れてきません。 
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通常であれば、私達が探索する事を邪魔する

ために、闇の魔導師やダークピープル達が攻

撃してくるはずなのですが、この場所まで来

ても、彼らは姿を見せない事に私達は、不安

感を募らせました。 

 

その瞬間、恵理さんの視界がパッと暗くなり

ました。 

私達は恵理さんが見ているビジョンを使っ

て様々な行動をしたり、スターピープル達に

指示を出したりしますので恵理さんのビジ

ョンが見えなければ、指示を出す事ができな

いのです。 

 

私はフレッドやエレナさんをはじめ、スター

ピープルやファラオ達の名前を呼びました

が、私達の声に誰も答えてくれる人がいませ

ん。 

私達とスターピープルそしてファラ達の間

のつながりが完全に分断されたようです。 

 

私は創造主達を呼び出しましたが、私の指示

は暗闇の中で空虚に響きます。 

いつも私達を見守り助けてくれるはずの創

造主も私達の声には答える事はできないよ

うです。 

これはもしかしたら「紫ピラミッド」の女王

が仕掛けた罠ではないだろうか、私は考えま

した。 

 

ファラオ達がすべて逃げ出すのではなく、そ

の半分だけをわざと逃がしておけば、私達が

残りのファラオ達を助けに来る事を容易に

考えられます。 

彼らは、そのタイミングをみはからって、私

達に罠をかけたのではないかと思われます。 
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そう考えれば、私達がこの場所に来る途中で

「紫ピラミッド」の女王をはじめダークピー

プルや魔導師達が攻撃してこなかったのも

納得がいきます。 

 

私は物理世界に関わる事ができる最高次元

である第 8 評議会の創造主を呼び出しまし

た。 

かすかに、第 8 評議会の創造主が答える声

がします。 

「第 8 評議会の創造主よ、この「紫ピラミ

ッド」の中を調べてみてください。 

何か強力なダークピープルか闇の創造主が、

私達を罠にかけている可能性もあります。」 

 

第 8 評議会の創造主は、私達が捕まってい

る場所にすーっと入ってきました。 

そうすると第 8 評議会の創造主の姿も見え

なくなってしまったのです。 

 

これは、この罠を仕掛けている創造主が第 8

評議会の創造主よりもさらに強い力を持っ

ているという事です。 

私はすぐに第 8 評議会の創造主に外に出る

ように言いました。 

すると「紫ピラミッド」の外に第 8 評議会

の創造主の姿が見えてきました。 

 

「第 8 評議会の創造主よ、これはとても危

険な状態です。 

第24評議会の創造主や第25評議会の創造

主にすぐに連絡を取り、私達を助けに来ても

らってください。」 

第 8 評議会の創造主はうなずくと、その場

から消えました。 

 

すぐに第 25 評議会の創造主が、他の創造主

達を伴って、私達のもとにやってきました。 
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「第 25 評議会の創造主よ、困った事になり

ました。 

私達は捕らわれているファラオ達を助ける

ために「紫ピラミッド」の奥深くに入ったの

ですが、私達とスターピープルそしてファラ

オ達、現実世界を守護する創造主達の間の繋

がりが切られてしまったようです。 

私が呼びかけても誰も答えてくれません。 

このままでは、「紫ピラミッド」の中に入っ

た仲間達が危険です。 

闇の創造主がその裏で動いているかもしれ

ませんので至急調べてもらえませんか。」 

 

第 25 評議会の創造主は、各評議会の創造主

を使って「紫ピラミッド」の様子を調べてい

ます。  

その間、私達はスターピープル達と連絡を取

るために何度も呼びかけたり、「宇宙の根源

の愛」のエネルギーを呼びこもうとしました

がうまくいきません。 

しばらくすると第 25 評議会の創造主から、

私にメッセージが届きました。 

 

「TAKESHI さん、やはり強い力を持つ創造

主が「紫ピラミッド」の女王と一緒になって、

皆さんに罠を仕掛けていたようです。 

その創造主は、私達が捕えました。 

もう少ししたら皆さんを包んでいる深い闇

のエネルギーも消えていくでしょう。」 

 

私達はその言葉に安心しました。 

しばらくすると闇のエネルギーが少しずつ

薄れ、周りが見えるようになってきました。 

私達と常に行動しているスターピープル達

の姿も見えてきましたし、会話もできるよう

になってきました。 

もちろんファラオ達も無事のようです。 
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私達はお互いが確認できた事をとても喜び

ました。 

 

そしてこの場所にとらわれている残りのフ

ァラオ達やアセンデットマスター、スターピ

ープル達の救出を再開する事にしました。 

捕らわれていたファラオやアセンデットマ

スター達も、全てが闇の中に飲み込まれた事

で、助けに来た私達が捕えられたのではない

かと心配していたようですが、私達が無事な

姿を見て安心しています。 

 

私達が、ファラオ達の救助を再開した時、「紫

ピラミッド」の女王達が、突然現れてきまし

た。 

彼女は、「紫ピラミッド」を守っていた創造

主の力が打ち破られた事に気づき、闇の魔導

師達を何人も従えて私達の救助を邪魔しよ

うとしてきたのです。 

 

私は創造主にお願いして、私達を闇の中に閉

じ込めた創造主の力が、彼女の中に残ってい

ないかどうか調べてもらいました。 

やはり「紫ピラミッド」の女王は、この創造

主の力も持っていたようです。 

 

第 25 評議会の創造主は「紫ピラミッド」の

女王の中から、まだ残されていた創造主の力

を抜き取りました。 

そし「紫ピラミッド」を支えていた創造主も

捕えて、自分達のもとに連れて行きました。 

 

「紫ピラミッド」の女王は自分から一瞬にし

て創造主の力が抜けていく事を感じたよう

です。 

その場に座り込んでしまいました。 

そしてがっくりとうなだれて私達の元から

消えていきました。 
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私達はファラオ達やアセンデットマスター

も助け、この「紫ピラミッド」の中から出て

きました。 

「紫ピラミッド」を守り、私達を深い闇の中

に落とした闇の創造主は、やはり「多彩な能

力を持つ創造主」によって作られた創造主だ

ったようです。 

 

この創造主は「紫ピラミッド」だけでなく、

光 40％や光 30％台の闇の力を生み出して

いた創造主でした。 

そして闇の働きをする存在達に力を与え守

っていたようです。 

 

この「紫ピラミッド」の女王と闇の創造主が

ひとつになる事によって、紫ピラミッドの大

きな力は作り出されていたようです。 

 

最初、私達は「紫ピラミッド」の力はブラッ

クピープルから与えられていると思ってい

ました。 

ブラックピープルは闇の力を求める者達に

闇の力を与える事ができます。 

 

しかし、ブラックピープルはホワイトピープ

ルとひとつになって光と闇のバランスを取

るのでブラックピープルの力が行き過ぎた

時には、ホワイトピープルがその闇の力を光

に変換しバランスをとっていたのですが、こ

の地球の「紫ピラミッド」に関しては、ホワ

イトピープルはブラックピープルの力を光

に変換する事ができませんでした。 

 

私はホワイトピープルを呼び出して言いま

した。 

「ホワイトピープルよ、この「紫ピラミッド」

の力はブラックピープルだけでなく、このよ
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うなとてつもなく大きな力を持った闇の創

造主によって作られていたという事がわか

りました。」 

 

ホワイトピープルも頷きながら言いました。 

「通常であればブラックピープルの力は、私

達が光に変換する事が出来るのですが、この

地球の「紫ピラミッド」がもつ闇の力に関し

ては、それができない事を不思議に思ってい

たのです。 

しかしながら、このような力の強い創造主が

関わっていれば、私達の力などあってもなく

ても同じようなものです。 

 

私達はもうこの「紫ピラミッド」から手を引

こうかと思っています。 

ブラックピープルにしてみても、自分が与え

ていたと思っていた力など比べ物にならな

いぐらい大きな闇の力が関わっていた事を

知って、自分の役割は終わったと考えている

かもしれません。」 

 

第 25 評議会の創造主によって「紫ピラミッ

ド」を守護していた「多彩な能力を持つ創造

主」の分身と光 30％及び 40％台の闇を生

み出していた創造主の 2 人の創造主が光に

返されました。 

「紫ピラミッド」の女王は、自分の後ろ盾と

なっていた大きな力を失ってしまったので

す。 

 

しかし彼らはまだ光 40％台の世界では、圧

倒的な力を持っています。 

それはその力を必要としている地球人がい

る限り彼らの支配は終わる事がないでしょ

う。 
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PART1 現実生活に押し寄せるサイキッ

ク・アタック 

 

創造主達の手助けのおかげで、「紫ピラミッ

ド」の女王による罠を何とかかいくぐり、紫

ピラミッドと光40％代の闇を生み続けてい

た創造主を光に返す事ができました。 

この創造主は「多彩な能力を持つ創造主」に

よって新しく作られた創造主でした。 

 

前回、美輝が熱を出した時に、「多彩な能力

を持つ創造主」によって作られた 5 人の創

造主を探し出し光に返しましたが、今回見つ

けた創造主は彼らよりもさらに力が強い創

造主でした。 

 

常に自らが作り出した闇の中に隠れ、その姿

を現す事なく「紫ピラミッド」の女王や闇の

力を持つ存在達を生み出し、援護していた存

在です。 

 

このような創造主が光40％台の世界の裏側

に隠れていたのでは、この世界を統治する創

造主も大変な苦労に見舞われる事になった

でしょう。 

私達はこの創造主を光に返す事によって、光

40％台の世界だけでなく、私達がこれから

行く光50％台の世界も守る事ができたと言

えます。 

しかしながら紫ピラミッドの反撃や「多彩な

能力を持つ創造主」の残した罠はまだまだ私

達を苦しめます。 

第 8 章 多彩な能力を持つ創

造主の復活 
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彼らは単にスピリチュアルな世界だけでな

く現実世界にもその牙を向けてきました。 

 

私が経営するリラクゼーションサロンにも

彼らと関わりのある人を送り込み、会社での

人間関係やあるいは経営を著しく妨害する

ような事も起きてきました。 

 

特にそのような人が入った一つの店舗では、

売上が急激に落ち大きな赤字になってしま

い、私達の会社に大きなダメージを与える事

になりました。 

また、そのような人達は、私達の生命力も奪

っていきますので、私やスタッフが体調不良

に見舞われます。 

実際私も、疲れやすくなり、夏に痛めた右手

がなかなかよくなりません。 

 

その様な人のエネルギーを調べると、面接の

ときは隠されていたのですが、やはり力を持

ったダークピープルや現実世界に大きな影

響力を持っている創造主と繋がっており、そ

の人を通して、闇の存在達が私の会社にダメ

ージを与え、アセンションを妨害していたの

です。 

 

しかし、現実世界は労務関係などがしっかり

と規定されていますので、スピリチュアルの

世界のようにすぐにその人を分離したりす

る事はできません。 

できる事と言ったら、ある一定の期間、給与

を支払って自宅待機をしてもらい、会社に出

てこないようにしてもらう事くらいです。 

 

11月に入ってからはそのようにスピリチュ

アルなレベルと現実的なレベルで私達はと

ても苦しい思いを強いられていました。 
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私の会社は、私がアセンションの活動に本格

的に関わり始めてから様々な妨害が入るよ

うになりました。 

 

それまではとても順当で大きな利益を生み

出していたのですが、アセンションの活動を

始めると、優秀なスタッフがやめたり、新し

いスタッフが入社しても、私達が技術を教え

終わると急に辞めたりして、私達の労力と経

費ばかりが湯水のように流れ出していきま

す。 

 

また今までのようにお客さんもたくさん来

なくなり、いつも赤字を抱えながらなんとか

運営している状態になってしまいました。 

 

そのような中で、私達は毎日のように起こっ

てくるサイキック・アタックや不可思議な現

象を、創造主やスターピープル達と解決しな

がら進んでいきました。 

 

 

 

PART2 復活していた「多彩な能力を持つ

創造主」 

 

11 月 15 日から「神聖なる宇宙の光」と呼

ばれる新しいアチューメントが始まりまし

た。 

これは、地球人をアセンションに導くための

スターピープル達によるアチューメントで

す。 

このアチューメントを受ける人は、スターピ

ープルとも深くつながり、自分のスピリット

の導きに従い、自分の求める世界に進む事に

なります。 
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今までよりも、光の世界に向かう人が増えて

いけば、新しいアセンションした世界が、私

達の前に開かれる時も、早くなる事でしょう。 

私達は、期待に胸を膨らませながら、毎日こ

のアチューメントを行う事になりました。 

 

11 月 18 日、恵理さんがとても大きな光の

波動を感じたのか、私にこのように言いまし

た。 

 

「TAKESHI さん、先ほどからとても大きな

エネルギーがこの物理世界に降りてきてい

るようです。 

もしかしたら第 26 評議会の創造主が動き

出したのかもしれません。 

この光は全てを覆うようにとても強いエネ

ルギーを持っています。 

今までの創造主とは、桁違いの強いエネルギ

ーなので私も頭がクラクラしています。」 

 

私達はすぐに第25評議会の創造主と第26

評議会の創造主を呼び出しました。 

「偉大なる創造主達よ、今恵理さんがとても

強いエネルギーを感じたのですが、一体何が

起きているのですか、教えてください。」 

第 26 評議会の創造主が答えました。 

「私達は「多彩な能力を持つ創造主」が、こ

の物理世界に残したエネルギーをクリアリ

ングしています。 

彼は創造主でありながらも、様々な物理世界

の人達やダークピープル達を利用して、物理

世界の隅々にまでそのエネルギーを広げて

いました。 

私達はそのエネルギーを今クリアリングし

ているのです。」 

 

私達は第 26 評議会の創造主が「多彩な能力

を持つ創造主」のエネルギーをクリアリング
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してくれている事にとても喜びを覚えまし

た。 

これでアセンションを妨害する者はいなく

なり、ようやくアセンションの仕事を進める

事ができると考えたからです。 

 

しかしながらこの第 26 評議会の創造主が、

光を送っている最中に第 26 評議会の創造

主の光とは異質の光を恵理さんは感じるよ

うになりました。 

そのエネルギーは、第 26 評議会の創造主の

光を遮り、彼女の体にとても重たい衝撃を与

えてきます。 

 

私は第 26 評議会の創造主に尋ねました 

「あなたのエネルギーに混じって、とても重

苦しくとても気持ちの悪いエネルギーが入

ってくるのですがこれは一体どういう事で

すか。」 

 

第 26 評議会の創造主は言いました 

「それがどこから来ているのかどうか探し

出してください。」 

私は不審に思いながらも、スターピープル達

を呼び出して、時折入ってくるこの重たい闇

のエネルギーを探索する事にしました。 

 

そうするとそこに繋がっていたのはダーク

ピープル達の集合意識のようです。 

ダークピープル達は、自分達に与えられてい

た闇の創造主の能力を削減されて力を弱め

ていますので、一つになって、私達にサイキ

ック・アタックを行っているようです。 

 

私達は、いままで度重なるサイキック・アタ

ックを受けてきたので、創造主達と相談して

地球のルールをいくつか変えました。 
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今までは、地球の人々やダークピープル達が、

闇の創造主によって与えられた力を保持し

使う事を認められていましたが、新しいルー

ルで、それも禁止する事にしたのです。 

 

また、ダークピープル達は、地球に生きる人

達の意識や潜在意識を利用して他の人達を

攻撃していたのですが、その事も禁止になり

ました。 

そして、たとえ家族や親しい仲間であったと

しても、光の世界に行く人達の歩みを妨害し

てはいけないというルールも作りました。 

 

今までの地球や天の川銀河のルールは、闇の

創造主達が作り出したルールも多く、創造主

や高次のスターピープルのスピリットをも

って地球に生まれてきた人達がその犠牲者

となり、自分達の役目を果たす事なく終わっ

ていました。 

 

そして、闇の多い地球では、ダークピープル

達や闇の創造主が、地球の人達の潜在意識や

感情を利用して、光を多くもった人達に対し

てサイキック・アタックを行い、その人達が

精神的な進化を遂げ、アセンションしていく

事を妨害していたのです。 

 

この天の川銀河におけるルール変更によっ

て、ダークピープル達は、今までのように

人々の感情や潜在意識を使って私達に攻撃

する事ができにくくなってきたために、ダー

クピープル達が集まって、自分達のエネルギ

ーをひとつにして私達を攻撃してきたよう

です。 

 

私達はすぐに創造主に報告しました。 
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「ダークピープル達が集団となって私達に

ネガティブなエネルギーを送っているよう

です。 

しかし、第 26 評議会の創造主の光を遮る事

ができるというのは、その裏に闇の創造主が

隠れている可能性があります。」 

 

私達はさらにダークピープル達の後ろに何

か隠された存在がいないかどうかを探す事

にしました。 

しばらく探索を続けていると、このダークピ

ープル達の後ろに大きな闇の創造主の姿が

見えてきました。 

 

その姿を見た恵理さんの表情がこわばって

きます。  

私は何が見えたのか、いったいダークピープ

ル達の後ろに誰がいるのかと恵理さんに尋

ねました。 

「まさか「多彩な能力を持つ創造主」が復活

していたなんて、」と恵理さんは答えました。 

 

すると「多彩な能力を持つ創造主」の声が私

達の心の中に響いてきました。 

 

「私が、簡単に光に帰るとお前達は思ってい

たのか、私はそれほど力のない存在ではない。 

私はこの宇宙を、全てこの手に握るぐらいの

力を持っているのだ。 

この宇宙の創造主など取るに足らない存在

だという事をこれから思い知らせてやろう。 

お前達も私に従えば、私と一緒にこの地上を

支配できるぞ。」 

 

「多彩な能力を持つ創造主」は今までの創造

主とは、全く比べ物にならないほど能力が高

くパワフルな創造主です。 
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そして私がつながる創造主をはじめ、私達の

宇宙の創造主の多くが彼の遺伝子を使って

生みだされた創造主ですので、第 25 評議会

以下の創造主達は、誰も彼に逆らう事などで

きません。 

彼が私の心の中に入り込む事などとても簡

単なようです。  

 

私はすぐに第 26 評議会の創造主に助けを

求めました。 

「「多彩な能力を持つ創造主」が復活してい

るようです。 

すぐに捕えてください。」 

第 26 評議会の創造主達が、私達が見ている

ビジョンを通して「多彩な能力を持つ創造主」

のもとに行き、すぐに彼を捕まえたようです。 

 

第 25 評議会の創造主が安心したような表

情で答えました。 

「TAKESHI さん、やはり私達の考えていた

通りでした。 

「多彩な能力を持つ創造主」があのように簡

単に捕らえられて、光に帰されるはずはない

と私達は考えていたのです。 

しかしながら、どうしても「多彩な能力を持

つ創造主」を見つける事ができませんでした。 

彼は様々な分身や新しく作った創造主達を

使って、皆さんの宇宙を支配しようとしてい

ました。 

 

そして自分は、その裏に隠れていたようです。 

第 26 評議会の創造主は、彼を見つけるため

にわざと自分の光をこの物理世界におろし、

その光を遮るものを探していたのです。 

第 26 評議会の創造主の光を遮る事ができ

るのは「多彩な能力を持つ創造主」ただ１人

です． 
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ですから恵理さんを通して彼を探そうとし

ていたのです。」 

 

第 26 評議会の創造主は、「多彩な能力を持

つ創造主」を捕まえるとすぐに自分の元に取

り込んでいきました。 

本来であれば「多彩な能力を持つ創造主」を

生み出した第 25 評議会の創造主がそれを

行うべきだったのですが、もしかしたら彼は

もうすでに第 25 評議会の創造主の力を超

えているのかもしれません。 

 

第 25 評議会の創造主では、収拾がつかない

と考えた第 26 評議会の創造主が「多彩な能

力を持つ創造主」を捕まえる事を自ら決めた

ようです。 

 

しかし私達も「多彩な能力を持つ創造主」が

復活していた事には驚かされました。 

いえ、心の中ではきっと彼は必ず復活して私

達にもっと熾烈な攻撃を仕掛けてくると心

の中ではわかっていました。 

そして最近、現実世界で起こっている様々な

トラブルや私達の体調不良や会社に対する

経済的なダメージも、おそらくこの「多彩な

能力を持つ創造主」が裏で仕掛けていた事で

しょう。 

 

この地球の物理世界に生きる私達の弱みが

何であるか、彼は十分に知っています。 

そしてその事を、ダークピープルや闇の創造

主を使って行っていたのでしょう。 

 

しばらくして第 25 評議会の創造主がやっ

てきました。 

「TAKESHI さん、「多彩な能力を持つ創造

主」が行っていた事がいくつかわかってきま

した。 
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そのひとつに彼は様々な場所と時間に、自分

が自由に行き来できるようなゲートを既に

作っていたようです。 

 

私達の宇宙のパラレルワールドにもそのゲ

ートは開かれていました。 

そのために彼はどこかで光に帰されたとし

ても、宇宙の異なる時間や世界で復活し、私

達に何度も関われるような仕組みを作って

いたようです。 

 

今私達と第 26 評議会の創造主及び「時間に

関わる創造主」達で、そのポータルの場所を

探し求めています。そしてそれを全て取り除

いていかなければ、いくら私達が「多彩な能

力を持つ創造主」を光に返したところで、彼

は何度も何度も復活してくるのです。」 

 

「他に彼はどのような事を行っていたので

すか。」 

「それも今はまだ調べている途中です。 

またわかったらすぐにお知らせします。」 

そう言って第 25 評議会の創造主は消えて

いきました。 

 

 

 

PART3 私の中に存在していた「多彩な能

力を持つ創造主」 

 

その翌日、第 26 評議会の創造主が私の前に

現れました。 

「TAKESHI さん実は大変な事がわかりま

した。 

実は TAKESHI さんのスピリットと魂の中

に「多彩な能力を持つ創造主」は自分の一部

をすでに入れ込んでいたという事がわかっ

たのです。 
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それも、TAKESHI さんが地球人として、こ

の地球に降りたった時に行ったようです。」 

 

「それは遺伝子レベルで彼の遺伝子が入っ

ていたという事とは異なるのですか。」 

と私は尋ねます。 

 

「そうです遺伝子レベルではなく、「多彩な

能力を持つ創造主」の実態が一部 TAKESHI

さんの中に組み込まれていたのです。」 

 

私は、「多彩な能力を持つ創造主」一部が組

み込まれていたという事がよく理解できま

せんでした。 

 

「それは一体どういう事なのですか。 

私は、「多彩な能力を持つ創造主」と長い間

関わってきたという事ですか、 

それとも「多彩な能力を持つ創造主」に支配

されてきたという事ですか。」私は、パニッ

クになりそうでした。 

 

「それは、TAKESHI さんが自分の意思に関

りなく、「多彩な能力を持つ創造主」の影響

を受けているという事なのです。 

そして彼は、TAKESHI さんを通じて光の創

造主や大天使、スターピープル達の動きを全

て知る事ができたのです。 

そのために第 25 評議会の創造主はいつも

裏をかかれ、「多彩な能力を持つ創造主」の

本体を捕まえる事ができなかったのです。」 

 

「それは大変な事になっていたのですね。 

その事が分からなければ私達のアセンショ

ンは一体どうなっていたのですか。」 

 

「おそらく簡単にひっくり返されると思い

ます。 
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彼が本気でかかれば皆さんの宇宙の創造主

など簡単にその動きは封じられてしまいま

す。 

そればかりか TAKESHI さんが持つ物理世

界でゲートを利用して、彼は様々な世界に行

き、自分自身がその世界を支配するように仕

組んでいたようです。」 

 

私は、私自身のせいで大変な事態が引き起こ

されそうになっていた事にため息が出そう

になります。 

 

「しかし、「多彩な能力を持つ創造主」の一

部が私の中にある事が判ったので、問題はす

ぐに解決するでしょう。」 

「いえ、その危険性はなくなったわけではあ

りません。」と第 26 評議会の創造主が答え

ました。 

 

私は、第 26 評議会の創造主の言葉が気にな

って尋ねました。 

「それはどういう意味ですか。」 

 

「TAKESHI さんのスピリットや魂の中に、

「多彩な能力を持つ創造主」の一部が入り込

んでいるという事は分かりましたが、まだ分

離する事が出来ないのです。 

その分離が完全に終わらない限り、

TAKESHI さんが彼に取り込まれてしまう

可能性があるのです。」 

 

私は、一瞬いったい何が自分の中で起きてい

るのだろうか、と思いました。 

 

「確かに、私の心の中に「多彩な能力を持つ

創造主」が、自分と統合するように話しかけ

てきましたが、いまでもそれは続いているの

ですか。 
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彼の一部を私からすぐに分離する事はでき

ないのですか？」 

 

「そうです。 

いま TAKESHI さんのスピリットレベルで

その事が行われています。 

TAKESHI さんのなかの愛のスピリットや

天使のスピリットはすぐに、「多彩な能力を

持つ創造主」を分離するように求めているの

ですが、やはり彼の能力に魅力を感じている

スピリットもいるために TAKESHI さんか

ら簡単に「多彩な能力を持つ創造主」の一部

を引き離す事が出来ないのです。」 

 

私のスピリット達の間で、かなりやばいレベ

ルの葛藤が起こっているようです。 

「私のスピリットから「多彩な能力を持つ創

造主」の一部を分離できなければどうなるの

ですか。」 

 

第 26 評議会の創造主は少し考え込んでい

るようです。 

「もし、TAKESHI さんの中から、「多彩な

能力を持つ創造主」の一部を分離できず、反

対に彼に統合されてしまったならば、

TAKESHI さんごとすぐに「多彩な能力を持

つ創造主」を光に返さなければなりません。 

 

彼が TAKESHI さんとひとつになったら、

物理世界でも強大な力を持つ事になります

ので、この宇宙が支配されるのは時間の問題

です。 

勿論、皆さんの宇宙のアセンションなどいと

も簡単に崩されてしまいます。 

そうなる前に、TAKESHI さんともども光に

帰ってもらいます。」 
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「それはないだろう！」と私は心の中で叫び

ました。 

今迄、闇の創造主やダークピープルと人間が

一体化した時に、地上の人間と一体化した事

で、闇の創造主を光に返す事が出来ない、と

さんざん言っていたのに、私と「多彩な能力

を持つ創造主」が一体化したら、私ごと光に

返すとういうのは、とても理不尽のような気

がしました。 

つまり、私は死んでしまうという事なのです

から。 

 

第 26 評議会の創造主は続けていいました。 

「「多彩な能力を持つ創造主」は TAKESHI

さんだけでなく、この地球に降り立った創造

主のスピリットを持つ者達全員に自分の一

部を入れ込んでいたようです。 

創造主のスピリットを持って、この地球に降

りたった者達の多くが、創造主としての自覚

がないまま肉体を失っていきました。 

 

この地上に降りて、創造主としての仕事をし

た者は、今までほとんどいませんでした。 

それも「多彩な能力を持つ創造主」が、創造

主として活動できないように妨害していた

ようです。 

 

また反対にこの地上において創造主として

の力に目覚めた者は「多彩な能力を持つ創造

主」の誘惑にまけて、彼と統合した者もいま

す。」 

 

「「多彩な能力を持つ創造主」と統合した者

達はどうなったのですか。」 

 

「この地上で人間でありながら「多彩な能力

を持つ創造主」の力を得た者は、強大な権力

や力を持つ事になります。 
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そして地上を支配する者達もいましたが、そ

のような者はやがて深い闇の中に自ら落ち

ていく事になります。」 

 

「たとえば、地球の歴史の中で誰がそのよう

な事を起こしましたか。」 

 

「アトランティスとレムリアの戦いの時や

古代エジプトの崩壊の時も起こりました。 

あなたがよく知っている例では、ドイツのヒ

ットラーもそうでしょう。 

彼らは、通常の人間ではもちえない統率力や

人々の心を支配する力を得て強大な権力を

手に入れたのです。」 

 

「そうですか、地球の闇の歴史は「多彩な能

力を持つ創造主」によって作られていたとい

う事ですね。 

私も、自分の仕事がうまくいかない時や大変

なサイキック・アタックにさらされた時に、

こんな目に合うくらいなら「多彩な能力を持

つ創造主」とひとつになって、もっと豊かで

楽な生活を送りたいと思う事がたびたびあ

りましたが、それが「多彩な能力を持つ創造

主」の誘惑なのですね。」 

私がそういうと第 26 評議会の創造主はう

なずきました。 

 

私は、続けて言いました。 

「私達に起こっている会社のトラブルやサ

イキック・アタックは、「多彩な能力を持つ

創造主」とその部下の者達による仕業だと分

かっていても、それから逃れるために「多彩

な能力を持つ創造主」とひとつになるという

事は、理性的に見ればまったく馬鹿げた事で

すが、私も冷静な判断力を失ってその誘惑に

乗りかけてしまいました。」 
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私は、今まで一緒にアセンションのために働

いてきた仲間達の姿を思い浮かべました。 

スターピープルのエレナさんやガジェッド、

ロッド星人やフレッド、あるいはマーベリッ

クや様々なマスター達、そして様々な光の創

造主達、あるいは天の川銀河を共に守ってき

たたくさんの騎士団達。 

 

もし、私が「多彩な能力を持つ創造主」と一

つになって、彼らが一生懸命に行ってきたア

センションを一瞬のうちに破壊してしまっ

たら、彼らはどう思うだろう。 

 

今まで私の事や地球人を命がけで守ってき

てくれた恩人に対してそのような事をして

しまったら、私の心はきっと深い後悔の念に

さいなまれ続ける事でしょう。 

 

いえ、私が「多彩な能力を持つ創造主」と一

つになったら、何の躊躇もなく大切な友人達

を殺してしまうか、深い闇の中に閉じ込めて

しまうでしょう。 

 

そしてこの宇宙は、今まで以上に闇が深い宇

宙となり、光の地球に行く人達も、すべて争

いと抑圧の世界の中で、再び支配され続ける

事になるのです。 

 

私の中に起こってくる考えを振り払うよう

に、私は首を大きく横に振りました。 

地球人のために、自分達の命も顧みず働いて

くれた友人達にそのような事ができるはず

もありません。 

彼らの善良な気持ちや愛を踏みにじってし

まえば、私は生きる意味がありません。 

 

それに、闇にまみれた創造主達は絶対に約束

を守らないし、平気で私を裏切る事でしょう。 
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「多彩な能力を持つ創造主」も、最初は私に

地上の権力を与えるとか、地球を好きなよう

にしてもいいとかいうかもしれません。 

でもすぐに、私を裏切って、自分がやりたい

事をやったら、私など何のこだわりもなく殺

してしまうかもしれません。 

 

「多彩な能力を持つ創造主」と一つになった

ら、第 26 評議会の創造主に光に返されるか、

「多彩な能力を持つ創造主」に裏切られて殺

されるか、どちらにしても、私の命などすぐ

になくなってしまうのは決まっているよう

です。 

 

それに、地上の権力を与えるといわれても簡

単には実現しないし、実現したとしても、こ

れほど面倒臭いものは他にはありません。 

 

私は意外と小心者なので、人と争う事がとて

も苦手です。 

権力争いにはきっと負けてしまいます。 

私の夢は、アセンションした世界で地球の平

和大使として、宇宙船でいろんな星を訪ね、

スターピープル達と仲良くする事なので「多

彩な能力を持つ創造主」と統合するわけには

いきません。 

 

私は心の中でそのような事をぶつぶつ考え

ていました。 

そして第 26 評議会の創造主に言いました。 

「第 26 評議会の創造主よ、早く私から「多

彩な能力を持つ創造主」の一部を分離してく

ださい。 

私は、彼に統合されるのは絶対に嫌ですが、

このままだと彼の力に負けてしまうかもし

れません。」 
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第 26 評議会の創造主は、私を見て答えまし

た。 

「TAKESHI さん、本当にありがとうござい

ます。 

私達はこれから、TAKESHI さんから「多彩

な能力を持つ創造主」の一部を分離する作業

に入ります。 

かなり複雑に入り込んでいますので、しばら

く時間がかかる事でしょう。 

その間十分に気を付けてください、何が起こ

るか分かりませんから。」 

 

私は消え去ろうとする第 26 評議会の創造

主に急いで聞きました。 

「第 26 評議会の創造主よ、ちょっと待って

ください。 

何が起きるか、わからないとはどういう事で

すか。 

「多彩な能力を持つ創造主」と一つになる事

を拒んだ人には、何か問題が起きるのですか。 

今まで、そのような人はいたのですか。」 

 

第 26 評議会の創造主は、立ち止まり答えま

した。 

「いえ、今まで「多彩な能力を持つ創造主」

の誘いを断れたものは誰もいません。 

TAKESHI さんが初めてです。 

ですから気を付けてください、と言ったので

す。」 

 

第 26 評議会の創造主は言い終わると、私か

ら「多彩な能力を持つ創造主」の一部を分離

するための作業に入ったようです。 
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PART1 「多彩な能力を持つ創造主」の報

復 

 

私の魂やスピリットから「多彩な能力を持つ

創造主」の一部を抜き取る作業はかなり困難

を極めたようです。 

それだけ「多彩な能力を持つ創造主」は入り

組んだ方法を使って、私達のスピリットや魂

に自分の一部を入れ込んでいたのです。 

そして入れ込まれた人のスピリットが彼の

力を欲しがるように様々な方法で画策を行

っていました。 

 

私の天使のスピリットや愛のスピリットは

「多彩な能力を持つ創造主」の一部をすぐに

分離したいと願っていたようですが、私の中

にもやはり特別な力を手に入れたいと願う

スピリットもいたようです。 

 

私の中でスピリット同士の葛藤も起こり、そ

の事がさらに、「多彩な能力を持つ創造主」

の一部を抜き取る作業を困難にしてしまっ

たのです。 

しかしながら第 26 評議会の創造主達は、３

日ほどかけて、私のスピリットと魂から「多

彩な能力を持つ創造主」の一部を抜き取る事

に成功したようです。 

 

しかしながら、私達はその直後から「多彩な

能力を持つ創造主」の報復を受ける事となっ

てしまいました。 

私の方はさほど問題はなかったのですが、恵

理さんはまるで生気をどんどん吸い取られ

第 9 章 新しき愛の創造主達 
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るかの如く、体が冷えガクガクと震えていま

す。 

 

そして、頭痛も起こり声も出なくなってしま

いました。 

彼女は倒れるように寝込むと、今回のサイキ

ック・アタックの強烈さに必死で耐えていま

す。 

私がこの原因を探るために、恵理さんに創造

主やスターピープルにつながってもらおう

と思っても、いつものように簡単につながる

事ができません。 

 

恵理さんが必死で見てくれたいくつかのビ

ジョンを元にその原因を探しだそうとしま

した。 

そうすると物理的な世界で繋がっている人

を通して、非常に気味の悪いまるで死神のよ

うな闇の女神が恵理さんから生気を奪い取

っているのが見えてきました。 

 

そしてその死神のような女神の後ろには、私

達の宿敵とも言える「煌めきの創造主」と呼

ばれる存在がいたのです。 

この「煌めきの創造主」というのは、恵理さ

んの物理世界での活動を支える創造主であ

る「輝きの創造主」の宿敵とも言える創造主

です。 

 

「輝きの創造主」は、常にその人が内面から

輝く事、元気でそしてパワフルに生きる事を

サポートします。 

しかしながら「煌めきの創造主」は、その人

が一瞬華やかになる事、人を惹きつけそして

人を利用するという事を得意とする創造主

です。 
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「煌めきの創造主」は常に「輝きの創造主」

を敵対視して、「輝きの創造主」に繋がる人

達の人生を邪魔してきました。 

 

私達も今までに「煌めきの創造主」によって

活動を妨害され、さんざん苦しめられてきま

した。 

「煌めきの創造主」はそのような邪悪な行為

を行ったために、光に帰されたのですが、「多

彩な能力を持つ創造主」によって復活させら

れ、宿敵である恵理さんと私達の活動を再び

妨害をしてきたのです。 

 

そして今回は、この死神のような女神を使っ

て、恵理さんの生気を吸い尽くそうとしてい

るようです。 

 

恵理さんの体には、真っ黒い水晶のようなも

のが何本も突き刺さっている様子が見えま

す。 

そこから恵理さんの生命エネルギーや光、輝

き、愛の力というものが吸い取られています。 

 

恵理さんは耐え難い痛みを受けて、生命力が

どんどん低下していっているために、大天使

やスターピープル達とも繋がる事が出来ず

に苦しんでいます。 

 

私はスターピープル達を呼び出して、この死

神のような女神を何とか処理しようと思い

ましたが、この女神と共に強い力を持ったダ

ークエンジェルやダークピープル達が私達

に襲いかかってきているために、大天使やス

ターピープル達も私達を助け出す事が出来

ない状態です。 

 

私は創造主に助けを求めましたが、創造主の

世界もとても混乱しているようです。 
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私は第１評議会の創造主のリーダーである

「虹彩の創造主」を呼び出しました。 

「「虹彩の創造主」よ、一体どうしたのです

か。 

創造主達の統制は取れているのですか。」と

私は尋ねました。 

 

すると「虹彩の創造主」はこのように言いま

した 

「TAKESHI さん、実は大変な事が起きてい

るのです。 

私達も、今までの世界と分離されてしまい、

創造主達の指揮系統が全く乱れてしまいま

した。 

上の創造主とも連絡が取れず、私達も一体ど

うしたのかと困っているところです。」 

 

私はその言葉を聞いて「また、やられてしま

った。」と思いました。 

「多彩な能力を持つ創造主」は私達の宇宙の

創造主や宇宙の仕組みを知り尽くしていま

す。 

 

私達の宇宙の創造主の多くが彼の遺伝子を

使って作られていますので、私達の宇宙の創

造主を混乱させる事など、彼にとってはあま

りにも簡単すぎる事です。 

私達は彼によって混乱させられた創造主達

を統制する事さえも今はできない状態です。 

 

私は第 26 評議会の創造主を呼び出しまし

たが、恵理さんはもうすでにビジョンを見る

力も創造主の声を私に伝える力もなくなっ

ているようです。 

 

時間を追うごとに彼女の体温も高くなり39

度を超えてきました。 

今はもうぐったりとして横になっています。 



 
 

122 

これが「多彩な能力を持つ創造主」が私達に

行った報復の始まりでした。 

 

私達はまず私達とコンタクトがとれる創造

主やスターピープル達を探しました。 

第 3 評議会までの創造主とは、なんとかコ

ンタクトが取れるようですが、それから上の

創造主に関しては全くコンタクトが取れま

せん。 

スターピープルもそのほとんどが私達とコ

ンタクトが取れなくなっています。 

 

おそらく創造主やスターピープル達には、一

瞬にして私達が彼らの前から消えてしまっ

たように見えている事でしょう 

彼らも私達が一体どうしたのか、どこに行っ

たのかと探しているに違いありません 

 

私はふと思いついて、「愛で統一された宇宙」

の創造主を呼び出しました。 

「愛で統一された宇宙」の創造主達は、現在

第１評議会から第 3 評議会の創造主との間

に深いつながりを持っていますので、もしか

したら「愛で統一された宇宙」の創造主とコ

ンタクトを取れるかもしれません。 

 

「愛で統一された宇宙」の創造主を呼び出す

と、ようやく1人の創造主が出てきました。 

「一体私達の宇宙はどうなったのですか。 

私達の宇宙の創造主達が今どのような状態

なのか、あなたがたの目にはどのように写っ

ているのか、教えてもらえませんか。」と私

は「愛で統一された宇宙」の創造主に尋ねま

した。 

 

「TAKESHI さん、皆さんの宇宙の創造主は

とても指揮系統が乱れて混乱しています。 
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というのも第 3 評議会から上の創造主とコ

ンタクトが取れないようです。 

そして皆さんは本来存在している場所とは、

異なる場所にいるようです。」 

 

「そうですか、わかりました。 

皆さんを通じて、第 26 評議会の創造主とコ

ンタクトがとれるよう取り計らってもらえ

ませんか。」 

「わかりました。 

できる限りやってみたいと思います。」 

 

ただ「愛で統一された宇宙」の創造主とも声

が途切れ途切れになる事から、彼女達ともし

っかりと繋がれていない事は確かなようで

す。 

この状況では第 26 評議会の創造主ともう

まくコンタクトが取れないかもしれません。 

 

 

 

PART2 愛の創造主の光 

 

やはり私が思っているように、私達は第 26

評議会の創造主とはコンタクトが取れない

ようです。 

しかしながら、恵理さんが意識を集中すると、

第 26 評議会の創造主が「多彩な能力を持つ

創造主」と何か言い争っているような様子が

見えてきました。 

 

「多彩な能力を持つ創造主」は第 26 評議会

の創造主に向かってこのこのように言って

いるようです。 

「どうですか、私がこの宇宙で一番素晴らし

い創造主だという事がわかりましたか。 

あなたの宇宙の創造主は、誰も私には勝てな

いのです。 



 
 

124 

その事を認めてください。」 

 

第 26 評議会の創造主も大変困っているよ

うです。 

確かに「多彩な能力を持つ創造主」の力を超

える創造主は、私達の宇宙にはいないようで

す。 

「多彩な能力を持つ創造主」を作り出した第

25 評議会の創造主さえも「多彩な能力を持

つ創造主」の力を抑え事ができませんでした。 

彼は、私達の宇宙の創造主に対する憎しみを

バネに、その力を大きく伸ばしていったよう

です。 

 

そして「多彩な能力を持つ創造主」は、たと

え光に返されたとしても様々な時代や場所

から復活するように仕組んでいるようです。 

彼はたとえ光に返されたとしても、何度も何

度も復活して、私達や私達の創造主に対して

攻撃を仕掛けてきます。 

 

この事に対して第 26 評議会の創造主は、こ

れ以上の被害を出す事は賢明な事ではない

と考えているようです。 

 

「多彩な能力を持つ創造主」が第 26 評議会

の創造主に向かってこのように言っていま

す。 

「あなた方が私の事を、この宇宙で最高の創

造主だと認めるならば、私は譲歩してもいい

のですよ。」 

 

「多彩な能力を持つ創造主」が何を譲歩する

のか、私には分かりませんが、彼はとても強

気で第 26 評議会の創造主に迫っているよ

うです。 

そこで第 26 評議会の創造主の映像が途絶

えてしまいました。 
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私は「多彩な能力を持つ創造主」を抑えるた

めにはどうしたらよいのか考えました。 

その時気づいたのが、私達の宇宙の創造主の

中でも、愛の創造主と守護の創造主には、「多

彩な能力を持つ創造主」の遺伝子があまり含

まれていない、という事と彼は愛に欠ける存

在であるという事です。 

 

そのために「多彩な能力を持つ創造主」は、

すぐに愛の系列の創造主と守護の系列の創

造主に対して、自分が操りやすいようにネガ

ティブコードを入れてコントロールしよう

としました。 

 

となれば「多彩な能力を持つ創造主」の弱点

は愛であるという事が私にわかりました。 

私は、私達の宇宙の創造主がひとつになって

愛の力を「多彩な能力を持つ創造主」に向け

る事ができれば、私達の宇宙を守れるのでは

ないかと考えたのです。 

 

私は、第 1 から第 3 評議会の創造主だけで

なく、全ての評議会の創造主に向かって語り

かけました。 

「私達の宇宙の創造主達よ、 

私達は今、「多彩な能力を持つ創造主」によ

って大変な危機に陥っています。 

彼は私達の宇宙を支配するために、私達の宇

宙の創造主を利用し取り込もうとしていま

す。 

私達は今ひとつになってこの「多彩な能力を

持つ創造主」に対抗しなければなりません。 

そうしなければ、私達の宇宙は彼の手に渡る

でしょう。 

 

私達が「多彩な能力を持つ創造主」に対抗で

きる手段は唯一「愛」しかありません。 
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それも一人一人の創造主の愛ではなく、全て

の創造主がひとつになってより強大な愛の

力を作り上げなければならないのです。 

どうか全ての創造主よ、協力してください。 

私達の力を一つに統合して、愛そのものとな

し、それによって私達の宇宙を守るのです。 

では始めましょう。 

 

全ての創造主よ、最大限の愛の光を放ってく

ださい。 

全ての創造主がひとつになれば必ず私達の

宇宙を守る事ができます。」 

 

私はそのように言いました。 

残念な事に、恵理さんがビジョンを見る事が

できないので、実際にすべての創造主に伝わ

ったのか、あるいは全ての創造主が一緒に協

力して愛の光を送る事ができたのか、今の私

には分かりません。 

 

しかし私達は祈らずにはいられないのです。 

愛の力を持って祈る事しか「多彩な能力を持

つ創造主」に対抗するすべはないようです。 

 

私が創造主達に呼びかけている間にも、恵理

さんの体調はさらに悪くなってきました。 

布団の中にうずくまって寒さに震えていま

す。 

私も恵理さんの横に座り、恵理さんを元気に

してくれるよう祈りました。 

「今苦しみの中で必死に耐えている恵理さ

んを、誰か助けてあげてください。」 

 

私は、恵理さんを生み出した「愛で統一され

た宇宙」の創造主にお願いする事にしました。 

「「愛で統一された宇宙」の創造主達よ、皆

さんの中で「多彩な能力を持つ創造主」から
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私達を守れるほどの愛の力を持った創造主

はいませんか。 

もしいたらどうか私達を助けてください。 

恵理さんを「多彩な能力を持つ創造主」とそ

の仲間達の攻撃から守ってください。」 

 

私がそう祈ると、１人の輝くばかりの創造主

が私達の前に降り立ってきました． 

彼女は何も言わず優しい愛の光で恵理さん

を包んでくれます。 

 

「偉大なる愛の創造主よ、どうもありがとう

ございます。 

あなたの愛の光で「多彩な能力を持つ創造主」

の力を抑えてください。 

彼の力が暴走すると、私達の宇宙は破滅的な

被害を受けてしまう事でしょう。」 

 

愛の創造主はこのように語りました。 

「私達も皆さんの宇宙の様子を見て、とても

残念に思います。 

皆さんは自分達の宇宙を進化させ、アセンシ

ョンさせるために一生懸命働いてきました。 

 

私達も皆さんの宇宙がアセンションし、さら

に愛と叡智の光に満たされる事を期待して

お手伝いしているのです。 

しかしながら「多彩な能力を持つ創造主」が

行った事は、創造主として許されるべき事で

はありません。 

私達も皆さんの宇宙を守るためにお手伝い

したいと思います。」 

 

「偉大なる愛の創造主よ、私達を助けてくだ

さり本当にありがとうございます。 

「多彩な能力を持つ創造主」は、私が彼と一

つに統合する事を拒んだために、私達の宇宙
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に対してとても大きな報復を行ってきたよ

うです。 

どうか皆さんの力で私達と私達の宇宙を守

ってください。」 

 

もう私は泣きそうなぐらい辛い思いがして

います。 

「多彩な能力を持つ創造主」の報復がさらに

ひどくなれば、恵理さんの命さえも危ないか

もしれません。 

 

 

 

PART3 奪われた愛のスピリット 

 

私達は祈りながらその夜を過ごしました。 

翌日になっても、恵理さんの体調はまだ変わ

りません。 

私はふと思いました、私達のスピリットは一

体大丈夫だろうか。 

 

これだけ生命力を奪われてしまえば、私達の

スピリットにも問題が起きているかもしれ

ない。 

私はコンタクトができる数少ない創造主や

スターピープルに尋ねました。 

「私達のスピリットは大丈夫ですか。 

私達の家族に何か問題が起きていないかす

ぐに調べてください。」 

 

スターピープル達は私達のスピリットの状

態を調べてくれました。 

「TAKESHI さん、恵理さんの一番大切な愛

のスピリットが見当たりません。 

もしかしたら恵理さんの愛のスピリットは、

どこかに囚われているかもしれません。」 
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私はやはりそのような事が起きていたのか

と思いました。 

「煌めきの創造主」にとって一番の宿敵であ

る「輝きの創造主」は愛の系列の創造主です

から、恵理さんと「輝きの創造主」の繋がり

を断つためには、恵理さんの愛のスピリット

を奪えばいいのです。 

 

私はスターピープルや創造主にお願いしま

した。 

「どうかすぐに恵理さんの愛のスピリット

を見つけ出してください。 

恵理さんから愛のスピリットが奪われてし

まえば、彼女が創造主やスターピープルに繋

がろうと思っても、繋がらないのです。」 

 

「愛で統一された宇宙」の創造主とその宇宙

のスターピープルそして私達の宇宙のスタ

ーピープル達が大急ぎで恵理さんのスピリ

ットを探しに行きました。 

 

光 40％台の世界を統治する「闇の創造主を

統治する創造主」とも連絡が取れましたので、

私はこの創造主にも恵理さんのスピリット

を探してもらうようにお願いしました。 

 

するとしばらくしてスターピープル達が戻

ってきました。 

恵理さんのスピリットが見つかったようで

す。 

黄泉の世界にそのスピリットは投げ捨てら

れており、黄泉の世界の住人達が恵理さんの

スピリットにたかって光を奪っていました。 

 

それはとても悲惨な光景です。 

すぐに恵理さんのスピリットを回収するよ

うにスターピープル達にお願いしました。 
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おそらく、あの死神のような女神が恵理さん

の精気を奪うために、ブラッククリスタルを

彼女の体にたくさん打ち込んで、彼女の愛の

スピリットや大切なエネルギーを奪い取っ

て行ったのでしょう。 

 

スターピープル達が、恵理さんの愛のスピリ

ットをもって戻ってきてくれました。 

恵理さんの愛のスピリットが戻ってくると、

恵理さんの顔に少し血の気が戻ってきまし

た。 

そして愛のスピリットが戻ってくる事によ

って、また創造主やスターピープル達と少し

話ができるようになってきたのです。 

 

私は第１評議会の創造主のリーダーである

「虹彩の創造主」に尋ねました。 

「「虹彩の創造主」よ、私は昨夜、創造主達

がひとつになって愛の力を統合し、「多彩な

能力を持つ創造主」に対抗するようにお願い

しましたが、それはどうなりましたか。」 

 

「虹彩の創造主」は困った顔をしていました。 

「私達は全ての創造主に呼びかけて、私達の

愛の力を発揮しようとしたのですが、その活

動に異議を唱える創造主がいて、結局まとま

らずに十分に実行する事ができませんでし

た。」 

 

私は少なからずショックを覚えました。 

創造主達からは、「多彩な能力を持つ創造主」

の遺伝子を抜き取り、彼の意識と同調しない

ようにしてあったのに、まだ「多彩な能力を

持つ創造主」の味方をする創造主がいるよう

です。 

 

私は「虹彩の創造主」に尋ねました。 
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「その異議を唱えた創造主というのは、どの

系列の創造主ですか。」 

 

「時間に関わる創造主達です。 

彼らはそのような事をすべきではないと言

い放ち、愛の光を送ろうとしていた創造主達

の力を抑えようとしたために、創造主の間で

混乱が起きてしまいました。 

その為に、創造主達がひとつにまとまって愛

の力を送る事ができなかったのです。」 

 

「それは第 1 評議会だけですか、他の評議

会にも同じような事が起きているのですか。」

と私は尋ねました。 

「おそらく第 1 評議会だけでなく、第 2、

第 3 評議会も同じような状態ではないかと

思われます。 

それから上の評議会に関しては見当もつき

ません。」 

「虹彩の創造主」は残念そうに答えました。 

 

やはり「多彩な能力を持つ創造主」は私達の

先手を取っていたようです。 

私が彼の弱点は「愛の光」であると見抜く事

をわかっていて、創造主達がひとつになって

「多彩な能力を持つ創造主」に愛の光を送ら

ないように、「時間に関わる創造主」達に指

示を出していたようです。 

私達はまた、彼に私達の活動を妨害されてし

まいました。 

 

しかしながら時間と共に、「愛で統一された

宇宙」の創造主達の力によって、「多彩な能

力を持つ創造主」の力も弱まってきたようで

す。 

恵理さんが愛のスピリットを取り戻し、死神

のような女神が撃ち込んだ黒い水晶を抜き
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取った事によって、私達はようやく第 26 評

議会の創造主とつながる事ができました。 

 

 

 

PART4 敗北、そして未来 

 

私達と連絡が取れた事で、第 26 評議会の創

造主も安心したようです。 

もしかしたら、私達の生命に危険が及んだの

ではないかと心配していたようです。 

 

私は、さっそく創造主に尋ねました. 

「第 26 評議会の創造主よ、一体昨夜は何が

起きたのですか。 

私達は恵理さんが生命力を奪われ、高熱を出

して寝込んでしまったために、一体何が起き

たのかわからないのです。 

 

ただ私達の生命力も恵理さんの愛のスピリ

ットも奪われ、私達は大変危険な状態でした。 

そして第１から第 3 評議会の創造主が上の

創造主と繋がれなくなっていました。 

私達は、いつもと異なる世界に連れ去られ、

全てが混乱してしまいました。 

 

「愛で統一された宇宙」の創造主のおかげで、

恵理さんの愛のスピリットを取り戻して、あ

なたとコンタクトができるようになりまし

たが、あなたと「多彩な能力を持つ創造主」

の間に何が起きたのですか。」 

 

第 26 評議会の創造主は、大きなため息をつ

いて言いました。 

「TAKESHI さん達が無事で良かったです。 

私達もこのままでは「多彩な能力を持つ創造

主」が簡単に引き下がらないだろうと思い用
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心をしていたのですが、あっという間に皆さ

ん達が別次元へと運ばれてしまいました。 

「多彩な能力を持つ創造主」は恵理さんに、

死神のような女神を送り込み、恵理さんの生

命力や能力を奪い去って、あなた方を何が起

きているかわからない状態にしたのです。」 

 

「私達もあの女神と関わってから、全てがお

かしくなったような気がします。」 

 

「皆さんが、生命力が奪われた事に気をとら

れている間に、別のパラレルワールドをあな

た方と第 3 評議会までの創造主の世界に取

り付けました。 

そして、瞬時にしてあなたがたと第 3 評議

会までの創造主を移動させてしまったので

す。 

そのために、あなた方は第 3 評議会までの

創造主とはかろうじて話が出来たとしても、

それ以上の創造主とはコンタクトが取れな

い状態になってしまいました。」 

 

第 26 評議会の創造主はさらに続けて話し

てくれました。 

「私達も皆さんがどこに運ばれたのか一生

懸命探しましたが、その行方が分からずに困

っていました。 

そのような時「愛で統一された宇宙」の創造

主が、あなたがたが閉じ込められている場所

を教えてくれて私達はようやく救出する事

ができたのです。」 

 

「第 26 評議会の創造主よ、私達を助けてく

ださって本当にありがとうございます。 

私達は、何もできなくて、ただ「愛で統一さ

れた宇宙」の創造主達に、私達を助けてくれ

るように、お願いするばかりでした。 
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私達は、「多彩な能力を持つ創造主」の力を

打ち破るために、全ての創造主がひとつにな

って愛の力を彼に送ろうとしたのですが、

「時間に関わる創造主達」に反対されて、私

達の創造主はまとまる事ができませんでし

た。 

これもやはり「多彩な能力を持つ創造主」に

よってあらかじめ仕組まれていたようです。」 

 

「彼は全てを見通して、常に先手を打ってき

ます。 

その度に私達の宇宙の創造主は、彼に翻弄さ

れ、そして彼の力によって利用されてしまう

のです。」 

と、第 26 評議会の創造主は残念そうに言い

ました。 

 

「それで第 26 評議会の創造主よ、 

あなたは「多彩な能力を持つ創造主」と話を

していたようですが、一体何を話されていた

のですか。」 

 

「TAKESHI さん、彼は自分自身が、宇宙の

創造主の中で最も優秀であり素晴らしい創

造主であるという事を認めるように言って

きました。」 

 

私は、第 26 評議会の創造主の言葉に耳を疑

いました。 

「それはとても馬鹿げた話ですね。 

彼のように暴力的で狡猾な創造主が、第 26

評議会の創造主が作り上げた宇宙の創造主

の中で最も優秀であるとは誰も思っていな

いのではないですか。」 

 

「もちろん全ての創造主が、彼の事を尊敬し

ているわけではありません。 
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しかしながら彼の力に誰も逆らえないのは

確かなのです。」 

 

「それで、あなたはどうされたのですか。」

と私は尋ねました。 

「私は「多彩な能力を持つ創造主」が、この

宇宙で一番優秀で力を持った創造主である

という事を認めました。 

そしてそのように宣言しました。」 

 

私は一瞬 言葉に詰まりました。 

「第 26 評議会の創造主の力からすれば「多

彩な能力を持つ創造主」を光に返す事など何

も問題ではないはずです。 

それなのに彼の要求を受け止め、彼の事をこ

の宇宙で一番優秀な創造主であると宣言し

た理由がわかりません。」 

 

「確かに TAKESHI さんが、そのように思

われるのも当然です。 

誰も彼の事を一番優秀な創造主だなんて、本

当は思ってはいないのです。 

しかし、私がたとえ彼を光に返したところで、

彼はすぐに様々な方法で復活してきます。 

 

そして皆さんだけでなく皆さんの宇宙の創

造主にも様々な攻撃を仕掛けてくるでしょ

う。 

これ以上、皆さんや皆さんの宇宙に対して被

害を広げる事はできないので、私は彼の事を

一番素晴らしい創造主であると認める事に

しました。」 

 

その言葉に私は第 26 評議会の創造主の大

きな苦悶を感じました。 

本来であれば光に返してしまいたいところ

ですが、たとえ彼を光に帰したところで、何

度も復活してくるでしょう。 
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そして復活するたびに、今までよりも大きな

被害が出る事は目に見えています。 

次に彼が攻撃してきた時は、私達の命も奪わ

れる可能性がある事を第 26 評議会の創造

主は考えたのかもしれません。 

 

第 26 評議会の創造主は、私達と私達の宇宙

を守るために「多彩な能力を持つ創造主」に

譲歩したようです。 

これが昨夜、断片的に見えていた光景が表し

ていた事なのでしょう。 

 

「そうですか、それはとても残念な事です。」

と私は言いました。 

「しかしながら、私は「多彩な能力を持つ創

造主」に、私達の宇宙は創造主を成長させる

ための場所なのでもうこの宇宙には関わら

ないように約束をさせました。 

彼は自分の宇宙へと戻ってもう私達の宇宙

には関わらないと思います。」 

 

「多彩な能力を持つ創造主」が私達の前に現

われてから、私達は今までにない苦しみを味

わいました。 

それもスピリチュアルな部分だけでなく、私

達の体調の悪化や会社の経営の行き詰まり

など、その影響が現実世界にも大きく表れて、

私達を大変困らせていたのです。 

 

そして、彼は、私達だけでなく、全ての創造

主とスターピープル達に対しても、今までに

ない混乱と苦痛を与えてきました。 

 

第 26 評議会の創造主が「多彩な能力を持つ

創造主」の事を、この宇宙で一番優秀な創造

主であると認めたという事は、私達にとって

「多彩な能力を持つ創造主」に対する敗北を

意味したのかもしれません。 
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しかしながら敗北したからといって全てが

終わったわけではなく、あえて敗北を認める

事によって「多彩な能力を持つ創造主」が私

達の宇宙から手を引けばそれは喜ばしい事

なのです。 

そうでなければ、私達の宇宙はさらに壊滅的

な打撃を受け、私達家族の命が奪われる事も

十分あり得る事なのです。 

 

「第 26 評議会の創造主よ、あなたが行った

事は、私達の宇宙の状況を見れば、正しい選

択だったと、私も思います。 

「多彩な能力を持つ創造主」が、これ以上、

私達や私達の宇宙に攻撃を仕掛けてきたな

らば、私達も無事ではいられなかったでしょ

う。 

 

彼の事ですから、一瞬にして、私達の宇宙を

消す事さえもできたかもしれません。 

彼は、私達の宇宙の創造主にはない狡猾さと

残酷さを持っている創造主ですから、何が起

きても不思議ではりません。」 

 

「その通りです。 

彼は、私達の宇宙以外にも様々な宇宙と関わ

っていますので、様々な闇の創造主によって

さらに能力を高められていると思われます。」 

 

 

 

PART5 新たな愛にあふれた創造主達 

 

私と第 26 評議会の創造主の話は続きます。 

「第 26 評議会の創造主よ、「多彩な能力を

持つ創造主」がいなくなった今、もう一度私

達の創造主を作り変えて、しっかりとした創
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造主を生み出していかなければならないよ

うです。 

 

それというのも、私達の宇宙の創造主の多く

が「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子によ

って生み出されていますので、愛の創造主や

守護の創造主以外の創造主達は、すぐに彼の

意識に同調してしまい、彼の手先となって働

いてしまいます。 

 

パワーの創造主や時間に関わる創造主など、

彼の影響を受けやすい創造主達を一旦光に

帰して、創造主を新しく生み出したらいかが

でしょうか。」と私は提案しました。 

 

第 26 評議会の創造主も、私の言葉にうなず

きながら答えました。 

「私もその事を考えていました。 

彼がもし戻ってきても、彼の意志が通用しな

い創造主しかいなければ、彼は今回のように

自由に動き、私達に対して攻撃を仕掛けてく

る事はできないのです。 

もうすでに、この宇宙の創造主達は、「多彩

な能力を持つ創造主」によって傷つけられ混

乱していますので、このままでは、地球と皆

さんの宇宙のアセンションもできなくなっ

てしまいます。」 

 

「それならば、私が先日お呼びした「愛で統

一された宇宙」の創造主の光をいただいて、

その光を元に私達の宇宙の創造主を作った

らいかがでしょうか。 

「多彩な能力を持つ創造主」の弱点は愛です

から、愛の光によって生み出された創造主に

は「多彩な能力を持つ創造主」はあまり手出

しができなくなるのではないでしょうか。」 
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「TAKESHI さん、その事をよく見抜きまし

たね。 

私達もそのように考えています。」 

 

「もし皆さんの宇宙の創造主が「愛で統一さ

れた宇宙」の創造主の遺伝子と光を使って作

られたならば、この宇宙の創造主は一気に愛

の度数の高い創造主に生まれ変わる事にな

りますね。 

そうなれば、今までよりもさらに素晴らしい

宇宙が出来上がるのではないでしょうか。」

と私は言いました。 

 

第 26 評議会の創造主は、私に向かってうな

ずくとこのように言いました。 

「もちろんそうなると思います。 

そして皆さんのアセンションも今までより

もさらに早く進むのではないでしょうか。 

それでは上位の創造主達と相談しながら、ど

のような形で新しい創造主達を生み出せば

よいのか話し合いたいと思います。 

また詳細が決まったら、TAKESHI さんにお

話ししたいと思います。」 

 

「それでは第 26 評議会の創造主よ、よろし

くお願いします。 

それで新しい創造主が出来上がるのはいつ

頃でしょうか。」 

「おそらく２～３日、お時間をいただければ

と思っています。」 

 

私達は急に目の前が明るくなり、希望に満ち

溢れたように見えました。 

確かに「多彩な能力を持つ創造主」に、最後

は大きなダメージを与えられましたが、「愛

で統一された宇宙」の創造主のような素晴ら

しい創造主達が、私達の宇宙にもっと増えた
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ならば、私達の宇宙は輝かしい宇宙になる事

は間違いないでしょう。 

 

私達もその間、生命力を奪われ、日常生活を

送る事さえもできないほど弱ってしまった

体を休め修復していかなければなりません。 

恵理さんは酷い喘息におそわれ苦しそうで

す。 

私も咳がとまらず胸が詰まる感じが残りま

す。 

私達は、家族全員で鍼灸治療を受けて、体調

の回復に努める事にしました。 

 

「多彩な能力を持つ創造主」が私達の宇宙を

去って 2 日ほど達ましたが、彼が残してい

った罠がまだ私達を苦しめました。 

 

次女の結貴の本体である守護のシェンロン

達を捕え、偽物と入れ替えていた事も分かり

ました。 

そして、強力なブラックエンジェルやブラッ

クフェアリー達を、私達の周りにたくさん送

り込み、私達の子供達を困らせていました。 

 

さらには、私達が住む世界と他の世界をつな

ぐパラレルワールドも起動し、私達はまた異

なる世界へと放り込まれてしまいました。 

幸い、第 26 評議会の創造主と「愛で統一さ

れた宇宙」の創造主達がすぐに気づき、助け

に来てくれたので大きな問題にはならなか

ったのですが、ここしばらくは、「多彩な能

力を持つ創造主」が行った事の後始末で追わ

れそうです。 

 

10 月 27 日の夕方、新しい創造主達はもう

生まれたのかなと思い、新しい創造主を呼び

出してみる事にしました。 
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恵理さんにお願いして、系列ごとの創造主で

は上位に位置する第 18 評議会の創造主を

呼び出しました。 

この第18評議会は4人の創造主がいます。 

守護の創造主、愛の創造主、パワーの創造主、

光と闇の創造主です。 

 

最初にパワーの創造主を呼び出しました。 

パワーの創造主は、創造主の系列の中でも

「多彩な能力を持つ創造主」の遺伝子を多く

引き継いでいる創造主の系列です。 

新しく生まれ変わった創造主は、以前の創造

主と違って、とても優しい雰囲気を持ってお

り、さらに叡智に満ち溢れた創造主のように

見えます。 

 

私の創造主の系列である光と闇の創造主も、

以前に比べると、エネルギーがとても明るく

軽やかになっています。 

今までは、闇の重たさを全身にまとっていた

のですが、今はそのような雰囲気がなく、ま

るで大天使ミカエルのような軽やかさです。 

しかしながら、今までの光と闇の創造主より

もさらに深い闇をコントロールする事がで

きるようです。 

 

私は、愛の創造主にも何か変化があったのか、

聞いてみました。 

愛の創造主は、もともと「多彩な能力を持つ

創造主」の遺伝子から作られた創造主ではな

いので、今回作り変えを行っていません。 

 

「私達、愛の創造主の系列は、もともと「愛

で統一された宇宙」の創造主達の遺伝子と光

を受け継いでいます。 

しかしながら今までは、その光はまだ十分で

はありませんでしたので、この宇宙の闇の力

には到底対抗する事ができなかったのです。 
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そして、皆さん達が地球に降り立って生きて

いた時も、創造主だから地上の人達の憎しみ

や怒り、悲しみを自分の身で引き受けなけれ

ばならないと信じていました。 

そのために、愛の創造主のスピリットを持つ

恵理さんは、多くの人の怒りや悲しみ、憎し

みなどを、その身で受け取り、傷ついてきま

した。 

 

私達は、「愛で統一された宇宙」の創造主か

ら、自分達の愛を強化してもらった事で大き

く考え方が変わりました。 

私達は、私達自身も愛していますので、地球

に降りた愛の創造主達が、どのような理由で

あれ、傷つけられる事を認めません。 

地球に生きる人と同じように、地上に降りた

創造主を愛し大切にしたいと思います。」 

 

恵理さんはその言葉を聞いてとても喜んで

います。 

私につながる光と闇の創造主も愛の創造主

の言葉に同意しているようです。 

 

「私達、光と闇の創造主も同じ考えです。 

今までの光と闇の創造主は TAKESHI さん

達を大変危険な目にあわせてきました。 

それは、自分達の中に、闇の力を抑え込む光

のエネルギーが十分ではなかったからです。 

しかし、私達は「愛で統一された宇宙」の創

造主の光をたくさん得て生まれ変わりまし

た。 

私達は、闇よりも光が格段多い創造主になっ

たのです。 

 

私達は、今まで創造主として地上に降り立っ

た者は、多くの苦労を乗り越えていかなけれ

ばならないと思い、皆さんに降りかかる様々
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な障害をあえて受け止めようと思い、皆さん

が傷つく事を容認してきました。 

これは、私達の意志というよりも、地球や私

達の宇宙に根付いていた闇の創造主達の考

え方であると分かりました。 

これからは、皆さんが傷つく事がないように

しっかりと守護していきたいと思います。」 

 

光と闇の創造主も愛の創造主も、大分考え方

が変わったようです。 

そしてそれは、すべての創造主達に言える事

です。 

 

今まで、地球と私達の宇宙は深い闇を持った

創造主達に支配されてきましたが、そのよう

な創造主を支配して、私達の宇宙をコントロ

ールしていた「多彩な能力を持つ創造主」は、

私達の宇宙を去りました。 

 

これからは、「愛で統一された宇宙」の創造

主とその創造主の光と遺伝子によって作ら

れた創造主達が、私達の宇宙を統治する事に

なります。 

 

これから、遅れていた地球のアセンションが、

急ピッチで進められていく事となります。 

そして、地球の深い闇のエネルギーもどんど

ん軽くなり、光の度合いが高くなっていく事

と思われます。 

 

そうすると、光 30％台の世界、光 40％台

の世界も光が高まり、その世界にいる人達の

精神的進化も、今までよりも早くなる事でし

ょう。 
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PART6 スターピープルが現実世界の地

球人に関わるためのルール 

 

12 月にはいると、「神聖なる宇宙の光」の

アチューメントを通して、スターピープル達

による地球の人々へのサポートがさらに強

くなってきました。 

人々の感情の問題、特に自分に対する愛や信

頼の問題などを解決したり、地球人の傷つけ

られている遺伝子の修復が始まりました。 

 

しかしながら、「神聖なる宇宙の光」のアチ

ューメントによって人々をアセンションさ

せる事を嫌うダークピープル達の妨害も激

しくなりました。 

 

特に地球人を現実世界で支配する「紫ピラミ

ッド」の１グループであるオリオン人達によ

るサイキック・アタックは私達を困らせまし

た。 

私が、アチューメントを受ける人に大切なメ

ッセージを伝えようとすると、私の首が締め

付けられるような感触がして声が出なくな

るのです。 

 

現実世界を支配する「紫ピラミッド」は、私

達によって大きな打撃を与えられたために、

私達に対する復讐の手を緩めようとしませ

ん。 

創造主が新しい創造主に生まれ変わったと

しても、現実世界の事ですから、その事を防

御する事も解決する事も出来ないのです。 

 

そこで、私達は最後まで変更しなかったルー

ルを見直す事にしました。 

それは「創造主やその星に住む人以外の存在

は、その星に住む人々と物理世界で関わって

はいけない。」というルールです。 
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このルールは地球が生まれる前から存在し、

私達の宇宙共通のルールです。 

 

このために創造主やスターピープルは、ファ

ーストコンタクトを終えるまでは、地球人と

物理世界で直接かかわり合う事が出来ない

のです。 

しかし、闇の創造主やダークピープル達はこ

のルールを平気で破り、地球人を現実世界で

コントロールして利用しています。 

 

そして大変な被害を地球人と地球にもたら

しているのですが、光の創造主とスターピー

プルはこのルールがあるために、闇の創造主

やダークピープルが地球人に対して行う事

を未然に防ぐ事も、その被害を修復する事も

出来ないのです。 

 

このルールがあるおかげで、私達は常にダー

クピープル達のサイキック・アタックを受け

続けなければなりませんし、スターピープル

達も大天使達もそれをしっかりと防ぐ事が

出来ないのです。 

 

これでは、これからアセンションしていく人

達をダークピープル達から守る事ができま

せんし、その人達を現実世界で力強く導く事

もできません。 

私は第 26 評議会の創造主と相談してこの

ルールに変更を加える事にしました。 

 

「第 26 評議会の創造主よ、このままでは、

このルールによってダークピープル達が一

方的に地球の人々に被害を与え、アセンショ

ンしていく人達の妨害をする事を止める事

ができません。 

闇の創造主やダークピープル達が地球の

人々に害を与えそうな時、また被害を与えて
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しまった時は、光の創造主やスターピープル

達、大天使達も現実世界に関わり、その被害

を未然に防いだり、修復する事ができるとい

うルールを付け加えたらどうでしょうか。 

そうしなければ、光の創造主やスターピープ

ル達は、十分に地球人を守護できません。」 

 

第 26 評議会の創造主も、私の意見にうなず

きます。 

「私達も、もうそろそろ、このルールに変更

を加えなければならないと思っていたとこ

ろです。 

TAKESHI さんが言うように、ルール変更を

認めましょう。」 

 

この言葉に喜んでいるのは、物理世界に関わ

る第 1 評議会、第 2 評議会のスターピープ

ルや大天使達です。 

今迄、このルールに妨げられて、地球人を守

護したり導いたりする活動が十分に出来な

かったからです。 

 

エレナさん達が喜んで出てきてくれました。 

「TAKESHI さん、ありがとうございます。 

これで私達も、ダークピープル達に負けない

ように働く事が出来ます。 

このルールのおかげで、私達はいつも大事な

ところで手が出せなくて悔しい思いをして

いました。 

これからは、TAKESHI さん達はもちろん地

球の人達をもっと力強く守護していけます。 

そして１人１人に対する個別のファースト

コンタクトもずっとやりやすくなりました。」 

 

ホーリーエレメント達もこのルールの変更

のおかげで、地球人全体に対する浄化や遺伝

子の修復などもやりやすくなったようです。 
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「TAKESHI さん、私達もこのルール変更に

よって、皆さんの遺伝子の修復や活性化をも

っとしっかりと行う事が出来るようになり

ました。 

そして TAKESHI さんやアチューメントを

受ける人達を通してもっと多くの人に関わ

る事ができるようになります。」 

 

このルール変更によって、スターピープル達

が今まで以上に地球人に関われる事になり

ましたので、きっとこれからアセンションが

一気に加速して進む事になるでしょう。 

 

そして皆さん一人一人が、スターピープル達

の指導や守護を受けて、自分達の精神性を高

め、愛を目覚めさせる事ももっとできるよう

になります。 

 

今年もあと 1 ヶ月で終わります。 

私達が目指す光が多い世界も、今までよりも

さらに早く私達のもとに訪れてくる事でし

ょう。 

2019 年の末には、物理世界の完全分離も

予定されています。 

そして 2020 年には、とても大きな変化が、

私達の前に現れる事になります。 

その時は、もう決して遠くないのです。 
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〇各評議会の創造主とスターピープル一覧 

 

 創造主の役割 

アセンションを妨害する理由 

第 25

～26

評議会 

多くの宇宙を見守り指導する立場の

創造主 

かつて第 25 評議会の創造主は「多彩

な機能を持つ創造主」を生み出し彼の

遺伝子を使用して私達の宇宙の創造

主をつくりだした。この創造主はあま

りにも独断的な創造主になってしま

ったので多くの宇宙から追放された

のだが、さらに強力な闇の創造主とな

って私達の宇宙に舞い戻り、私達の宇

宙を混乱に満たし、アセンションを崩

壊させる。 

多くの創造主が光に帰り、新たな創造

主が生み出される。 

第 23

～24

評議会 

全ての創造主を指導する立場にある

創造主 

第 24 評議会の「全ての闇を生み出

す創造主」は自ら宇宙を創造し支配

したいと考え闇の創造主を裏で操

っていた。 

 

第 21

～22

評議会 

全ての創造主を指導する立場にある

創造主 

「宇宙に闇をもたらす創造主」によっ

て創造主の成長が行われるはずだっ

たのだが彼の闇が強くなり私達の宇

宙を支配していた事が判った。 

第 20

評議会 

私達の宇宙や幾つもの宇宙の物理的

世界。スピリチュルな世界を統治する 

自分の中の闇の部分を切り離し光だ

基本資料 各評議会の創造主 各評議会の創造主の一覧 
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けの創造主になろうとしたが、分離し

た闇が独自の闇の創造主に成長し創

造主大戦争を引き起こした。 

この創造主が自分が切り離した闇と

統合する事は今回のアセンションの

一つの目的だった。 

 

第 18

～19

評議会 

第20評議会から生み出された各系列

の最高次元の創造主達。「愛の創造主」

「守護の創造主」「光と闇の創造主」

が長い時間の封印を解かれて復活 

「全ての闇の創造主を統治する創造

主」もこの評議会の創造主 

「始まりと終わりの創造主」が闇にま

みれ、他の 3 人の創造主との間に創造

主大戦争を引き起こし、3 人の創造主

とその系列の創造主を封印し、闇の創

造主がいくつもの宇宙を統治するよ

うになった。 

 

第１７

評議会 

物理的な宇宙を管理する最高責任者。 

5 人の創造主がひとつの意思に基づ

いて動いている 

私達の宇宙を光に満ちた宇宙にする

ために、地球のアセンションを通して

創造主達を再構成しようと考えてい

たが、「変化の宇宙」の創造主達の介

入により予定が大きく狂ってしまい、

地球のアセンションは混乱した。 

それを収拾する為に物理世界にも介

入してはたらいてくれている。 

 

第１６

評議会 

創造主達の指導を行い、宇宙創造の管

理を行う 

私達の活動をサポートする「時と空間

を司る創造主」もこの評議会の 1 人 

第17評議会によって第１６評議会の

中に、下位の評議会の創造主を成長さ
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せるために、あえて問題を引き起こす

創造主達が作られた。彼等が「変化の

宇宙」の創造主達により強化され、第

17 評議会も手におえない程に、凶悪

化してしまい「すべての闇を作り出す

創造主」を中心に私達の宇宙の支配を

もくろみ、私達の活動に介入してき

た。 

 

第１５

評議会 

物理次元を持つ宇宙に関わる最高次

元の創造主。 

アセンション計画の創始者私達を地

球に降ろした創造主。 

異なる宇宙の創造主達にコントロー

ルされて他の宇宙とのゲートを開く。 

第 15 評議会から出ていった創造主

「全ての闇の宇宙を統括する創造主」

により闇に満ちた宇宙が数多く作ら

れ、地球のアセンションを妨害する為

に多くの罠が仕掛けられる。 

 

第１３

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

５人いる第１３評議会の創造主のう

ち３人が、「すべての創造主を指導す

る創造主」を生みだした創造主により

意識をコントールされ「すべての創造

主を指導する創造主」を擁護し、地球

のアセンションを妨害していた。 

 

第１２

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

第１２評議会のリーダー的存在であ

る「すべての創造主を指導する創造

主」が下位の評議会の創造主の働きを

多様性のある宇宙を創るという事で

擁護していた。そして自分もこの宇宙

の実権を全て握るために、他の宇宙の
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創造主を巻き込みアセンションの妨

害をおこなってきた。 

 

第１１

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

「感情に飲み込まれた創造主」が、「略

奪の宇宙」「無機質の宇宙」「カオスの

宇宙」などから高い能力を持つ創造主

やダークピープルを地球に招き入れ、

アセンションした世界の破壊をもく

ろむ。 

 

第１０

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

第１０評議会の創造主達と対立する

「混乱の宇宙を作った創造主」が地球

にアセンションを妨害する為にさま

ざまな計画をめぐらし、自分達の宇宙

の創造主を利用したり、他の宇宙から

の創造主を招き入れる。 

 

 創造主の役割と創造主の堕落の原因 

第９評

議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて管理や指導を行う。 

「リセットの創造主」が、創造主の学

びを行わせるために、下の創造主の正

義感や判断力を忘却させ、混乱に陥れ

る。 

 

第８評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

私や恵理さんと同じスピリットを持

つ創造主が、宇宙の様々な世界の探査

を行う。 

第９、第１０評議会に、下の宇宙の出

来事を報告する「全てを見渡す創造
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主」が「リセットの創造主」により正

義感を失わされ、支配欲を持ち「怒れ

る創造主」を作ったり、宇宙を支配の

ための企てを行う。 

 

第７評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全てを見守る創造主」がリーダー 

上の評議会から闇を持った創造主と

して生み出された「怒れる創造主」が

評議会に反乱を起こし全ての宇宙で

の闇の創造主の大元となる。 

 

第６評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全ての創造主の働きを持つ創造主」

がリーダー 

「変化を促進する創造主」が、創造主

を成長させたいという理由で宇宙に

闇のエネルギーを流すが、本当の理由

は宇宙の支配。 

 

第５評

議会 

第４評議会が作った全ての宇宙を管

理。「陽の働きを持つ創造主」がリー

ダー 

第４評議会の創造主達から騙されて

闇に落ちた「暁の光の創造主」が下部

の創造主の光を奪う。 

 

第４評

議会 

１人１人の創造主が、独自に宇宙の原

型を作り出し、スターピープルと下部

の評議会に創造を委ねる。お互いの宇

宙にはあまり関わらない。 

「光を生みだす創造主」と「力を生み

だす創造主」が対立していたが共に闇

の創造主となり、２人が手を組んで宇

宙の支配をもくろむ。下部の評議会の

創造主達を闇の創造主に仕立てあげ
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ていった。 

 

第３評

議会 

「道を指し示す創造主」を中心に、第

４評議会の創造主によって作られた

宇宙の細かい部分を創造し運営する。

他の創造主を信頼するあまり闇落ち

た創造主を放置する。 

「宇宙の創造を管理する創造主」や

「道を作り出す創造主」が闇の創造主

となり、この宇宙を光の創造主から奪

い取るために、闇の創造主達を地球の

各地に配置しアセンションを妨害し

てきた。彼等は第４評議会の創造主に

操作されていた。 

 

第２評

議会 

「栄光の創造主」を中心に第３評議会

によって作られた宇宙の創造と運営

を手伝い、第１評議会の働きを管理し

手助けを行う。様々な宇宙の中で大き

な問題が起きた時はその解決にあた

る。 

第３評議会の闇のエネルギーによっ

て過去に創造主大戦争を引き起こし

た。今回も闇のエネルギーの影響で、

第２評議会の中心的な創造主が闇に

落ち、宇宙を混乱させ、アセンション

を妨害し、私達にも大きなサイキッ

ク・アタックを行なった。 

 

第１評

議会 

「源の創造主」をリーダーに「光彩の

創造主」等が上の評議会から託された

宇宙を具体的に運営する。また物理世

界に生きる多くの存在達の成長を助

け、宇宙連合へ迎えいれる。 

 

上位の評議会からの闇のエネルギー

の影響で、第１評議会の創造主のリー

ダーである「創造主の独自性を育てる
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創造主」等、主だった創造主が闇の創

造主となり大きな勢力を作り、光の創

造主を圧倒していた。 

そのために地球を始め多くの宇宙に

闇がはびこり、ダークピープルが宇宙

を荒らしまわる事となった。 

 

物理的

宇宙 

宇宙連合によって生み出された宇宙、

多くの銀河や星団に別れ独自に発展

している。 

闇の創造主やダークピープルによっ

て地球だけでなく多くの星々が闇が

多い世界となり、人々の成長を阻害し

ている。 

 

★物理世界を持つ宇宙 

 

〇第１レベル 天の川銀河の中の創造主 

階層としては一番下の階層の創造主です。主

に星々や星座の働きを保ち、星に存在する生

命達を生みだします。 

彼等は星座の創造主とも呼ばれています。 

その上には、天の川銀河全体の管理と創造を

行う創造主もいます。 

 

〇第２レベル 局部銀河の創造主 

私達にとって観測可能な宇宙（ユニバース）

の中でも、天の川銀河やアンドロメダ銀河を

含む局部銀河が一つの宇宙の単位となって

います。 

この局部銀河を治める最高の創造主は、私達

が「界王」呼んでいる創造主で彼のもとに多

くの創造主が役割を分担して存在していま

す。 

私は、局部銀河の運営にたずさわる創造主を

「グレートゴッデス」と呼んでいます。 

特にグレート・イエスやグレート・マリアは

地球の事をとても大切にしてくれています。 
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〇第３レベル 観測可能なユニバースを統

治する創造主 

物理的な世界を持つ宇宙（ユニバース）を直

接統治する創造主達です。 

主に第４レベルの創造主に対応する創造主

達がいて、第４レベルの創造主の指示のもと

に単一宇宙であるユニバースを運営してい

ます。 

 

〇第４レベル 多次元宇宙を統治する創造

主 

観測可能な宇宙だけでなくパラレルワール

ドも含む多次元宇宙を統治する創造主達の

世界です。 

そのリーダーは、エンソフと呼ばれる創造主

です。彼のもとに、星々を創造する創造主、

人々の運命を司る創造主、宇宙の安定を保つ

創造主、ドラゴンや精霊を生み育てる創造主、

４大エレメントを駆使して宇宙を創造する

源のエネルギーを作る創造主、叡智ある存在

が適正に育っているか調べる創造主などが

存在して、多次元宇宙の創造と運営を行って

います。 

 

 

★スピリチュアルな宇宙 

 

〇第５レベル 物理的な宇宙を創造し運営

する創造主 

このレベルの創造主からは、たくさんの階層

と役目を持った創造主が存在します。 

物理的な宇宙を創造し運営する役目を持ち、

私達の物理世界にも関われる創造主達です。 

第１評議会の中心的な創造主達になります。 

リーダーは、「源の創造主」「光彩の創造主」

で宇宙のスーパーコンピュターを管理する

創造主なども含まれます。 
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〇第６レベル 物理的な宇宙を管理しスピ

リチュアルな宇宙を創造する創造主 

主に第２評議会、第３評議会の創造主達で、

上位の評議会の創造主の指示のもとにスピ

リチュアルなレベルでも宇宙を創造してい

きます。 

彼等は、上位の評議会の決定を自分達の評議

会で議論し、どのような方法で宇宙の創造と

運営を実行するか決めて行動します。 

 

〇第７レベル スピリチュアルな宇宙を創

造する創造主 

主に第４評議会の創造主で、物理的な宇宙の

元となるスピリチュアルな宇宙を作ります。 

この宇宙の原型を基に、第３評議会と第２評

議会の創造主やスターピープル達がスピリ

チュアルな宇宙の細かい創造を行います。 

彼等は、マルチな能力を持つ創造主で１人１

人が独立して、自由に宇宙の創造を行う権利

が与えられています。 

 

〇第８レベル 創造された宇宙の管理を行

う創造主 

第５評議会以上の創造主達は、宇宙の創造は

行いませんが、彼等よりも下の評議会の創造

主が作った宇宙が適切に運営されているか

どうかの検査を行っています。 

非常に高い能力を持っている事はもちろん

ですが、どの次元にも自由に入る事ができ、

多くの宇宙を見守っている創造主です。 

 

〇第９レベル いくつもの宇宙を管理する

創造主 

第９評議会以上の創造主達は、私達の宇宙以

外にもいくつもの宇宙に関わり創造や管理

を行うようになります。 
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宇宙連合の評議会について 

 

宇宙連合は、私達の天の川銀河やアンドロメ

ダ銀河だけでなく多くの星団や星雲が含ま

れる宇宙をいくつも束ねた大宇宙を見守る

グループです。 

私達は、宇宙の本当の姿を未だ知りませんが、

私達にとって観測可能な宇宙をユニバース

と呼ぶのなら、そのユニバースの中に存在し

ている創造主やスターピープル達の連合と

考えてもよいと思います。 

 

しかしこのユニバースの中にも計り知れな

い銀河が存在しているのも事実です。 

また、私が語る話はスピリチュアル・レベル

の話ですので、実際の天文学の話とはかなり

異なるという事だけはご理解ください。 

 

先ず宇宙連合は、宇宙を創造し運営する創造

主達とその仕事をサポートするスターピー

プル達の集まりです。 

創造主やスターピープルの能力や資質、そし

てその働きによって異なる階層の評議会に

別れて活動しています。 

その階層のリーダー的な創造主達とスター

ピープル達によって評議会の会議が行われ、

自分達の行動が決定されます。 

 

 

第１評議会は、宇宙連合では一番下の評議会

として、物理的な宇宙の運営に当たります。 

 

第１評議会は、創造主もスターピープルも最

も数が多く、その役目も多岐にわたります。 

この評議会に属するスターピープル達は、物

理的もしくは半物理的な体を持つスターピ
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ープル達ですので、地球を始め物理的な世界

を持つ他の星々にも関わる事ができます。 

そして、地球人も含めて、まだ十分に成長し

ていない人々に対して、意識進化のための

様々な取り組みを行います。 

 

宇宙連合の第１評議会は、物理世界を持つ多

くの銀河や星団に関わり、その銀河や星団、

もしくは星々の平和を守るための活動を行

います。 

第１評議会の中には、アシュタール連合のよ

うに独自のグループを作って活動している

者達もいますが、彼等も第１評議会の指示の

もとに動いています。 

 

また第１評議会は、スターピープルの説明の

ところでご紹介したように、未発達の星々の

種族を成長させスターピープルへと導く仕

事も行っています。 

この宇宙の中で一つでも多くの種族が愛と

叡智に目覚めて宇宙の平和のために貢献で

きるようにする事が第１評議会の目的でも

あります。 

 

 

第２評議会と第３評議会は、スピリチュアル

な宇宙と物理的な宇宙の創造に当たります。 

 

もちろん物理的な宇宙に関しては、第１評議

会が中心となって創造活動を行うようです

が、第１評議会を指導し、より良い宇宙を創

る事が彼等の仕事でもあります。 

しかしながら、これからのレポートでもご紹

介するように、第４評議会に属する創造主が

闇に落ちてしまった事で、第３評議会、第２

評議会の創造主達も大きな闇に巻き込まれ

る事になりました。 

その結果、第３評議会のほとんどのスターピ
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ープル達が闇の世界に閉じ込められ、第３評

議会の仕事が順調におこなわれていないと

いう事態に陥っていました。 

 

 

第４評議会は、スピリチュアル・レベルの宇

宙の創造を行い、物理的な宇宙のひな型を作

り出していきます。 

 

この第４評議会の創造主は、自分が創造する

宇宙の全てを任されているので、自分の考え

だけで独自の宇宙を作り出す事ができます。 

 

 

第５評議会から上の評議会は、物理的な宇宙

の創造には関わりませんが、創造主達を指導

したり、下の階級の創造主が作り出した宇宙

を検査する役目を持つ創造主達の世界です。 

 

第５評議会の創造主達は、宇宙創造に必要な

エネルギーを、第４評議会の創造主達に供給

します。 

第４評議会の創造主が闇に落ち地球の支配

を計画している事が分かると、他の評議会の

創造主やスターピープル達では対応できな

いので、彼等が中心になって地球の物理世界

を調べ、この創造主達を処理する役目を担っ

てくれました。 
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○光の世界の区分 

 

ここでは、まず光の地球といっても一つでは

なく、光に応じていくつもの地球に分かれて

いる事をお知らせしておきます。 

そして、ここでは大まかに６０％台、７０％

台と書いていますが、本当は、１％単位で世

界が異なっていますが、大まかな区分のみで

説明させていただきます。 

 

地球の光と闇の割合は、およそ光４０％、闇

６０％、現在はもう少し光の割合が多い世界

のようです。 

この割合の世界では、闇の力が強いので、戦

争やテロ、殺人や虐待、人種差別などが起こ

りますが、光の割合が５０％を超えると、戦

争や殺人などもほとんど起こらなくなりま

すが、まだ学びが必要な人には、その学びに

ふさわしい事が起こります。 

 

６０％台になると、愛と調和に満ちた人々が

増えてきますので、人間としての完成を目指

すような学びが始まります。 

しかしそれは争いなどの人を傷つける事で

はなく、どれほど愛を注げるか、とかどれほ

ど人のために尽くせるかなどといった、とて

もポジティブな学びになります。 

 

また人々も、言葉でなく意思疎通ができるよ

うになりますので、嘘を言ったり、心の中に

隠し事ができなくなるような世界になるか

もしれません。 

そしてさらに大切な事は、スターピープル達

に対する理解が求められるようになります。 

 

更に光りの度合いが７０％よりも強くなる

と、学びが少なくなり、愛と共に生きるよう

になりますので、争いや差別などもほとんど

起こらずに調和に満ちた世界が繰り広げら

光りの世界の区分（極秘事項） 
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れます。 

生きている人では７０％台が最高クラスに

なるようです。 

 

更に光りの割合が８０％を超えると、もう物

理世界に生きている人はほとんどいなくな

り、宇宙の運営に関わる仕事を始める事でし

ょう。 

 

それでは、どのような人がどのような世界に

入れるか、創造主の極秘事項ですが、こっそ

りお教えしますので、少しでも上の世界に入

れるよう努力してください。 

またこの事は、私達の主観ですので、違うと

思う人は信じる必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

光９０％

台の世界 

宇宙のマ

スターの

世界 

宇宙の管理者として働くスピリ

チュアルな存在達の世界。 

憎しみや争いなどとは無縁で愛

と調和のみが存在する世界。 

また宇宙の管理者となるべく学
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びを行う世界。 

自らが愛と光りになるために学

びを行うスピリット達の世界。 

 

光８０％

台の世界 

宇宙と地

球に生き

るマスタ

ーの世界 

宇宙のために働くスピリチュル

な領域に生きる人々。 

自らもスターピープルとなり、宇

宙の中にある様々な問題の解決

のために働く事を喜びとしてい

るスピリット達。 

ここに入る人は、宇宙で起きてい

る事を深く理解し、常に真実を求

め努力してきた人。 

地球においては、地球の中にある

不正を知り、それを正すために戦

い、地球と地球に生きうる人々を

自由で平和な者にするために常

に努力してきた人々。 

この地球の闇を知りながらも、憎

しみを捨て愛によって生きてき

た人達。 

人間としてのエゴを捨て、自分の

人生を他人のために奉仕してき

た人達。 

 

 

光７０％

台の世界 

物理的な

光の地球

での指導

者の世界 

光８０％の人達と同じように、地

球の闇と闘い続けてきた人達の

中で、自分のエゴや欲望を捨て、

愛の人として生きる実践を行う

人々。 

またスターピープルの事を深く

知り、彼らと共に働ける人。 

自分の感情に振り回されずに常

にニュートラルな立場にあって

真実を追い求める人 

地球と人の事を、愛をもって考え

行動してきた人達が、肉体を失っ

た後に行く世界。 

現実世界に生きる人も少数存在

し、地球の人達が光りの世界に行

くためのサポートをスピリチュ

アル・レベル、現実レベルで行う。 
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６０％台の世界の学びを終えて

からこの世界に来る事が多いよ

うです。 

 

光６０％

台の世界 

地球では

光の世界

として新

しく生ま

れ た 世

界。 

宇宙意識

に目覚め

るための

世界 

 

６０％台の後半の人は・・・ 

常に正義と愛のために生きてき

た人。 

欲望に振り回されず、欲望と感情

を上手にコントロールできて、自

分の中の光と闇を統合してきた

人。 

スターピープルの事を理解し上

手に付き合う事ができる人 

この世界は、さらに上の世界に行

くための通過点として、肉体をも

って学びを行う人達が入る世界。 

少数民族の人達の仲でも、一般社

会を知りながらも、その社会に毒

されず、常に祈りを行ってきたシ

ャーマンや神官、少数民族の文化

やしきたりを守ってきた人々。 

ここに属する人は、これからの

「光の地球」をしっかりと守護

し、人々を導いていく立場にあ

る。 

 

６０％前半の人は・・ 

光の世界にはいる為の教育が行

われる世界。 

地球や宇宙の仕組みを学ぶため

に生きてきた人達で、さらにその

学びを続ける人。 

しっかりと愛や調和を目指して

生きてきたが、まだ十分に実現出

来ておらず、自分の中の光と闇も

しっかりと統合できていない人。 

周りの人に対して愛と奉仕の気

持ちを持って生きてきたが、今ま

で宇宙や地球に対しての理解も

十分でなくスターピープルの事

もよく知らない人達が、学びを行

うための場所。 

この世界では争いや戦争、差別や
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虐待もなくなり、地球人同士でも

愛に基づいた関係がはじまり、安

らぎと光りに満ちた世界が生ま

れてくる。 

  

光５６％

～５９％

の世界  

光りが多

い学びの

世界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

この世界からがアセンションし

た世界としてスターピープル達

により保護される世界になりま

す。 

今の地球よりはさらに光がある

世界で、戦争や争い、虐待、殺人

などは減り、愛と調和に満ち、自

然破壊などもなくなり環境問題

も解決していく世界となるでし

ょう。 

この世界に行く人は、今の世界で

も良心を持って生きてきた人で、

人の役に立ちたいと考えて生き

た人達です。 

そして、地球人としての進化を望

む人がこの世界に入り、光の世界

へ入るための学びを行います。 

この世界の学びは「愛の実践」で

す。 

宇宙の愛を身につけ、人のために

奉仕する事がこの世界の学びと

なります。 

この世界で学びを終わった人は、

本格的なアセンションの世界で

ある光６０％以上の世界に生ま

れ変わります。 

 

強い欲望や支配欲を持った人や

人と争う事が好きな人は入れま

せん。 

人をだました人、人に不正を働く

人、自己中心的な人は入れませ

ん。 

 

光５１％

～５５％

の世界  

光と闇の

ここは光りの世界と闇の世界の

境界線にあたる世界で、中間の世

界とも呼ばれています。 

現在の地球よりは、光が強くなり
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境界の世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

ますので、戦争や虐待などはすこ

しずつ減ります。 

時間がたつにつれ、現在よりはま

ともな政治家や経済人が現れ、社

会の変革も進むでしょう。 

この世界にはいる人は、戦争や支

配、抑圧のある世界を嫌っている

人で、もっと愛に満ちた世界、調

和のある世界に入りたいと考え

ている人達です。 

また他人のために役に達たいと

思い行動している人や他人に親

切にする事が好きな人達がこの

世界に入ってきます。 

ただしこの世界には、狡猾な地球

外存在達もすでに入り込んでい

るので社会の混乱や自然災害も

起こりますので、その様な事を乗

り越えていく事が、この世界の

人々の学びとなります。 

ヒーリングやスピリチュアルな

仕事をしている人でも、人々の幸

福のために働いている人は、この

世界に入りますが、物欲や支配

欲、名誉欲のためにしている人

は、ここからさらに下の世界に行

く事になります。 

 

光４０％

～５０％

の 世 界 

現在の地

球と同じ

学びの世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

ここからが、アセンションとは反

対にディセンションした世界と

なります。 

光４０％台の世界は、今までとほ

とんど変わりない世界で、戦争や

争い、テロ、詐欺、レイプ、傷害

などが日常的に起こっている世

界です。 

経済的な侵略によって、世界の

人々は貧富の差が激しくなり差

別を受けます。 

宗教、技術、論理もすべてが争い

のために利用されます。 

この世界に行く人は、自然災害や

戦争、原発の事故なども含め、現
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です 在の地球が体験する未来をとも

に体験する事になります。 

現状の世界を好みお金儲けやぜ

いたくな生活をしたい人達、人や

自分や他人にたいして不誠実な

生き方をしてきた人達は、この世

界にそのまま残るようです。 

他人を支配しようと思う人、他人

に依存したり、他人支配される事

を好む人もこの世界にとどまり

ます。 

この世界は多くの地球外生命体

達も存在しますので、彼等の支配

をうけず自立していく事が、この

世界の学びとなるでしょう。 

 

光３０％

台の世界 

闇が多い

学びの世

界 

今の地球よりもさらに闇が多く

なりますので、現在よりも状況が

はるかに悪くなります。戦争やテ

ロが多発し、多くの人が争いや原

発事故、自然災害に巻き込まれ苦

難の多い人生を送る事になるで

しょう。 

そして人々はその中で多くの事

を学び目覚めていくための機会

を待つ事になると思います。 

この世界には、多くの欲望に取り

付かれ、他人を支配したり傷つけ

る事を好んで行ってきた人達が

いく世界になると思います。 

 

 


